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日本海上空　隠お岐き諸しよ島とう沖おき北西百五十キロ

七月十九日午前十時






　ジェットの排はい気き炎えんが大気を揺ゆらめかせる。眩まばゆい陽光を遮さえぎって一機、また一機。金属製の猛もう禽きんが高空を駆かけ抜ぬけていく。青い空にいくつもの雁がん行こう編隊が並んでいた。全部で三十、いや四十機はいるだろうか。規則的に配置された黒点の連なりはあたかも渡わたり鳥どりの群れのようだ。見ている間にまた一つ、双そう発はつ・双そう垂直尾び翼よくのシルエットが西へのキャラバンに加わる。甲かん高だかい風切り音がキャノピー越ごしにコクピットの空気を震ふるわせた。

『ブライス１よりパペットマスター、オールエアクラフト・スタンバイ、リクエスト・ピクチャー』

　編隊長が最新の敵情報を要求する。人形遣いパペツトマスターのコールサインを持つ早期警戒管制機ＡＷＡＣＳは電子の目を凝こらしながらノイズ交じりの答えを返してきた。

『パペットマスターよりブライス、敵編隊は２ピクチヤー・ツー、第一編隊フアーストグループ、ブルズ、距離フオア27、高度アツト２６０００、２８０、第二編隊セカンドグループ、距離フオア43、高度アツト１９０００、２６０』

『ブライス１、ラジャ。ブライスは第一編隊を受け持つ。タイラーは第二編隊を引きつけつつ攻こう撃げき隊の進路を確保。半島からの増ぞう援えんには引き続き注意』

『タイラー了りよう解かい。ポイントブラボーから回りこむ。シールド・オン。オールユニッツ、メインテイン・フォーメーション』

　呼吸の音が妙みようにうるさく感じられる。蛍ほたる橋ばし三等空くう尉いは痙けい攣れん気味の唇くちびるを結んで計器をチェックした。エンジン回転数、タービンガス温度、残燃料レベル、ともに問題はない。警告灯パネルも消灯したままだ。航空自衛隊、小こ松まつ基地所属のＦ‐15Ｊは完全な戦せん闘とう力を保っている。だが緊きん張ちようは収まることがなかった。心臓が破われ鐘がねのように鳴り続けている。

『緊きん張ちようしてるか？　ブライス３』

　バディの中なか山やまが間延びした声をかけてきた。右手を進むイーグル──ブライス２がわずかに翼つばさを振ふってみせる。

『おまえ、昔から本番前になると口数少なくなるからな。考えに没ぼつ頭とうしすぎて隊長の指示、聞き逃のがすんじゃないぞ。またどやされるぜ』

「大だい丈じよう夫ぶだよ、心配ない。きちんと聞いている」

　深呼吸して操縦桿かんを握にぎりしめる。

「初めての実戦ってわけじゃないんだ。頭に血が上ってミスするような真ま似ねはしない。いつもと同じ、訓練通りにやるだけだ」

『そう願うぜ。まぁミスしたらしたで俺おれの手て柄がらが増えるだけだけどな。撃げき墜つい数勝負の報ほう酬しゆうがまたランクアップする。次あたり隊員クラブ一晩貸し切りかな』

「ぬかせ」

　軽口を叩たたくうちに肩かたの力が抜ぬけている。相変わらず気の利く男だ。人が精神の均きん衡こうを崩くずしかけた時さりげなく手を差し伸のべてくれる。平常心に引き戻もどしてくれる。十年来の付き合いでなければできない心こころ遣づかいだ。

　もう一度深呼吸。

（そう、いつも通りにやればいい）

　目的空域にたどりつき、敵機を照準し、砲ほう弾だんを撃うちこむ。イーグルドライバーになってから飽あきるほど繰くり返してきた行こう為い。迷うことも戸と惑まどうこともない。全ては身体に染しみつき焼きつけられた動作。中なか山やまと二人で何十回も行ってきた手順。

　いつもと同じ。

　だが脳内で「それは違ちがう」と囁ささやく声がある。おまえがこなしてきたのはスクランブル対応だろう？　敵てき勢せい力りよく圏けんへの侵しん攻こうなんてやったことあるのか？　味方の攻こう撃げき隊を守りながら、大量の編隊機と連れん携けいして。

　韓かん国こく鬱うつ陵りよう島とうへの攻こう撃げき。ガラス細工に覆おおわれた敵前線基地ＦＯＢの爆ばく撃げき。それが今回の任務の内容だった。

　既すでに半島はザイの勢力圏けんと化し、日々半透とう明めいの機体を吐はき出している。台たい湾わん・日本ともに連日の空くう襲しゆうにさらされ、特に日本海航路の利用は自殺行こう為いも同然に見なされていた。その攻こう撃げきの水先案内人を務めているのがどうやら鬱うつ陵りよう島とうのレーダーサイトらしい。前衛建築の神しん殿でんを思わせる柱がそこかしこに建ち並び付近の船せん舶ぱく・航空機を走査しているのだとか。被ひ害がいの増加を無視できなくなった日本政府は鬱うつ陵りよう島とう攻こう略りやくを決定、Ｆ‐２Ａを中心とする攻こう撃げき隊を向かわせた。そのエスコート役が自分達たち、Ｆ‐15Ｊ飛行隊というわけだ。

　果たして敵の抵てい抗こうはどの程度あるのか。何機くらいのインターセプターが上がってくるのか。予想ができない、戦せん闘とうのイメージがさっぱり湧わかない。だが悩なやんだところで何にもならなかった。頭を振ふり雑念を払はらう。目の前の状じよう況きように集中。とにかく一機でも多く、一秒でも早くあいつらを墜おとす。自分がずっと望み続けてきた行こう為い。

『ブライス２、ＥＰＣＭスパイク、11オクロック』

　十一時の方向からＥＰＣＭ反応。中なか山やまが警告を上げる。レーダースコープが白いもやに覆おおわれていた。彼方かなたの空に煌きらめく銀ぎん翼よく。来た、奴やつらだ。

『ブライス１、敵機視認タリー・バンデイツト、エンゲージ、各機突とつ入にゆう』

　編隊長機の指示に従い増ぞう槽そうを投とう棄き、操縦桿かんを左に倒たおす。ウェポンセレクターを短たん距きよ離り空対空ミサイルに設定、信管モードをＥＰＣＭ追つい尾びに変へん更こうするとターゲットコンテナがＨＵＤ上を滑すべり始めた。通常よりも大きな照準がガラス細工の編隊をとらえる。ロックオン。

「ＦＯＸ２」

　ミサイル発射。僚りよう機きもほぼ同時に攻こう撃げきを実じつ施ししていた。八枚羽根の長ちよう槍そうは激しい白はく煙えんを引きつつ敵編隊に突とつ入にゆう。ＥＰＣＭ強度が一定以上に高まったのを感知して炸さく裂れつした。ばらまかれた炸さく薬やくと破は片へんがガラス細工の翼つばさを叩たたく。だが、敵機は少し高度を落としただけで態勢を立て直し増速してきた。綺き麗れいな横一列の編隊を組み突つっこんでくる。

「くそっ」

　対ＥＰＣＭ信管はジャミングの影えい響きようを受けづらいかわりに、ひどく大まかな範はん囲いでしか起き爆ばくしてくれない。簡単に言えば遠えん距きよ離りで弾たまをばらまいてしまうため致ち死し性が低いのだ。運がよければ複数機まとめて墜おとせるがタイミング次第で今のようにボウズだったりする。

　もう一いち撃げきと思った瞬しゆん間かん、見えない壁かべにぶつかったように右手の四番機が爆ばく発はつした。真正面から敵ミサイルを食らったのだろう。炎ほのおと黒こく煙えんの塊かたまりと化し海うな原ばらに墜おちていく。

『ブライス４、５、ダウン』

　編隊長の報告でもう一機が討うたれたことを知る。開幕二機喪そう失しつ、最悪だ。

「シーカーオープン」

　左バンクした敵機を右旋せん回かいで追いかける。速度と高度を調整しながら照準にとらえ続けた。

「ロックオン。ＦＯＸ２」

　出し惜おしみはしない。時間差で左右から包みこむように二発、ミサイルを放つ。白はく煙えんが伸のび、ロケットエンジンの光こう芒ぼうが敵機を目指した。一発目の炸さく裂れつはわずかに後方で、だが二発目はターゲットの位置と完かん璧ぺきに重なる。弾だん頭とう単体の爆ばく発はつとは明らかに異なる光が生じた。砕くだけた翼つばさが粉雪のごとく蒼そう空くうに煌きらめく。

「敵機撃墜スプラツシユ・ワン」

　報告もそこそこに次のターゲットを探す。宙返りで高度を確保、眼下の戦場を見み渡わたして、だが蛍ほたる橋ばしは眉まゆをひそめた。

　敵の数が多い。一個編隊の規模とはとても思えない。十かそれ以上いる。エスコートを抜ぬけたザイが編隊後方に向かっていた。

『タイラー２、４、ロスト』

『タイラー３、ＦＯＸ２』

『タイラー５、チェック６、チェック６』

　目に入るのは味方の被ひ害がいばかりだ。敵を一機墜おとす間に、こちらの機体が二機、三機とやられていく。直接確認できないが無線を聞く限りタイラー隊も似た状じよう況きようらしい。あまりにも急激な消しよう耗もうに攻こう撃げき機のアクションが間に合っていない。重たい対地装備を抱かかえたまま愚ぐ直ちよくに前進している。そこにザイの編隊が殴なぐりこみをかけていた。

　まずい。

　編隊長の指示を待たず翼つばさを翻ひるがえしていた。僚りよう機きから離はなれパワーダイブ、砲ほう撃げき中のザイを追う。照準している暇ひまはない。とりあえず敵機のいる方向に弾たまをばらまく。ザイはブレイク、危あやういところで洋上迷めい彩さいのＦ‐２Ａが難を逃のがれた。だが安あん堵どする間もなく別方向からの砲ほう撃げきが彼女かのじよの翼つばさを撃うち抜ぬいた。パイロンの五百ポンド爆ばく弾だんが誘ゆう爆ばくしスマートな機体を粉微み塵じんに吹ふき飛とばす。新手のザイが二機、三機と上空から迫せまっていた。

「この野や郎ろう！」

『ブライス３、深追いするな。こちらのカバーが間に合わない。食われるぞ』

　編隊長の言葉に頭が沸ふつ騰とうする。護衛機同士で援えん護ごし合ってる場合か！　何しに来たんだ俺おれ達たちは！

　スロットルを開く。強引な機動で敵機と攻こう撃げき隊の間に割りこんだ。ガン、ガン、ガンと耳みみ障ざわりな金属音が響ひびく。敵てき弾だんが命中しているのか、不気味な震しん動どうが背中から突つき上げてくる。奥おく歯ばを食いしばり、接近中の敵機に機首を向けた。ヘッドオン。ものすごい勢いで彼ひ我がの相対距きよ離りが縮まっていく。七百、六百五十、六百。五百を下回ったところでトリガーを引き絞しぼった。バルカン砲ほうが咆ほう哮こうし秒間百発の２０×１０２ミリ弾だんを打ち出す。焼けた弾だん頭とうが宙を裂さき、そのまま半透とう明めいの機体を撫なで切ぎりにした。プラズマのような火花が走り幾き何か学がく的てきなシルエットが爆ばく散さんする。

　よし、墜おとした。

『蛍ほたる橋ばし！　後ろだ！』

　中なか山やまの声ではっと我に返った。レーダー警報が鳴なり響ひびいている。いつの間にか背後を取られていた。接近中の機き影えいが二。振ふり向むいた時にはもう翼よつ下かのミサイルが放たれている。チャフ・フレア展開……間に合わない。デコイ、だめだ。急旋せん回かいでブレイクした途と端たん、凄すさまじい衝しよう撃げきが機体を揺ゆらした。

　やられた。

　警告灯が一いつ斉せいに点灯する。音声メッセージがワーニン、ワーニンとわめき始めた。視界が傾かたむく。高度が落ちていく。操縦桿かんを動かすも機体は緩かん慢まんにしか動いてくれない。舵かじをやられたのか、あるいはエンジンを損傷したのか。

　状じよう況きようを確認する間もなく再度のアラートが鳴なり響ひびいた。敵機がまだ後ろについてきている。とどめを刺さすつもりか。ミサイル発射、接近。まずい、避さけられない。馬ば鹿かな、こんなところで。

『蛍ほたる橋ばし！』

　敵機と自分の間に何かが滑すべりこんでくる。黒い大おお柄がらなシルエット。イーグル？

　一いつ瞬しゆん何が起こったのか分からなかった。奇き妙みようなほどゆっくりと時間が流れる中、飛来するミサイルとイーグルの機き影えいが重なる。爆ばく発はつ。黒こく煙えんと粉ふん塵じんが背後の空を汚よごした。

『ブライス２、ダウン！』

　編隊長の声は悲鳴のようだった。ブライス２？　中なか山やまのコールサイン？　ダウンって、じゃあ今の爆ばく発はつは。

　衝しよう撃げきに心を乱されながら、だが身体からだは日ひ頃ごろの訓練通りに動く。ステータスを確認。油圧低下、左エンジン出火、飛行管制システムに異常発生。アクチュエーターからのフィードバックと各種メッセージが乗機の寿じゆ命みようを告げる。ほとんど反射的に操縦桿かんを押おしこみ降下していた。燃料供給カット、延えん焼しようをおさえつつ位置エネルギーだけで増速、敵機との距きよ離りを稼かせぐ。足を開き座席の下に手を突つっこんだ。黄色のレバーを力任せに引っ張る。ボンッと破は裂れつ音が響ひびきキャノピーが弾はじけ飛んだ。あっと思った時にはもう座席が射出されている。火を噴ふく乗機がどんどん遠ざかり波間に没ぼつした。

　ふわりとコーヒーフレッシュを垂らしたような染しみが頭上に生じた。染しみは徐じよ々じよに大きさを増し、やがてパラシュートの姿になった。ロケットモーターの停止と空気抵てい抗こうの増大が同時に起こる。シートベルトの締しめつけと射出のＧが今いま更さらながら意識されてきた。先ほどまでの高速機動が噓うそのようにゆったりと座席は降りていく。

「畜ちく生しよう」

　目の前に広がる光景は作戦の失敗を示していた。ロービジ塗と装そうのＦ‐15Ｊが、洋上迷めい彩さいのＦ‐２Ａが次々に火を噴ふき墜おちていく。飛び回る翼つばさはほとんどが虹にじ色いろの煌きらめきに彩いろどられていた。抜ぬけるような青空を背に、ただただ人の死と絶望が量産されていく。それはある意味この十二年繰くり返されてきた歴史の再現だった。中国・中近東・東南アジア・ヨーロッパ、世界各地で展開された敗北の歴史。

　伸のばした手を嘲笑あざわらうようにまた一機、味方が墜おちる。口の中に鉄の味が広がった。いつの間にか唇くちびるを嚙かみしめていたのだろう。生温かい感かん触しよくが顎あごを伝っていく。

「誰だれか」

　喘あえぎ声が漏もれる。

「誰だれか俺おれ達たちに力を」

　答える者はいなかった。空が遠ざかり戦場の熱気が薄うすれていく。眩まばゆい陽光を眺ながめながら、蛍ほたる橋ばしは（奈な落らく落ちした罪人が見ている景色のようだ）と思った。
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　小こ松まつの町が燃えている。

　ごうごうと大気が鳴り四方から熱のうねりが押おし寄せてくる。熱い。息をするだけで喉のどが焼けそうだ。空気自体が発火しているような感覚。目に入る色は全て赤か黒。見る間にまた一棟、建物が炎ほのおに飲みこまれる。馴な染じみのラーメン屋が、ショッピングモールが次々と形を失い崩くずれ落ちていった。

　ドォォォン。

　遠くで落らく雷らいのような音が響ひびく。また爆ばく撃げきが始まったのか。先ほどまで鳴りっぱなしだったサイレンもいつの間にか警告を止めていた。走り回る緊きん急きゆう車両も姿を消している。

　はぁ、はぁ、はぁ。

　頰ほおの汗あせをぬぐい走るペースを上げた。とにかく基地と連れん絡らくを取りたい。自分の健在を報告したい。最も寄よりの避ひ難なん所は……確か北の運動公園だったか。陸自か消防がいれば緊きん急きゆう用無線を借りられるはずだ。居場所を告げ指示を仰あおぐ。空いている機体があるなら使わせてもらう。練習機でも連れん絡らく機でもいい。とにかく飛べさえすれば状じよう況きようを変えられる。ザイの攻こう撃げきを押おし止とどめられる。

（空に上がりさえすれば）

　息を切らせて交差点に出た瞬しゆん間かん、一際燃焼の音が大きくなった。火勢が増し視界をオレンジ色に染め上げている。焼けた信号機が軋きしみ声とともに倒たおれていった。乗り捨てられた車が押おし潰つぶされる。湧わき上がった火花が宙に舞まい、夜空に吸いこまれていった。

　ドォォォン。

　着ちやく弾だん音が轟とどろく。

　近い。四方八方から地鳴りが近づいてくる。頭上を大おお柄がらな全ぜん翼よく機が行き過ぎていった。黒い粒つぶが雨のごとく降ってくる。地上から見ると小さな塊かたまりは、だが一つ一つが数百キロ超ちようの航空爆ばく弾だんだ。大地に落ちれば秒速六・五キロの爆ばく風ふうと十メートルのクレーターを生み出す。そんなものが何十発、何百発とばらまかれているのだ。橋も、道路も、人も、何もかもが等しく吹ふき飛ばされていく。生き残る術すべはない。既すでに死体と化した町を敵機は容よう赦しやなく切り刻んでいった。

「ＳＣは何をやってるんだ」

　喘あえぎ声はひび割れていた。小こ松まつ基地は日本海側防空の要だ。数十機の要よう撃げき機が配備され、日々アラート待機についている。スクランブルＳＣ発令から五分もあれば迎げい撃げきに向かえるはずだ。なのになぜ。どうして。

　自問しつつ、だが答えは分かりきっていた。

　例の鬱うつ陵りよう島とう攻こう撃げき作戦、あそこで生じた甚じん大だいな損害が小こ松まつの防衛に影えい響きようを与あたえているのだ。半分以上の所属機を失いすぐに補ほ充じゆうできるほど今の空自に余よ裕ゆうはない。生せい還かん機の修理もままならないまま敵機が飛来、防空網もうを突とつ破ぱされ、市街地にたどりつかれた。結果が今の状じよう況きようというわけだ。

　町が終わる。

　存在した証あかしごと消し尽つくされる。

　自衛隊は義務を果たすことに失敗した。市民の命と財産を守れなかった。そして小こ松まつ基地失しつ陥かんの影えい響きようはすぐ他の土地にも及およぶだろう。今見ている光景は終末ではなく、続く破は壊かいと終しゆう焉えんの前兆だ。遠からず日本海沿岸のあらゆる都市が同じ悪夢を見ることになる。

「俺おれは」

　並木が燃える。彼方かなたのビルが崩くずれる。

「俺おれはこんな景色を見たくなかったから」

　嚙かみしめた唇くちびるが痛みを訴うつたえる。まだ傷口が閉じきっていないのか、痺しびれにも似た感覚が意識を刺さす。灰交じりの空気が視界を滲にじませた。

　爆ばく音おんとともに新たな大型機が進入してきた。続いて二機、三機とガラス細工の翼つばさが地上の炎ほのおを照り返す。もうしばらくすればこの辺りにも爆ばく弾だんが降り注ぐだろう。

　敵機を睨にらみつける。拳こぶしを握にぎりしめ視線をきつくする。

　機体があれば。

（奴やつらにたどりつく翼つばさがありさえすれば）

　つぶやいた瞬しゆん間かん、背後で激しい風切り音が響ひびいた。衝しよう撃げきとともに大地が突つき上げられる。爆ばく弾だん？　片かた腕うでを顔の前にかざし、押おし寄よせる灰を防ぎながら振ふり返る。

　交差点の中央に墜おちていたのはロービジ迷めい彩さいの戦せん闘とう機だった。機首を地面にめりこませ倒とう立りつしている。左右に長く主しゆ翼よくを伸のばした姿はまるで磔はりつけ台の十じゆう字じ架かのようだ。

（ああ）

　Ｆ‐15Ｊだった。キャノピーが吹ふき飛び、虚うつろに開いた空くう洞どうから闇やみがのぞいている。操縦者の姿は見えない。空中で脱だつ出しゆつしたのか。無意識のうちに機体番号を確認して、だがぎょっとなる。機首に書かれた数字は鬱うつ陵りよう島とう攻こう撃げき作戦時、自分が乗っていた機体のものだった。

　風がコクピットに反はん響きようした。わんわんと悲鳴にも似た声を生み出す。

　なぜ私を見捨てた、一人で逃にげたのだ。私はまだ飛べた。戦えたのに。

「違ちがう」

　逃にげたわけじゃない。おまえの寿じゆ命みようを見誤ったわけではない。俺おれはただ冷静に状じよう況きようを判断し行動しただけで。

　漏もれ出した燃料に周囲の炎ほのおが飛びつく。あたかも火か刑けい台の罪人のように機体が燃え上がる。尾び翼よくのイヌワシの部隊マークが熱に揺ゆらめいた。

　あなたのせいだ、と機体が泣いた。

　あなたが弱かったから、無能だったから作戦が失敗した。バディを殺し、私を殺し、そして今小松の町ホームを失いつつある。全部あなたのせいだ、蛍ほたる橋ばし三さん尉い。どうやって償つぐなうのか、なぜのうのうと一人だけ生き続けているのか。もうみんな死んでしまったのに。守るべきものなど失われてしまったというのに。

「違ちがう！」

　まだ終わっていない。守るべきものはなくなっていない。

　自分は次こそ義務を果たす。あの忌いま々いましいガラス細工の翼つばさを駆く逐ちくしてみせる。

　だが機体のすすり泣きは収まらなかった。火勢が激しくなり風が強くなる。巻き上がる火の粉が視界をくすませた。

　三さん尉い、と機体が囁ささやいた。

　あなたは何も守れない。昔も今も、そしてこれから先も。

　世界が炎ほのおの赤に包まれる。町並が輪りん郭かくを失っていく。周囲の温度が耐たえられないほど上じよう昇しようし思考を溶とかしていった。

　全てが渾こん然ぜん一いつ体たいとなり痛覚も聴ちよう覚かくも朧おぼろになる。意識が混こん濁だくし感覚が拡散した。あらゆるものが溶とけ合い、混じり合い、真っ赤なマグマと化し、そして。




「！」

　全身汗あせびっしょりになって目覚める。肩かたが、唇くちびるが、手が瘧おこりにかかったように震ふるえていた。心しん拍ぱくが激しい。重々しい脈動が身体からだを揺ゆらしている。

　視線を走らせるとはだけたシーツが見えた。クリーム色の壁かべ、薄うすい間ま仕じ切きり代わりのカーテン、南向きの大きな窓。

　病室だった。四人部屋の片かた隅すみ、飾かざり気けのないベッドに横たわっている。外の風景は穏おだやかで戦災の兆きざしも見えない。広い青空を背に小鳥が飛んでいた。

（夢……か）

　パジャマの胸をつかみ呼吸を整える。ひどい内容だ。炎ほのおの熱と焼けたアスファルトの匂においさえ思い出せる。あまりにもリアルで苦々しい光景。同じような悪夢は、だが今回が初めてではなかった。まどろむ度たびにさっきの光景を見せつけられる。煉れん獄ごくの中に投げこまれる。生せい還かんできたはずなのに意識が戦場から戻もどってきていなかった。気づけば死と破は壊かいの淵ふちをさまよっている。

　サイドテーブルの水差しを引き寄せると手が冷たい金属の塊かたまりに触ふれた。鷹たかをモチーフにしたピンバッジ。航空自衛隊パイロットの証あかし、ウィングマークだ。

（中なか山やま）

　昨夜、中なか山やまの家族が見み舞まいに来た時、置いていったものだ。もとより私物の少ない男で形見になる品はほとんどなかったらしい。せめてこのバッジだけでも空に連れていってくれと言われ強引に預けられた。鈍にび色いろの鷹たかがうつろにこちらを見つめている。かつて憧あこがれていた徽き章しようは奇き妙みようなほど色あせて感じられた。

（本当に死んじまったのかよ、ナカ）

　まだ信じられない。航空学生の頃ころから数えれば十年以上、ずっとそばにいてお互たがいを支え合ってきたのだ。時には悪ふざけを企たくらみ、時には連帯責任で罰ばつを受けたりもした。プライベートでも戦せん闘とうでも、あいつとの思い出は記き憶おくの大半を占しめている。そんな相手がいなくなった。しかも自分の身代わりになるような形で。

　俺おれのせいで。

　──あなたのせいで。

　──あなたが弱いせいで。

「くそっ」

　机を叩たたいた瞬しゆん間かん、水差しが跳はねた。バランスを崩くずして床ゆかに落ちる。けたたましい破は砕さい音が静せい寂じやくを破った。同室の患かん者じやがびっくりした様子でこちらを見る。非難に満ちた視線は、だがすぐ怯おびえに変わった。よほど自分の表情が険しかったのだろう。顔を逸そらし、そそくさと部屋を出ていく。がらんとした室内に、ただテレビの画像だけが彩いろどりを添そえていた。コメンテーターとアイドルが陽気なかけあいを続けている。

「何暴れてんだ。民間人を脅おどかしてんじゃねぇぞ」

　気の抜ぬけた声が響ひびいた。

　入り口にパイロットスーツの中年男が立っている。彫ほりの深い顔立ちで頰ほおに大きな傷きず痕あとがあった。片手にフラワーアレンジメントのバスケットを持っている。カラフルな花と無骨な装よそおいがどうにも不ふ釣つり合いだ。

「編隊長」

　ブライス１、自分と中なか山やまの所属長だった。編隊長は肩かたを揺ゆらして近づいてきた。サイドテーブルに花を置くとスツールを引き寄せ着席する。顔色と治ち療りようのあとを確認して。

「死にかけたってのに随ずい分ぶん元気だな。てっきり点てん滴てきや包帯だらけで身動きの取れない状じよう況きようかと思ってたぞ」

「内臓や骨には問題なかったようなので」

「にしたってあちこち怪け我がしてただろう？　本当なら二、三日は絶対安静と聞いてたが」

「大げさですよ」

　冬の日本海にダイブしたわけでもない。救助の到とう着ちやくも早かったし、正直入院の必要はなかったのではと思えてくる。確かに外傷はたくさんあるが、それも大事のないレベルだった。

「あと一日、二日で退院の許可をもらえると思います」

　前のめりな言葉に、だが編隊長は小さくうなずき返しただけだった。

　感情の読み取れない顔で両手を組む。しばらく沈ちん黙もくが続いた。どうしたのだろう、怪け訝げんに思っているとぽつりと問いかけられた。

「ニュース、見てるか？」

「いえ」

　とても新聞やテレビを見られる心境ではなかった。中なか山やまの家族も特に話題らしい話題を出していなかったが。

「何かあったんですか？」

「バンコクがやられた」

　淡たん々たんと衝しよう撃げき的な事実が報告された。

「タイ戦線自体ひどいことになってたからな。時間の問題ではあったが、それでも予想外の被ひ害がいが出ているらしい。ＭＯＡＢクラスの爆ばく弾だんを山ほど打ちこまれて更さら地ち状態だとか。死者の数は数十万とも百万とも報道されているが、おそらく正確な数字は出てこないな。何せタイの政府機能自体が麻ま痺ひしてる」

「アメリカは何をやってたんですか」

「ウタパオの部隊なら一週間前に撤てつ退たいを始めた。敵の圧力が強すぎるってな。連中は戦線をフィリピンまで後退させる気らしい。インドシナ半島はもうおしまいだよ。クアラルンプールもシンガポールも遠からずバンコクと同じ状態になる」

「そんな」

　日本海戦線に続き東南アジアまでそんな有あり様さまとは。悪化する状じよう況きように目まいがしそうだ。一体自分達たちはいつまで後退し続ければいいのか。殺され続けなければならないのか。

　編隊長は溜ため息いきをついた。

「ヨーロッパももうロシアとイギリスしか残っていない。日本への圧力も強くなる一方だろう。正直この先の戦せん況きようがどうなるかは見当もつかん。重要拠きよ点てんに絞しぼり防空網もうを再構築するか、あるいは前回以上の規模で反はん攻こう作戦を行うのか、いずれにしても今まで通りの戦い方じゃだめだ。俺おれ達たちはより一層の苦難を覚かく悟ごする必要がある」

「だったら！」

　つかみかからんばかりの勢いで身を乗り出していた。

「早く俺おれを退院させてください。一分一秒でも早く部隊に戻もどって、前線に復帰して──」

「だめだ」

　予想外の答えにまばたきする。編隊長の顔は氷のように冷えきっていた。

「言っただろう。俺おれ達たちの戦いはどんどん厳しくなる。少しでも長く、粘ねばり強づよく戦力を保ち続けなきゃならないんだ。進むべき時は進み、退くべき時はたとえ味方機が危険にさらされていようと退かなきゃならん。今の空自に必要なのはそういう考え方だ」

「どういうことですか」

「おまえみたいな死にたがりを前には出せない、そう言ってるんだよ」

　できの悪い生徒を諭さとすような口調だった。

「俺おれ達たちは喧けん嘩か屋でも愚ぐ連れん隊たいでもないんだ。頭に血が上って突とつ進しんするような奴やつを部隊には置いておけない。おまえが勝手におっ死ちぬのは構わんが、貴重な乗機やウィングマンを危険にさらすのは看過できん。編隊長としても一パイロットとしてもだ」

　鋭するどい眼光に射い貫ぬかれる。反論もできず凍こおりついていると編隊長は立ち上がった。

「厚こう生せい班にポストを準備してやる。追って辞令が届くはずだからしばらく養生してろ。休きゆう暇かも溜たまってただろう。いい機会だ」

「待ってください」

「どうしても飛びたいって言うなら教育団の道も探してやる。そっちは今すぐってわけにいかないが、防ほう府ふも芦あし屋やも人手不足だしどこかしら道はあるだろう。希望があれば早めに上げておいてくれ」

「待ってください！」

　シーツをはねのけ食い下がる。傷口が痛みを訴うつたえるも構っていられない。冗じよう談だんじゃない、厚こう生せい班、地上勤務だと。俺おれからイーグルを取り上げるつもりか。馬ば鹿かな。

「承服できません。俺おれはザイと戦いたいんです。あいつらを一機でも多く墜おとしたいんです。お願いです、再考してください。今回の罰ばつは罰ばつとして受け入れますから」

「再考はしない。配転は決定事じ項こうだ。諦あきらめろ」

　編隊長はにべもなかった。話は終わりだとばかりに背中を向ける。

　かっと頭が熱くなった。身体からだがサイドテーブルを撥はね飛ばす。落下したバスケットの中身が床ゆかにぶちまけられた。編隊長の腕うでをつかもうとして、だが伸のばした手は空を切る。パイロットスーツのシルエットが半身になって突とつ進しんをかわしていた。編隊長は無表情に肘ひじを引くとこちらのみぞおちに拳こぶしを叩たたきこんだ。ぐっと息が詰つまる。重々しい痛みが内臓に広がった。

「っ……」

　うずくまって後じさる。額から脂あぶら汗あせが噴ふき出してきた。呼吸ができない。横おう隔かく膜まくがびりびりと痙けい攣れんしている。

「少し頭を冷やせ」

　抑よく制せいした口調に初めて怒いかりの感情が滲にじんだ。頰ほおの傷きず痕あとが引きつっている。編隊長は鼻び孔こうを広げると荒あらい息を漏もらした。

「一つ言い忘れたがな。おまえが墜おとしたイーグル、あれは俺おれが小こ松まつに来て初めて乗った機体だったんだ」

　断ち切るように告げて歩み去る。バタンと扉とびらの閉まる音が響ひびいた。




「畜ちく生しよう」

　洗面所に流水の音が反はん響きようしている。化け粧しよう台にもたれかかり口をゆすぐと、シンクに赤いものが落ちた。殴なぐられた弾はずみに切ったのか、痺しびれたような感覚が口こう腔こうにある。胃の痛みもまだ治まっていない。鏡に映る顔はひどく歪ゆがんでいた。

（思いっきり殴なぐりやがって）

　口元の水すい滴てきをぬぐう。一息つくと先ほどの衝しよう撃げきがじわじわと蘇よみがえってきた。配転、地上部隊への配置転てん換かん。イーグルから降りる。

　ありえない。

　冗じよう談だんにしても質たちが悪すぎる。ザイをもう墜おとせない、連中の跳ちよう梁りようを止められないなど考えただけで気が狂くるいそうだ。俺おれがこの十年、何のために生きてきたと思っているのだ。ひとえにあいつらを倒たおすため、一機でも多く、一秒でも早くザイを墜おとすためだ。死ぬ思いで身体からだを鍛きたえ理論を学び戦技を磨みがいてきた。その全てが無に帰す。必要とされなくなる。耐たえられない。とても我が慢まんできそうになかった。

　だが子供のように駄だ々だをこねても状じよう況きようは変わらない。配転の話はすぐ広まるし整備スタッフに拒きよ否ひされれば機体に近づくこともできなくなる。空に飛ぶ以前、ザイと戦う前の話だ。

　どうすればいい。一体何をすれば。

　考え続けたが、よいアイディアは浮うかんでこない。頭痛がひどくなり呻うめき声を上げた。苛いら立だちが身体からだ中じゆうを駆かけ巡めぐっている。全身の筋肉を震ふるわせている。

「くそっ！」

　腹立ち紛まぎれに化け粧しよう台を殴なぐりつけた。石せつ鹼けんと水の飛ひ沫まつが鏡にかかる。怒いかりは収まらない。冷めやらぬ激情を更さらにどこかへぶつけようとした時だった。

「噂うわさ通りの乱暴者だな。ミスター命令違い反はん」

　落ち着いた声が背中にかけられた。ぎょっとなり振ふり向むくと白衣の人物が煙草たばこをくゆらせていた。銀ぎん縁ぶちの眼鏡が窓からの光を反射している。薄うすい唇くちびるは皮肉げに歪ゆがめられ、世界の全てを冷れい笑しようしているように見えた。一いつ瞬しゆんメフィストフェレスなんて言葉が思い浮うかぶ。そのくらい超ちよう俗ぞく的な空気を闖ちん入にゆう者は放っていた。だが異様なのはその雰ふん囲い気きだけではない。男子便所の壁かべにもたれかかる姿は明らかに「女性」のものだった。

「爆ばく弾だんが服を着て歩いてると聞いたが、まさにそんな感じだ。信管を剝むき出しにしてふらふらゆらゆらと動き回っている。いつ爆ばく発はつするか、巻きこまれるか分かったもんじゃない。危なっかしくて安易には近づけない。周りの人間に避さけられるのもむべなるかなってところだ」

「なんだ、あんたは」

　攻こう撃げき的な誰すい何かに女性は応じなかった。皮肉な笑えみを浮うかべたまま首を傾かしげる。

「蛍ほたる橋ばし三等空くう尉い、二十五才。小こ松まつの第６飛行団、第３０３飛行隊に所属。普ふ通つう科高校卒業後、航空学生として防ほう府ふの第12飛行教育団に入隊。志望動機はザイによる親族の死だったか？　同期の何倍にも及およぶ研けん鑽さんの結果、学科・実技ともに優ゆう秀しゆうな成績を収め続け見事戦せん闘とう機操縦課程に選せん抜ばつされた。二年前、機首転てん換かん操縦課程を経て実戦部隊に配属。ここまではまぁ順調、周囲の期待も高かった。が」

　紫し煙えんを吐はき出す。

「異常なまでのザイへの敵てき愾がい心しんは時に独断専行、時に命令違い反はんに繫つながり度たび々たびの懲ちよう罰ばつを受けることになる。戦果も多いが犠ぎ牲せいも多い。君の乗った機体は都度オーバーホールが必要になり、整備部隊からは疫やく病びよう神がみ扱あつかいされることになる。飛行隊もどう扱あつかうべきか頭を痛めていたんだろうな。人事資料を見ると随ずい分ぶんたくさん君の名前が出てくるよ。曰いわく、性格に難あり、反はん抗こう的、協調性含ふくめて厳重に指導する必要ありってな。とはいえ貴重なイーグルドライバーを切り捨てることもできず評価は曖あい昧まいにされ続けた。そんな時に起きたのが先の鬱うつ陵りよう島とう攻こう撃げき作戦だ。編隊長の制止を振ふり切り敵中に突とつ入にゆう、集中砲ほう火かを受けた挙げ句、カバーに入った僚りよう機きを失う。君が今、基地でなんて言われているか教えてやろうか？　〈味方殺し〉だ」

「黙だまれ」

「皮肉なものだな。ザイを一機でも二機でも多く倒たおそうとした結果、周囲の信しん頼らいを失い、バディを亡なくし、ついには空への切きつ符ぷさえ手放そうとしている。生き方そのものを否定されたようだ。何もかもが無む駄だ、的外れ、見けん当とう違ちがいだった感じ」

「黙だまれ！」

　激げき昂こうしてつかみかかっていた。白衣の襟えりを持ち上げ睨にらみつける。頭一つ大きい男に見下ろされながら、だが女性は顔色一つ変えなかった。くすくすと肩かたを揺ゆらし。

「いい反応だ。感情が彩いろどりを持ち迸ほとばしっている。が、喧けん嘩かを売るなら相手を選べ。私に疵きず一つでもつけたが最後、君がパイロットに戻もどる道は永久に閉ざされるぞ」

「あ？」

「君に翼つばさを与あたえてやると言っているんだよ。三さん尉い」

　細い腕うででこちらの手を払はらう。女性は一歩後退し襟えりを直した。

「Ｆ‐15でいくら戦技を磨みがこうとザイは倒たおせない。大戦機で現行のジェットに挑いどむようなものだ。どんなエースパイロットもテクノロジーと物理法則の壁かべには打ち勝てない。次元の異なる敵には次元の異なる装備を準備する必要がある。今、君に必要なのは元隊への復帰じゃない。新たな装備を理解し使いこなすことだ。そうして初めて君は君の宿願を果たすことができる」

「何を」

「鈍にぶいな。スカウトされてるんだよ、君は」

　女性の笑えみは相変わらずシニカルだった。左右非ひ対たい称しようの奇き妙みような表情になっている。

「私のプロジェクトに常識人は不要だ。使える物は全て使い、手段を選ばず戦い続ける狂戦士バーサーカーが求められている。そういう意味で君は適任だ。細かいことを気にせずザイの撃げき滅めつに集中してくれそうだからな」

「あんたは……一体」

　今いま更さらながら薄うす気き味み悪わるくなってくる。悪あく魔まにでも見み初そめられた気分だ。自分の願望がこの世の物ならぬ存在を呼び寄せてしまった感覚。

　本当に目の前の女は実在しているのか。まともな肉体を持っているのか。押おし黙だまっていると女は白衣のポケットに手を入れた。革かわのケースから一枚名めい刺しを取り出す。

「興味があれば明朝〇九〇〇、郊こう外がいの神泉重工ＳＨＩ整備工場に来い。ここに書かれている名前を出せば分かるようにしておく。何、悪いようにはしないさ」

　時間厳守だぞと告げて洗面所を出ていく。あとには煙草たばこの匂においだけが残された。手の中の紙の感かん触しよくが今あったことを夢ではないと伝えてくる。

（なんなんだ一体）

　狐きつねにつままれた思いで名めい刺しをのぞきこむ。シンプルな紙面には『防衛省技術研究本部　先進技術推進センター　特別技術研究室／室長　知ち寄より蒔まき絵え』と書かかれていた。




　　　　　　　　　　＊




　翌日、一時間に一本しか来ないバスをつかまえ郊こう外がいに出かけた。

　普ふ段だんの移動にはバイクを使っているため、公共交通機関の利用がひどく面めん倒どうに感じられる。考えてみれば学生時代も自転車ばかり乗り回していてバス・電車の類いとは無む縁えんだった。遠えん距きよ離り通学・通勤者はこんな針の穴を通すようなスケジュールで動いているのだろうか。驚おどろくべき忍にん耐たい強づよさだ。もし自分が同じ境きよう遇ぐうにいたら三日でうんざりしていただろう。

　閑かん散さんとした車内に女声の広告アナウンスが流れている。優先席で老ろう婆ばが背中を丸めまどろんでいた。揺ゆれるつり革かわを眺ながめていると、改めて自分が何をしているのか疑問になってくる。今いま頃ごろ基地の人間は訓練中だろうか。新たな戦術・戦技について議論を戦わせているのだろうか。わずか数日前まで自分も同じ輪の中にいた。なのに今やガラガラの路線バスで無言のドライブを続けている。戸と惑まどいを通り越こして現実感がなかった。

（技術研究本部か）

　女の肩かた書がきを思い出す。自分がこの時間に外出する理由となった組織、団体。

　名前は聞いたことがあった。確か自衛隊の各種装備・兵器を開発しているセクションだ。かつてはＦ‐２などの新型機、現在は対ＥＰＣＭ信管などザイ戦用の装備を研究しているらしい。ただ激化する戦せん闘とうで正面装備に予算を取られ、活動が低てい迷めい気味という噂うわさもあった。実際ネットを漁あさっても目立ったニュースは出てこない。最後に公開された情報は昨年夏の技術シンポジウムの告知だった。

　落ち目の研究機関が自分などになんの用だろう。翼つばさと矛ほこを与あたえてやると言っていたが、試験機のテストパイロットでもさせるつもりか？　ザイの来ない安全な後方で。馬ば鹿かな、願い下げだ。

　半信半疑にもかかわらず、こうしてバスに乗り続けているのは他にすがるものもないからだ。女の申し出を断れば、自分は問答無用で地上職に配転される。それくらいなら少し与よ太た話ばなし気味な内容でもしがみついておきたかった。

　とはいえ本当にテストパイロットの申し出だったらどうする？　断るのか？　だが断ったところで待っているのは地上職のポジションだけで──

　思考が堂どう々どう巡めぐりしている。荒あらい息をつくとアナウンスが目的地の停留所名を告げた。停車ボタンを押おし、しばらくするとバスが停とまった。

　荷物を取り上げ降車口から出る。蟬せみの鳴き声と夏の熱気が正面より押おし寄よせてきた。眩まばゆい陽光が閑かん散さんとしたロータリーに降り注いでいる。うらぶれた個人商店の軒のき先さきで風ふう鈴りんが揺ゆれていた。

　携けい帯たい端たん末まつのナビで工場の入り口を確認する。西側に続く並木の向こうがどうやら工場の敷しき地ちらしい。北へ二分ほど行ったところに車止めの地図表記が見える。これか。

　早くも汗あせばみ始めた額をぬぐい幹線道路に出る。狭せまい歩道を進んでいくと、しばらくして並木が途と切ぎれた。白い、飾かざり気けのない工場群が姿を現す。守衛所脇わきの柱にＳＨＩ（神しん泉せん重じゆう工こう）のプレートがはめられていた。受付が終わった大型おおがたトレーラーが広い敷しき地ちに吸いこまれていく。

（でかいな）

　国内に二つしかないＳＨＩ航空部門の整備拠きよ点てんだ。ＳＨＩは日本の航空・宇宙産業の老舗しにせで軍用機のライセンス生産も多い。ジャンボジェットからＦ‐15Ｊまで整備を受け入れていればそれは工場の規模も大きくなるだろう。小こ松まつ基地の機体も確かここで分解整備を受けているはずだ。以前何かのブリーフィングで重工の技術者と顔合わせしたことがある。

　時計を確認。

　時刻は午前八時半、約束の刻限にはまだ間があるが……いいか。時間厳守と言っていたしな。工場内の移動も考えて早めに入場しておこう。

　守衛所で姓せい名めい・訪問先を告げると特に確認もなく入館カードを渡わたされた。案内図を示され第二整備工場に赴おもむくよう指示される。

　広いアスファルトに陽炎かげろうが揺ゆらめいている。道みち幅はばがあり建物が大きいため、歩いているとやや遠近感がおかしくなってくる。すぐそばと思えた工場がなかなか近づいてこない。それでもしばらく歩いていくと目当ての建物にたどりついた。出場する重機を避さけ足を踏ふみ入れる。陽光が遮さえぎられひんやりとした空気が肌はだを刺さした。

（お）

　広大な空間に金属製の鳥達たちが駐ちゆう機きしている。ヘリやビジネスジェット、ティルトローター機の姿まであった。ある機体はエンジンやノーズコーンを取り外され、ある機体は発進寸前の状態にまで組みあげられている。

　こんな状じよう況きようだというのに胸が躍おどった。メカの質感とフォルムが気分を高まらせる。やはり飛行機はいい。ジェット機・プロペラ機を問わずロマンを感じさせてくれる。心を弾はずませてくれる。少年のように目を輝かがやかせていると奥おくの方に見慣れぬ機き影えいを認めた。

　複座の……軍用機だろうか？　水平尾び翼よくがなく代わりに大きなデルタ型の主しゆ翼よくが見える。前方にはカナード、巨きよ大だいなドーサルフィンに複雑な形状の垂直尾び翼よくが載のっている。

　興味を引かれ近づいていた。かなり小こ柄がらな機体だ。イーグルよりは明らかに小さい。ブルーインパルスなどで使われているＴ‐４練習機と同じか、もう少し大きい程度だ。試作型の練習機か？　と思い首を傾かしげる。微び妙みように見覚えのあるシルエットだった。クロースカップルドデルタの翼よく配置、左右に設けられた箱形のエアインテーク、単発のエンジン。これはひょっとして。

（グリペン？）

　サーブＪＡＳ39グリペン。スウェーデン空軍の主力戦せん闘とう機だ。航空雑誌やニュースサイトで何度か見た覚えがある。日本に配備されていると聞いた覚えはないから評価機か何かだろうか。しげしげと見つめているうちに、だが妙みような差さ違いに気づく。動どう翼よくが大きい。記き憶おくの中にあるものよりフラップやエレボンが拡大されていた。カナードの先せん端たんも折り曲げられ翼よく端たん翼よくのようになっている。何より奇き妙みようなのはコクピットだ。ポリカーボネートの天てん蓋がいが存在しているはずの場所に幾いく層もの装甲こう板ばんが見える。各装そう甲こうは複雑な形状で分ぶん割かつされ、前後に展開されていた。

　なんだこいつは。

　固かた唾ずを吞のんでいると不意に寒気を覚えた。背中を氷でなで上げられたような感覚。抜ぬき身の刃やいばを素す肌はだに当てられた気分。

　似たような体験は空で何度かしていた。ザイに背後を取られた時、あの厄やつ介かいなＥＰＣＭに捕とらわれた時。だがここは地上だ。まさかガラス細工の化け物が後ろに立っているはずもない。

　なんだ。

　違い和わ感かんの正体を見み極きわめようと振ふり向むいて、だが次の瞬しゆん間かん、もっと大きな困こん惑わくに襲おそわれることになった。

　女の子が立っている。

　年の頃ころ十三、四才程度、瘦やせ形の少女だ。深い灰色の瞳ひとみ、飴あめ細工めいた唇くちびる。白絹を思わせる肌はだが照明の光を弾はじいている。白のポンチョブラウスにショートパンツ、厚底サンダルという格好がなんとも場ば違ちがいだ。だが一ひと際きわ目を引くのはその髪かみだった。まとめもせず無造作に流れ落ちたロングヘアは淡あわいピンク色だった。
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（外人？）

　職員の家族か？　少女はガラス玉のような目を見開いたまま口を開いた。

「Você é o meu parceiro?」

　……。

「あ？」

「Quem irá dar a vontade à minha asa?」

　日本語でも英語でもない奇き妙みような発音。周囲を見み渡わたすも自分以外の人ひと影かげはない。んんん？　迷子になって道でも訊きいているのか？　だが人形のような顔に焦あせりの色はない。ただじっとこちらを見つめている。

（なんなんだ、一体）

　気味が悪い。軽い恐きよう怖ふさえ覚え始めた頃ころ、足音が近づいてきた。

「やぁ来たな」

　人を食った口ぶり。眼鏡と白衣の女性がヘリの脇わきから歩いてきていた。知ち寄より蒔まき絵えだ。彼女かのじよは少女の存在を気にした風もなくグリペンを見上げた。

「どうだ、なかなか男の子心をくすぐるシルエットだろう。急場でごちゃごちゃいじり回したから洗練はされていない。が、ロマンはある」

　白い手がレドームをなでた。

「フィルムアンテナよりロッドアンテナの方が強そうだろう？　ごてごてして、角がいっぱい生えている感じで。同じ話だよ。兵器も試験機や戦時改修型の方が外け連れん味みがありマッシブだ。イスラエルの戦車なんてまさにその典型だと思うがね。マガフとかナグマホンとか」

　君はどう思う？　とばかりに視線を向けてくる。感覚的な質問にどう答えてよいか分からない。曖あい昧まいにうなずきかえしてから胸中の疑問を発する。

「そいつはなんなんだ。ベースはＪＡＳ39に見えるが」

「ＪＡＳ39Ｄだ。複座型ダービッドの後期モデルだな。南米の某ぼう国こくで使われていたものを紆う余よ曲きよく折せつの末、技本が買い取った。国産機のドーター化が不調だったんでね。アプローチを変えて海外の機体を使ってみたわけだ」

「ドーター化？」

「Ｄ・Ａ・Ｕ・Ｇ・Ｈ・Ｔ・Ｅ・Ｒ、直訳すれば『娘むすめ』だが、まぁＦＩＧＨＴＥＲの先に来るものって意味だ。対ザイ戦用の特とく殊しゆ機だよ。こいつはＥＰＣＭを突とつ破ぱし奴やつらに攻こう撃げきを当てられる。もう対ＥＰＣＭ信管なんて幼よう稚ちな玩がん具ぐに頼たよる必要はない。正しよう真しん正しよう銘めい、真性のザイへの対たい抗こう手段だ」

　息を吞のんだ。

　そんなものが開発されていたのか？　奴やつらが現れて十数年、人類は彼かれらに対し有効な武器を持ちえずにいた。いくつか導入された新装備も数パーセントの勝率をプラス数パーセントする程度だ。なのにいきなり完全な対たい抗こう手段を得た？　ＥＰＣＭを突とつ破ぱできるようになった？

「もちろんそんなうまい話、普ふ通つうはない。私達たちの技術が一足飛びにザイを追い越こしたと考えるなら、それは大いなる誤解だ。我々は未いまだにザイが何か、ＥＰＣＭとはどういうメカニズムか理解していない」

　こちらの疑問を読み取ったように知ち寄よりが告げる。口角が左右非ひ対たい称しように持ち上がっていた。

「さて三さん尉い、クイズの時間だ。先の大戦時、我らが無敵皇軍の戦車は弱体で敵の装そう甲こうを打ち抜ぬけなかった。だがある時、距きよ離り三百メートルで敵正面を撃げき破は可能な車両が配備された。こいつは一体なんだと思う？　未来の陸自がタイムスリップしてきたという答えはなしで」

「それは」

　しばらく考えてからはっとなる。まさか、ひょっとして。

「鹵ろ獲かく車両？」

「そう、敵の兵器が優ゆう秀しゆうならそれを捕ほ獲かくし使いこなしてしまえばいい。幸い我々の敵は腐くさるほどいる。供給には困らない。パーツの交こう換かんも選別も思いのままだ」

「じゃ、じゃあこいつは！」

　異形のＪＡＳ39を見上げる。知ち寄よりは口元の笑えみを大きくした。

「そう、ザイのパーツを流用して組み上げた機械仕じ掛かけのキメラだ。正式名めい称しようＪＡＳ39Ｄ‐ＡＮＭグリペン。我々が君に与あたえようとしている新たな翼つばさだよ」

　毛穴が開いた。鼓こ動どうが高鳴る。想定外の展開に体温が急きゆう上じよう昇しようした。新たな翼つばさ、新たな乗機。ザイと真正面から戦える手段。それが手に入る？　息が止まりそうだ。自分がずっと求め続けてきたものが、可能性が目の前に示されている。

　身体からだが震ふるえてきた。恐きよう怖ふではない。喜びだ。全身の細さい胞ぼうが歓かん喜きしている。あいつらを墜おとせる、あいつらを大陸に押おし戻もどせる。俺おれの手で、俺おれの機体で、俺おれの意思で。

　無言で打ち震ふるえていると知ち寄よりは顎あごを引いた。片かた眉まゆを持ち上げうかがうような視線になる。

「興きよう味み津しん々しんといった様子だが三さん尉い、ちゃんと理解しているのかな。こいつはザイの部品が入ってるんだぞ。いわば君はにっくき敵の力を借りて空を飛ぶわけだ。生理的な抵てい抗こうはもちろん、未知のテクノロジーを使う現実的なリスクもある。そのあたりを受け入れる覚かく悟ごはあるのか？」

「当たり前だ」

　即そく答とうしていた。胸を張り、顔を引きしめて。

「あいつらを倒たおせるなら少しくらいの面めん倒どうは背負いこんでみせる。敵の技術を使う？　上等じゃないか。使えるものは全て使い奴やつらを墜おとしてやる。狂戦士バーサーカーにでもなんでもなってやるよ。目的はザイの殲せん滅めつだ。他にこだわることなんて何もない」

「その言葉に二言はないな」

「ない」

「この先、どんな非常識な事態が起きても揺ゆるがず、動ぜず、私のプロジェクトについてくると誓ちかうか？」

「誓ちかうさ」

　鼻息荒あらく言い切ると知ち寄よりは相好を崩くずした。満足そうにうなずき少女のそばに歩いていく。両手を細い肩かたに置き。

「それを聞いて安心した。おい、グリペン、よかったな。おまえのパイロットは条件を吞のんだぞ。これで晴れてパートナー契けい約やく完かん了りようだ」

　少女は無表情に知ち寄よりを見上げ「Está bem」と答えた。

　……。

　は？

「言っただろう。この機体にはザイのユニットが組みこまれると。彼女かのじよがそれだ。ザイのコアをベースに作られた戦せん闘とう人形。ドーターたるＪＡＳ39Ｄ‐ＡＮＭの魂たましい。すなわちアニマ、グリペンだよ」

　な。

　呆あつ気けに取られる自分の前に少女が進み出た。丁てい寧ねいに一礼し。

「Muito prazer」

　感情を感じさせない平板な声で言った。

「Vou me esforçar para poder dar uma força o quanto antes」

「日本語で話せ、グリペン。いつまでも母国語で話してると上達しないだろう」

　知ち寄よりが呆あきれ顔でたしなめた。少女の後頭部を小こ突づき。

「悪いな三さん尉い、さっきも言った通り、こいつは南米で使われていたから言語エンジンがポルトガル語になっているんだ。日本語を使うよう指導しているんだがどうもな。ほら、普ふ通つうに喋しやべれるだろう。やり直し」

「Bom……」

「だから」

　寸劇めいたやりとりを見ているうち、ふつふつと怒いかりが湧わいてくる。なんだよこれ。なんの冗じよう談だんだ。

　ザイの部品を流用して戦せん闘とう機を作った。いいだろう。が、なぜ女の子なんだ？　おまけに外国で使われていたから日本語が話せない？　『ロシア語で考えろ』ってか？　馬ば鹿かか。

　担かつがれているのか、と思った瞬しゆん間かん、さぁっと昂こう揚ようが引いていく。代わりに身体からだを満たしたのはなんとも言えない空むなしさだ。期待に胸を膨ふくらませていた分、落差も大きい。危あやうく怒ど鳴なり出しそうになるのをぐっと堪こらえ、拳こぶしを握にぎりしめる。荒あらい息いき遣づかいとともに背中を向けた。

「おや三さん尉い、どこに行く気だ」

「帰る。付き合ってられない」

「君は私のプロジェクトについてくると誓ちかったはずだが？」

「まともなオファーならそうするつもりだった。が、悪ふざけであれば話は別だ。ままごとは別の人間とやってくれ」

「ままごと」

「子供を連れて空戦とか、ままごと以外のなんだって言うんだ。あんた、戦せん闘とう機に乗ったことあるのか？　俺おれ達たち本職のパイロットでも空中戦闘機動ＡＣＭのＧはきついんだぞ。ましてやこんな子供に耐たえられるわけないだろ。６Ｇあたりで失神間ま違ちがいなしだ」

　ふむ、と鼻を鳴らされた。知ち寄よりは愉ゆ快かいそうに少女の耳を引っ張った。

「甘あまく見られたもんだな。こいつは６Ｇどころか９Ｇ、10Ｇ越ごえだって耐たえてみせるぞ。正直君の肉体がついてこれるかの方が疑問だな。まぁパイロットが失神しようとアニマがある程度操縦を受け持ってくれるが。帰き還かんしてグラウンドクルーに見つかったらかなり恥はずかしい思いをすることになるぞ。私ならあまり試ためしてみたくはないがね」

「……」

　10Ｇ？　ベテランの戦せん闘とう機乗りでも耐たえられない領域だ。法螺ほらにしても度が過ぎている。単純に無知なのか、あるいは大げさに言って気を引こうとしているのか。渋じゆう面めんを作っていると知ち寄よりは少女の頭に顎あごを載のせた。白衣の腕うでを彼女かのじよの首に回し。

「ま、信じられないのは無理もない。私も予備情報ゼロなら疑ってかかるだろう。だが現実としてこの子は存在している。君が空を飛ぶための翼つばさとしてな。ちなみに一つ付け加えておくとこいつはもう他のパイロットを受け入れることはできない。君に捨てられたら即そく、廃はい棄き決定だ」

「何？」

　知ち寄よりは「うふ」と笑い携けい帯たい端たん末まつを取り出した。液えき晶しよう画面をかざし。

「敵の部品を使うわけだからな。我々としても安全装置は必要だ。だからパートナーの脳波を起動キーにして一定以上離はなれるとサスペンドするようにした。この子のキーは君の脳波だ。つまり君がそばにいなければグリペンは覚かく醒せいもままならない、ただの置物・ジャンク品と化す」

「はぁ!?」

　お、俺おれの脳波？　いつの間に、どうやって。

　白衣の肩かたがすくめられた。

「何、隊員の医い療りようデータは普ふ通つうにアクセスできるんでね。事前に波形は取得させてもらった。まぁこいつに仕し込こんだのはさっきの話だが。この端たん末まつでポンとね。君の誓せい約やくを確認して互たがいの了りよう承しようのもと有効化した。きっちり手順は踏ふんだはずだぞ？」

「で、でたらめだ」

「そう思うなら思えばいい。だが少し考えてみろ。君をからかうためにわざわざ外国の戦せん闘とう機を買い、ＳＨＩの工場を貸し切り、ポルトガル語話者の女の子を連れてくるか？　私はこう見えても忙いそがしいんだ。君みたいな面おも白しろみのない男をだますためにここまで手間暇ひまかけたりしない」

「……」

「面めん倒どうな奴やつだな。人類は正体不明のインベーダーに襲おそわれてるんだぞ。今いま更さら、戦せん闘とう機が女の子になるくらいなんだっていうんだ？」

　畳たたみかけるような説得に混乱する。確かに悪戯いたずらにしては手が込こみすぎている。自分相手にそこまでする理由も分からない。だが、であれば事実なのか？　ザイを倒たおせる戦せん闘とう機、その魂たましいである少女。全てが実在しているというのか。

　煩はん悶もんを露あらわにしていると知ち寄よりはうなずいた。上体を起こし「よし」とつぶやく。

「では証しよう拠こを見せるとしよう。君の理解できる分野、分かりやすい領域でてっとり早くグリペンの真価を示してやる。悪ふざけかどうか判断するのはそれからでもいいだろう」

「なんだ？　この子をザイにでも変身させるっていうのか？」

「ふふん。流用した部品はちっぽけなコアのみだからな。そういう質量保存の法則に反した真ま似ねはできない。だがザイと戦っている気分にはさせられる」

　知ち寄よりは挑ちよう戦せん的な眼まな差ざしを向けてきた。左右非ひ対たい称しような笑え顔がおで、人形めいた少女の背中を押おす。

「こいつと模擬戦シミユレータで勝負してみないか、三さん尉い」




　一時間後、かつてない悪夢の中に蛍ほたる橋ばしは叩たたきこまれていた。
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航空自衛隊小こ松まつ基地

七月二十二日午後二時






　青いインクを垂らしたような空が広がっている。遮さえぎるもののない視界に白んだ光が射さしていた。気温が高い。大気が草と土の匂においを運んでくる。吹ふき抜ぬける風に、さぁっと滑かつ走そう路脇わきの草むらがそよいだ。葉は擦ずれの音がさざ波のように寄せては返していく。

　数日ぶりに訪おとずれる基地は牧歌的だった。先の大敗北が噓うそのように平和な雰ふん囲い気きに包まれている。何も考えず歩いていればおそらく心が洗われるのだろう。だがどうにも憂ゆう鬱うつな気分がぬぐえなかった。周囲の目が気になって仕方ない。好こう奇きに満ちた視線がぐさぐさと突つき刺ささってくる。

「おい」

　たまりかねて振ふり向むいた。満まん杯ぱいのボストンバッグを地面に下ろし。

「ついてくるなと言ったはずだぞ」

　ガラス玉のような目に見返された。桃もも色いろ髪がみの少女がすぐ後ろに立っている。小ぶりなボストンバッグを両手で持ち、無表情にこちらを見上げていた。

　ザイのコアをベースに作られた戦せん闘とう人形。ＪＡＳ39Ｄの魂たましい。

　グリペン。

「三さん尉いの引っ越こしを手伝う」

　機械音声のような日本語が響ひびいた。作り物じみた顔が陽光に輝かがやいている。

「空自の官舎から技本の仮宿舎に。荷物を運んで片づける」

　嘆たん息そくする。さっきからずっとこの調子だ。何度拒きよ否ひしても頑かたくなについてきてしまう。無視していると勝手にこちらの私物を整理・梱こん包ぽうし始める有あり様さまだ。官舎を出る時はどうでもいい、好きにしろと思っていたが、まさかここまで目立つとは思わなかった。完全にさらし者状態だ。かぶりを振ふり、睨にらみつけるように彼女かのじよの顔をのぞきこんで。

「いいか、俺おれはおまえの手伝いを必要としていない。その荷物を置いてとっとと技本の連中のところに戻もどれ。迷めい惑わくだ」

　語気荒あらく告げるもグリペンは眉まゆ一つ動かさなかった。

「それはできない」

「なんでだよ」

「あなたは私のパートナー、可能な限り行動をともにするよう知ち寄よりからも命じられている」

「俺おれはそんな話、認めた覚えないぞ」

「三さん尉いは私に乗ると決めた。ＥＧＧの同期はもう開始されている。離はなれることはできない。模も擬ぎ戦の結果、悪ふざけでないことも確認したはず」

　不快な記き憶おくが蘇よみがえる。昨日ＳＨＩの整備工場で行ったシミュレーションは自分の惨ざん敗ぱいだった。戦せん闘とう機動、空間認識、照準能力、どれを取っても目の前の少女に遠く及およばなかった。

　職業パイロットの頂点たるイーグルドライバーが手も足も出ないとは。一体俺おれの十年はなんだったのか。こんな子供に凌りよう駕がされる程度の研けん鑽さんだったのか。癇かん癪しやくを起こし暴れたくもなる。だが怒いかりが高まるほど認めざるを得なかった。こいつは普ふ通つうの女の子ではない。アニマ、未知の技術で作り上げられた戦せん闘とう人形。

　だがそれとこれとは話が別だ。

「あのな。俺おれはザイを利用してもいいとは言ったが、仲よしごっこをするつもりはない。俺おれにとってザイは敵で憎にくむべき仇かたきだ。パートナー？　馬ば鹿かも休み休み言え。なんで敵と馴なれ合わなきゃいけないんだ」

「でも」

「でもじゃない！　その……ＥＧＧ同期？　だかなんだかが必要ならあとで調整しに行ってやる。だからもうついてくるな。あんまりしつこいと引っぱたくぞ」

　返事はない。唸うなり声を上げ荷物を奪うばう。細い肩かたを押おし突つき放はなそうとした時だった。

　失しつ笑しようが聞こえた。

　ハンガーの手前にパイロットスーツの人ひと影かげが二つ見える。悪意と侮ぶ蔑べつの含ふくまれた表情で壁かべによりかかっていた。見覚えのある顔だ。同じ飛行隊のイーグルドライバー、自分や中なか山やまの同どう僚りようだった。

「パイロット廃はい業ぎようで技本に飛ばされたと思ったら今度は小学校の先生か？　随ずい分ぶん楽しそうだな。俺おれ達たちも混ぜてくれよ」

　かっと頭が沸ふつ騰とうした。

　だが挑ちよう発はつされているのは明らかだ。もとより自分の独断専行を嫌きらっていた連中だから、これ幸いと腐くさしているのだろう。相手にすればより一層つけあがるだけだ。

　深呼吸して気持ちを落ち着ける。素知らぬふりを装よそおい歩み去ろうとした。

「なんだよ、えらく大人しくなったな。やっぱあれか、こないだの緊きん急きゆう脱だつ出しゆつでブルっちまったのか？　もうザイと戦うのはこりごりってか。散々えらそうな態度を取っておいて自分が危なくなると途と端たんに腰こし砕くだけかよ。みっともねぇ」

　ぐっと下した唇くちびるを嚙かみしめる。うるさい、やかましい、おまえらが何を知っているというんだ。俺おれはまだ全然戦うつもりだ。諦あきらめる気なんてない。

　一ひと際きわ大きな笑い声が響ひびいた。

「中なか山やまも気の毒になぁ。こんな奴やつを守って死んじまうなんて。今いま頃ごろあの世で後こう悔かいしてるんじゃないか。とんでもない疫やく病びよう神がみをバディにしちまったって」

「いや、意外とせいせいしているかもしれないぜ。蛍ほたる橋ばしと違ちがってあいつは人間ができてたからな。自分のおかげで他のパイロットが救われたと知ったら胸をなで下ろすんじゃないか。〈味方殺し〉のブライス３を無事撃げき墜ついできたって──」

　全て聞き終える前に殴なぐりかかっていた。同どう僚りようの背中が壁かべに叩たたきつけられる。鋼板がたわみ衝しよう突とつ音が響ひびき渡わたった。

「この野や郎ろう！　何しやがる！」

　感情任せの暴発は何倍にも及およぶ報復を呼んだ。一発殴なぐると二発三発と反はん撃げきが飛んでくる。拳こぶしが当たる度たび、蹴けりが炸さく裂れつする度たび、骨が軋きしみ筋肉が戦慄わなないた。だが痛みより何より怒いかりが勝まさる。髪かみをつかまれても皮ひ膚ふを搔かきむしられてもひたすら暴れ続けた。野や獣じゆうのような凶きよう暴ぼうさが身体からだを満たしている。

　グリペンが慌あわてた様子で腰こしにしがみついてきた。「やめて」と制止されるも構わず払はらいのける。もう一度取りすがる彼女かのじよを押おしのけた瞬しゆん間かん、遠くで怒ど鳴なり声が響ひびいた。

「おい！　何してるんだ、おまえら！」

　上官だ、と気づいた途と端たん、元もと同どう僚りよう達たちは脱だつ兎との如ごとく逃にげ出していた。処分を恐おそれたのだろう。こちらも反射的に身を翻ひるがえしハンガーの脇わきに入りこむ。あんな連中と連帯責任とかたまったものではない。息を殺し耳を澄すませていると足音が遠ざかっていく。向こうを追いかけていったのか。肩かたの力を抜ぬくなり今いま更さらながら痛覚が蘇よみがえってきた。身体からだのあちこちがじんじんと疼うずいている。腫はれ上がった腕うでが見る間に変色していった。

「三さん尉い」

　グリペンが駆かけ寄よってくる。彼女かのじよは狼ろう狽ばいも露あらわにハンカチを取り出した。

「血が出てる」

「あ？」

　こめかみをなでると赤い粘ねばり気けのある液体が付着した。殴なぐられて切ったのか。畜ちく生しよう、また目立つ場所に傷を作っちまった。

　舌打ちしてハンカチを払はらいのけ。

「別にいい。放ほうっときゃ治る」

「でも痛そう」

「うるさいな。平気だと言ってるだろ」

　収まりかけた苛いら立だちがまた蘇よみがえってきた。そもそもこいつが自分から離はなれていれば余計な注目も浴びなかったのだ。誰だれのせいでトラブルに巻きこまれたと思っているのか。親切面しやがって。くそっ。

　荒あらい息をつき。

「もう話しかけるな。おまえの顔を見てるだけで胸がムカムカしてくる。俺おれが今一番ありがたいのはな、おまえがこのままどこかに行ってくれることだ。一分一秒でも早く消え失うせてくれればその分、俺おれの気持ちもマシになる」

　あけすけな言葉にグリペンは息を吞のんだ。相変わらず無表情だが、激しい焦あせりと混乱が感じられる。彼女かのじよは伸のび上がるような姿勢でこちらを見上げた。

「私に悪いところがあるなら改める。人目につくなと言うならつかないように努力する。だからそばにいさせてほしい。私は三さん尉いのパートナーで──」

「俺おれはおまえのことをパートナーだと思っていない。だから何かを話し合うつもりもない。以上終しゆう了りようだ。議論の余地はない」

「三さん尉い」

「じゃあな」

　背中を向ける。今度こそ会話を打ち切るつもりで歩き出した。もう一度、後ろで「三さん尉い」と呼ばれたが無視する。

　三歩、四歩、五歩。

　続く声がけはない。よし、ようやく静かになった──と思った瞬しゆん間かん。

　唸うなり声が響ひびいた。

　地の底から伝わってくるような低い唸うなり。なんだ、と思う間もなく激しい衝しよう撃げきが背中に走る。

　!?

　仰ぎよう天てんして振ふり向むくと桃もも色いろ髪がみの少女がすぐ後ろにいた。髪かみを乱し肩かたを怒いからせている。

　ず、頭ず突つきされた？

　予想外の行動に意識が空白化する。少女は怒ど気きも露あらわに小さな鼻び孔こうを開いた。

「Eu acho o segundo tenente infantil!」

　鋭するどい糾きゆう弾だんが迸ほとばしる。空気を震ふるわせ、長い髪かみをバチバチと帯電させて。

「Eu estou dizendo que se tiver algo errado, vou mudar! E mesmo assim, acho estranho não querer ouvir a minha conversa!」

「あ、ああ？」

「O comportamento do segundo tenente não tem lógica!」

「何言ってるんだか分かんねーよ！　日本語で喋しやべれ！」

　声を荒あららげるも向こうも負けじと語調を強めてくる。先ほどまでの棒読みが噓うそのようなハイテンションだ。マシンガンのようなポルトガル語の奔ほん流りゆうに混乱しつつ、それでも沈ちん黙もくしたら負けだと思う。視線をぶつからせ、会話にもなっていない罵ののしり合いを続ける。と。

　不意に大だい音おん響きようが降ってきた。

　緊きん急きゆうサイレン。長く甲かん高だかい警告音。

　飛行場のあちこちがざわめき始める。空気が硬かたさを増し緊きん張ちようが広がっていった。

　スクランブル、敵てき襲しゆう？

　一気に頭が冷える。

　携けい帯たい端たん末まつが鳴った。自分の……ではない。グリペンのだ。

　グリペンはしかつめらしい顔で電話に出た。何度か相づちを打ち顔を上げる。言葉を探すように視線をさまよわせた後。

「知ち寄より」

　短く電話の主を告げた。

「Nakh……ナホトカの脱だつ出しゆつ船団からＳＯＳが出ている。佐渡島さどがしま沖おきでザイに捕ほ捉そくされたらしい。このままいくと一時間もたたない内に全ぜん滅めつする」

　！

「小こ松まつの飛行隊はスクランブル機を向かわせるつもり。でもこないだの作戦で消しよう耗もうしているから全力出しゆつ撃げきはできない。飛べる機体を全て上げても全部の船は守り切れない」

　爆ばく音おんとともにアラートハンガーの機体がタキシングしていく。整備員が慌あわただしくエプロンを駆かけていった。

「知ち寄よりは私達たちに出られないかと訊たずねている」

「出るって」

「ＪＡＳ39Ｄ‐ＡＮＭ、グリペンを出しゆつ撃げきさせられないかって」

　絶句した。

　新型機でいきなり実戦？　ザイの要よう撃げき？　無茶だろう。しかも自分はまだ実機の操縦を経験していない。確かに昨日、何度かシミュレータは使ってみた、がＣＧと現実は異なる。プログラムに現れない機体の癖くせや特性、そういうものが何一つ体得できていなかった。Ｆ‐15Ｊだって最低限のポテンシャルを引き出すまで何百時間とかかったのだ。いくらなんでも無む謀ぼうすぎる。

　だがこちらの動どう揺ようをよそにグリペンは静かな面おも持もちになっていった。まっすぐに自分を見つめて。

「大だい丈じよう夫ぶ。機体の制せい御ぎよは私がサポートする。三さん尉いは戦せん闘とうに集中してもらえればいい。いつもと同じ、敵を照準して攻こう撃げきするだけ」

「だけって、でも、おまえ」

「時間がない」

　グリペンの声は鋭するどかった。

「あなたが私を信じられないと言うのならそれでいい。私のことが気に入らないのも理解できた。でも」

　でも、と視線を厳しくする。

「今私達たちが行かなければ失われる命がある」

　っ！

　脳天を棍こん棒ぼうでぶん殴なぐられた気がした。自分達たちの果たすべき義務、本質的な存在意義を目の前に突つきつけられた気分。電流が走り息が止まる。うなじが粟あわ立だち、筋肉が強こわばった。

　喘あえぎ声を漏もらしているとグリペンは静かに手を差し伸のべてきた。綺き麗れいな灰色の瞳ひとみにこちらの姿が映りこむ。

「私を飛ばして、三さん尉い。お願い」




「遅おそいぞ！　何やってた！」

　ハンガーに入るなり怒ど声せいが飛んできた。

　知ち寄よりがクロースカップルドデルタ翼よくの単発機に取りついている。白衣を煤すすに汚よごし周囲の整備員に指示を出していた。タラップから下りて大おお股またに歩いてくる。メットバッグとＧスーツをスタッフから受け取り押おしつけてきた。

「ＳＯＳが出てもう十分以上たっている。護衛のロシア艦かんが囮おとりになっているが、そう長くはもたないだろう。ぼやぼやしていると到とう着ちやくした頃ころには重油の染しみしか残ってないぞ」

「敵の数は」

「四機。本来なら三倍以上の兵力で臨のぞみたいところだが空自が出せるのは三機のＳＣのみ。どう考えても劣れつ勢せいだ。戦力保全の方針がある以上、積極果か敢かんな戦せん闘とうも期待しづらい。事実上、脱だつ出しゆつ船団の命運は我々に託たくされているわけだ」

「……本気でこいつに期待していいのか」

　グリペンを一いち瞥べつする。

　正直まだ半信半疑だ。人類全てを恐きよう怖ふに陥おとしいれてきた相手に、こんなアプローチで対たい抗こうできるものなのか。使い慣れたＦ‐15Ｊで出しゆつ撃げきした方が、まだ成功のイメージが湧わく。グリペンはパイロットスーツに首を通しながら「む」と睨にらみ返してきた。

「科学を信じろ三さん尉い。人類は絶え間ない挑ちよう戦せんとイノベーションを繰くり返して今の繁はん栄えいにたどりついた。昨日不可能だったことが今日はたやすく達成できる。それが技術というものだ。ライトフライヤーに比べればＦ‐15Ｊは魔ま法ほうのような乗り物だろう？　同じ驚おどろきをこいつは体験させてくれるはずだ。心配するなよ、人類の叡えい智ちは偉い大だいだ」

　いや、人類の叡えい智ちって。使ってるのはザイの技術だろう？

　釈しやく然ぜんとしないままフライトの装備を終える。引っ越こしのボストンバッグをスタッフに預けた。

「グリペンを出すぞ！　全員、機体の進路を確保！」

　知ち寄よりの声に応えて工具や機材が片づけられていく。長く伸のびたケーブルが巻き取られ壁かべ際ぎわに追いやられていった。

　機体に駆かけ寄よりタラップを上る。複雑な形状のカナードを横目にコクピットをのぞきこんだ。

　眉まゆをひそめる。予想外の光景が広がっていた。狭せまい空間に二つの座席が並んでいる。前席は見慣れたパイロットシート。操縦桿かんやスロットルレバー、フットペダルの類いが確かく認にんできる。だが後席は異様だった。操作系はおろか計器の類いもない。ただ半透とう明めいのパネルだけがアームレストと思おぼしき場所にはめこまれている。

（なんだこれ、どうやって操作するんだ）

　面食らっていると背中を押おし上げられた。あとから上ってきたグリペンに見上げられる。

「早く乗って」

「分かってる」

　覚かく悟ごを決め前席に滑すべりこんだ。セーフティピンのリリースを確認。ハーネスを一つ一つ座席に固定していく。流れ作業でバッテリーをオンにしかけて戸と惑まどう。シミュレータで操作した場所にスイッチがない。補助電力装置を起動する術すべがない。

「おい、ＡＰＵの操作は」

「ダイレクトリンク」

　光が走った。空気が震ふるえ何かが身体からだの下を駆かけ抜ぬけていく。脈動？　エンジンも動いていないのに？

　どくり、どくり、どくり。拍はく動どうが強まり、神経が通い、五感が取り戻もどされていく。機械とは思えぬ異様な気配。だが続いて起こった現象は更さらに奇き怪かいなものだった。機体の外板が変色していく。あたかもオセロの駒こまを回転させるように六角形の輝かがやきが次々と出現していった。炎ほのおが顕けん現げんしたようだ。異形のＪＡＳ39Ｄはいつしか紅ぐ蓮れんの衣ころもをまとっていた、眩まばゆいばかりに煌きらめくクリムゾンレッドの外装。

　真しん紅くの有ゆう翼よく獅し子し。

　グリペンの機械的な声が続く。

「ＡＰＵスタート、操縦系統・チェック、レディオ・チェック、各種電子機器、セッティング・オールグリーン」

　──エンジンスタート。

　鈴すずの鳴るような声とは真逆の、凶きよう暴ぼうなエンジン音が響ひびき渡わたる。先ほどとは違ちがう明らかな震しん動どうが腰こし骨ぼねを揺ゆらした。慌あわてて酸素マスクを装備し酸素発生器をオンにする。ディスプレイに流れるメッセージを走り読みでチェックしていった。

　エンジン回転数、タービン排はい気き温度、油圧、全てＯＫ。計器類も問題なし。グラウンド・イクイップメント、リムーブド。自動診しん断だんプログラムがタクシーアウトの許可を出す。

「キャノピー閉へい鎖さ」

　重々しい機械音とともに頭上の装そう甲こう板が動き始めた。金属の天てん蓋がいが光を閉め出し一面の闇やみを産み出す。だが一いつ瞬しゆん後には再び周囲の光景が復活していた。頭上ばかりではない。前面、側面、背面、足あし下もとに至るまで。

「う、浮ういてるぞ！　なんだこれ！」

「ただの全周囲モニター。あなたのために外部カメラの画像を投とう影えいしているだけ。わーわー騒さわがないでほしい」

「……」

「ユー・ハブ・コントロール」

　ゴトンと音がしてパーキングブレーキが外れた。スロットルとスティックが手応えを得る。操作ＯＫということか？　低く唸うなってスティックを握にぎる。ラダーペダルとスロットルを操あやつりながら機体を前に出した。動く。周囲の整備員達たちが慌あわてた様子で遠ざかっていった。

　ああ、もう、なるようになれ。

「アイ・ハブ・コントロール。……知ち寄より技官、聞こえるか？　出られるぞ」

『待ちくたびれたぞ。とっとと出ろ。管制にはもう話をつけてある。コールサインはＢＡＲＢＩＥ０１だ』

　了りよう解かいと答えてエンジンの回転数を上げる。陽光のもとに機体が躍おどり出た。隣となりのハンガーの整備員がぎょっとした様子でこちらを見る。何人かは呆あつ気けに取られた表情で立ち尽つくしていた。

　エアバンドを調整していると狼ろう狽ばい気味な基地内連れん絡らく波が飛びこんでくる。

『こちら小こ松まつ管かん制せい塔とう、技本の機体が発進する。全車両と航空機はその場で待機。繰くり返す、全車両と航空機はその場で待機。移動中の要員は──』

『ＢＡＲＢＩＥ０１、コマツ・グラウンド。ドウ・ユー・リード・ミー？』

　地上管制に繫つながった。周波数を微び修正し応答する。

「コマツ・グラウンド、ＢＡＲＢＩＥ０１、ラウド・アンド・クリアー」

『ラジャ。タクシー・トゥー・ランウェイ06レフト、ヴィア・ジュリエット１』

「06レフト、タクシー・ヴィア・ジュリエット１」

『コンタクト・タワー・×××.×』

　機体が誘ゆう導どう路経由で滑かつ走そう路に進入する。無線が飛行場管制に切り替かわった。

『ＢＡＲＢＩＥ０１、タワー。ランウェイ06レフト、クリアード・フォー・テイクオフ』

「ランウェイ06レフト、クリアード・フォー・テイクオフ」

　離り陸りく許可。

　前方に遮さえぎるものは何もない。息を吸いスロットルを押おしこんだ。エンジン音が高まり機体が加速した。巨きよ人じんの手で背中を押おされたようだ。凄すさまじいＧが身体からだを襲おそう。速度計の数字が一気に跳はね上がった。またたく間に百ノットを通り越こしＶ１（離り陸りく決定速度）、ＶＲ（ローテーション速度）へ。スティックを引く。主しゆ翼よくのエレボンが立ち上がり機首を上向かせた。視界が持ち上がり一面の青空が広がる。

（行け）

　つぶやきはそれが飛ひ翔しようの呪じゆ文もんだったかのように機体を浮うかび上がらせた。重力の軛くびきが断たち切られ翼つばさが押おし上げられる。濃のう厚こうな大気を切り裂さき真しん紅くの単発機は天頂へと駆かけ上がっていった。地上が遠ざかり背後の町並が豆まめ粒つぶのようになる。

「三さん尉い、目標をディスプレイに表示する」

　グリペンの声とともに前面の戦術マップに各種情報が重ねられた。

　船団の現在位置、進路、ザイの想定ターゲットが見て取れる。事前に聞いていたロシアの護衛船は影かげも形も見えない。囮おとり役を買って出たという話だったが、すでに撃げき沈ちんされてしまったのか。空自のＦ‐15Ｊが急ぎカバーに回っているようだが。

「遅おそい、何を手間取ってるんだ」

　見ている間にもＦ‐15Ｊのマーカーが何度か変針を繰くり返している。ＥＰＣＭの影えい響きようを受けているのか、やや目標海域とはずれた方角に向かっていた。だめだ、このままいくとザイの方が先に船団に接せつ触しよくする。

「こっちでやるしかないか」

　エンジンの回転数を上げる。燃料の消費量が跳はね上がるが構っていられない。いざとなれば給油機でもなんでも派は遣けんしてもらおう。

　雲を切り裂さき、陽光を蹴け散ちらして進んでいく。敵の進路を遮さえぎるように船団の後方に向かった。会敵予測地点まであと十一海里、十海里、九海里。

　目を皿のようにして周囲を探さぐる。レーダー画像で敵の位置と高度を確認し、頭を動かして。

（いた）

　海上に三つ、光が見える。遅おくれてもう一個、虹にじ色いろの煌きらめきを孕はらみながら東に向かっていた。

　数が多い。一機に構っていると他に抜ぬかれる。ワンアプローチで敵の動きを止めなければ。先頭の機体を墜おとして編隊の進路を妨ぼう害がい、あとは各個に攻こう撃げきを加えるか？　なんとかＦ‐15Ｊが合流するまで時間を稼かせげれば。

　ドロップタンクを投とう棄きする。

　右バンクして急降下、逆落としに敵との間かん隔かくを詰つめ始める。先の作戦の推移を見ても遠えん距きよ離りでの攻こう撃げきはあてにならない。確実に敵を仕留めるには、ＥＰＣＭの影えい響きようを度外視できるほど肉にく薄はくするしかなかった。もちろん被ひ弾だん・激げき突とつのリスクは高まるが、そんなものを気にしていられない。なんのために自分は新しい翼つばさを与あたえられたのか。空への切きつ符ぷを再発行されたのか。

　だが敵との相対距きよ離りを計算し始めるなり鋭するどい電子音が響ひびき渡わたった。

「ロックオン」

　グリペンの声に意表を突つかれる。自分はまだウェポンセレクターを操作していない。なのにいつの間にか空対空ミサイルのターゲットコンテナが敵機に重なっていた。先頭の二機を囲む枠わくが赤くハイライトされている。

「撃うって。当たる」

「あぁ？」

　この距きよ離りでか？　呆あつ気けに取とられているとグリペンは声を硬かたくした。

「ＥＰＣＭ補正は完かん了りようしている。言ったはず。三さん尉いは普ふ通つうに戦ってもらえればいいと」

「……」

「無む駄だ弾だまにはしない。撃うって」

「だが」

「早く」

　分かったよ。

　ラダーペダルを踏ふみこみ機体を横よこ滑すべりさせる。敵機をなるべく正面にとらえ、親指でスティックのボタンを押おしこんだ。

「ＦＯＸ２」

　続け様に二発。翼よつ下かのミサイルが放たれる。激しい白はく煙えんを引きながら眼下の海うな原ばらへ。ガラス細工の機き影えいを目指していく。

　敵は回かい避ひしなかった。こちらの誘ゆう導どう・照準能力を侮あなどっているのだろう。愚ぐ直ちよくに編隊を維い持じ、前進しようとする。普ふ段だんであればミサイルは明後日あさつての方向で爆ばく発はつ、わずかな破は片へんが彼かれらを叩たたくのみだ、が。

　唐とう突とつに先頭の二機が弾はじけ飛んだ。

　オレンジ色の炎ほのおが生まれ黒こく煙えんの塊かたまりに変わる。ビンゴ、直ちよく撃げきした。

「な……」

　信じられない。二発とも命中？　しかも複数の機体を一いち撃げきで。

　不可視の盾たてが消しよう滅めつした気分。通常の物理法則が、空戦の常識が蘇よみがえってきた感覚。

　倒たおせる？　あいつらを、あの侵しん略りやく者どもを。

「三さん尉い。敵が来る。加速して上じよう昇しよう中。後続の一機は船団に向かう」

　生き残った機体が接近してきていた。こちらに対する脅きよう威い評価を改めたのか。機首に発火炎えんがまたたく。焼けた鉛なまり玉が放物線の弾だん道どうを描えがき迫せまってきた。

「っ！」

　こちらもガンを選せん択たく。発はつ砲ぽうしながらすれ違ちがう。衝しよう撃げき波はが機体を揺ゆらした。後ろを取られる。即そく座ざにバンクしてスロットルを開放、反転しつつ再度高度を稼かせぐ。逆光の中、敵てき影えいが移動していた。大きく旋せん回かいし戻もどってきている。

（こいつ）

　ガンレンジぎりぎりの距きよ離りを保っている。つかず離はなれずで時間を稼かせぐ気か。自分を引きつけてもう一機の突とつ入にゆうを援えん護ごするつもりだ。

「おい！　オフボアはできるのか」

「おふ？」

「オフボアサイト射しや撃げきだ。正面以外の敵をロックオンして攻こう撃げきする」

「やったことはない……けど」

　空気が引き締しまる。

「やる。やってみる」

「よし。俺おれはあいつに悟さとられないよう一定の距きよ離りを保つ。ガンはこっちでコントロールするからおまえはミサイルの照準に集中。いいな？」

「分かった」

　返事を聞く前にスティックを倒たおしていた。ひねりこむような機動で相手の背中に食いつく。敵機はたまらずダイブ、だがこちらは深追いすることなくオーバーシュートし旋せん回かいを開始した。高度と速度を失うことなく相手の反はん撃げきを待つ。案の定、ザイは後方下から鋭えい角かく的な機動で上じよう昇しようしてきた。砲ほう撃げき。火か箭せんが周囲の空を裂さく。弾はじけた金属片がガンガンと機体を叩たたく。まだ、まだだ。もっと、もっと引きつけて。

　ＢＥＥＰ。

「三さん尉い、ロックオン！」

「了りよう解かい。ＦＯＸ２！」

　ミサイル発射。位置エネルギーをたっぷり獲かく得とくした長ちよう槍そうはロケットの推力をまるごと機動性に注ぎこんだ。急旋せん回かい、あたかも空中でひっつかまれたように進路がねじまがる。ぐるりとシーカーが反転し敵を睨ねめつけた。そのまま急角度で降下、突とつ進しん。

　突とつ然ぜんのことにザイの回かい避ひが遅おくれる。砲ほう撃げきをやめブレイクしかけるが、その頃ころにはもう弾だん頭とうが至近に迫せまっていた。

　爆ばく発はつ。

　翼つばさの半分を吹ふき飛ばされザイが墜おちていく。小爆ばく発はつが続け様に発生、錐きり揉もみ状態で部品を撒まき散ちらしていった。

「やった」

　グリペンの歓かん声せいに「まだだ！」と応える。最後の一機が残っている。編隊の後方を進んでいた機体、船団に向かっていたザイ。もう大分時間を浪ろう費ひしてしまった。どこだ。どこにいる。船団との距きよ離りは。

（っ！）

　戦術マップ上の敵機はターゲットに肉にく薄はくしていた。完全に衝しよう突とつコースだ。あと十秒もたたず避ひ難なん船が射程に収まる。

　ここからだと……間に合わない。船団がやられる。

（くそっ）

『タイラー１、ターゲットインサイト、エンゲージ』

　イヤーパッドから耳慣れた声が響ひびいた。先に出ていたスクランブル機のコールサインだ。ようやく追いついたのか。対ＥＰＣＭ信管のミサイルが複数、戦術マップに現れる。通常より発射位置が遠い。本来であれば絶対に命中を期待できない距きよ離りだ。だが直後、敵機の進路がぶれた。翼つばさを翻ひるがえし回かい避ひ行動に入る。

（さっきの俺おれ達たちの攻こう撃げきが印象に残っているのか）

　ドーターの攻こう撃げきを警けい戒かいしている。通常のミサイルと区別がつかなくなっている。

　希望が蘇よみがえってきた。

　よし！

「グリペン、リヒート！」

　アフターバーナー全開。貴重なロスタイムを全力で活用する。つんざくようなエンジン音と加速のＧが連続して生じた。身体からだがシートに押おしつけられる。鉛なまりの塊かたまりでプレスされているようだ。骨が、筋肉がぎしぎしと軋きしむ。だが集中力は切らさない。奥おく歯ばを食いしばり敵てき影えいを求める。

「三さん尉い！　いた。十時の方向」

　蒼そう空くうに異物を認める。長い飛行機雲を吐はきながら再度船団にアプローチしていた。眼下には幾いく筋もの航こう跡せき、排はい煙えん。不ふ揃ぞろいな艦かん形けいの避ひ難なん船が銘めい々めいに回かい避ひ行動を取っている。甲かん板ぱんにあふれる黒い粒つぶは荷物か、あるいは難民か。かっと頭に血が上った。

　守らねば。今度こそ絶対に、誰だれ一人失うことなく。

　咆ほう哮こう。

　敵の攻こう撃げきルートに侵しん入にゆう。旋せん回かいして真正面から距きよ離りを詰つめていく。レーダーアラート、ザイがミサイルを放つ。ヘッドオン。回かい避ひは……しない！

「三さん尉い!?」

「よけてる暇ひまはない！　叩たたき落とせ！」

　グリペンは低い唸うなり声を上げてシーカーを起動した。敵機ではなくミサイルを照準、発射する。わずか数十メートル先で弾だん頭とう同士がぶつかる。視界が紅ぐ蓮れんの炎ほのおに満たされた。だが限界寸前まで高められた推力は機体を爆ばく発はつの更さらに先へと押おし出す。引きちぎられた煙けむりの向こうに蒼そう空くうが広がった。眩まばゆい陽光に照らされてガラス細工の全ぜん翼よく機が突つっこんでくる。

「行、か、せ、る、か！」

　トリガーを引き絞しぼる。この距きよ離りではもはや狙ねらいを付ける必要もない。秒間数十発の速度で機関砲ほう弾だんが敵の頭を、胴どう体たいを食い破る。ほとんど体当たり同然に突とつ進しんすると寸前で敵てき影えいが崩くずれた。中央から真っ二つに割れ揚よう力りよくを失う。火と煙けむりを噴ふきながら海うな原ばらへと散っていった。

「……はっ」

　黒こく煙えんが晴れる。鼓こ動どうの音が戻もどってくる。肩かたが揺ゆれ、荒あらい息が漏もれていた。

　やった……のか？

　味方の被ひ害がいなく、あのザイを、四機も。

　現実感がない。夢でも見ているようだ。衝しよう撃げきが強すぎて感覚が追いついてこない。

　俺おれの手で、奴やつらを。

「三さん尉い？」

　不ふ審しんに思ったのかグリペンが声をかけてくる。バックミラー越ごしに灰色の瞳ひとみをまたたかせて。

「どうかし──」

「すごいな！　おい！」

　振ふり向むきざまに叫さけぶ。内心の昂こう揚ように突つき動うごかされるまま声を大きくした。

「大勝利だ！　こんなの見たことないぞ。はははっ、信じられねぇ。マジかよ！」

「お、おう？」

「何、面食らった顔してんだ。おまえも墜おとしただろ、あいつらとあいつらの撃うったミサイルを。本当に当てられるんだな。正直ここまでやれるとは思っていなく──て」

　動転した様子のグリペンを見て我に返る。

　いかん、何を熱く語ってるんだ、俺おれは。人形相手に嬉き々きとして。みっともない。こいつはザイだぞ。今起こったことは敵の力を利用して敵を倒たおしただけだ。脳天気に騒さわぐ話じゃない。

　こほんと咳せき払ばらいして。

「な、なんでもない。ＥＰＣＭレベルが下がったら小こ松まつに報告するぞ。空中給油機も寄よ越こしてもらわないと。今のままじゃどこかで緊きん急きゆう着水だ」

「ラジャ」

　沈ちん黙もくがコクピットを満たす。機体チェックの電子音を聞きながら不思議な感覚が胸にこみ上げてくるのを感じていた。

　一いつ瞬しゆん、その感情の正体が分からず戸と惑まどう。あまりにも長く無む縁えんだったため何者か突つき止めるのに時間を要したのだ。

　だがほどなくして理解する。なんということはない。十二年前は誰だれもが当たり前のように持っていた概がい念ねん、単語。

　それは〈希望〉と呼ばれるものだった。
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日本海上空　男お鹿が半はん島とう沖おき西二百キロ

一ヶ月後　八月二十一日午後一時






「グリペン、状じよう況きよう報告。ターゲットの種類と数、分かるか」

　眩まばゆい蒼そう空くうを見つめながら声を張り上げる。風が強い。巻き雲が刷は毛けではいたような白い筋を作っている。しばらく前からＡＷＡＣＳとの通信が途と切ぎれていた。通常よりＥＰＣＭが強いのだろう。データリンクの表示も怪あやしくなっている。

　グリペンはよどみなく答えた。

「方位ベクター３００、距離レンジ35、高度：高エンジエルズ・ハイ。制空戦型ＦＩ２、電子戦型ＥＷ１、接近中ホツト」

「電子戦型がいるのか」

　道理で妨ぼう害がいが激しいはずだ。ドーターでさえこの有あり様さまだから他の戦せん闘とう機はもっとひどい有あり様さまになっているだろう。地上からも自分達たちの動向はまったくつかめなくなっているはずだ。

　グリペンの声が補足する。

「那な覇はの航空隊が遭そう遇ぐうしたのと同タイプ、だとすれば近接防ぼう御ぎよ用ようのレーザーＣＩＷＳを持っているはず。普ふ通つうに攻こう撃げきしても倒たおせない。どうする？」

「分かってるだろ」

　敵が一枚の盾たてを持っているなら二方向から、二枚の盾たてを持っているなら三方向から攻こう撃げきを加える。すなわち飽ほう和わ攻こう撃げきだ。強力な守備側に対し古来から何度となく取られた手段。とはいえ、もちろんグリペンの武器だけでは足りない。ミリ秒単位で着ちやく弾だんを調整すればミサイル四発で十分というシミュレーションもあったが、さすがに点のようなＣＩＷＳをピンポイントで狙ねらい撃うてない。

　ならば全六発の武装を解き放つ？　彼ひ我がの距きよ離りを詰つめ機関砲ほう弾だんも撃うちこむ？

　いや。

「後続のタイラー１、２に連れん絡らく。火器管制をＢＡＲＢＩＥ01に接続。クラウドシューティング」

「ラジャ。ＥＰＣＣＭ起動、タイラー１・２と接続する。統合火器管制セットアップ、群制せい御ぎよ開始」

　背後からＦ‐15Ｊが二機、近づいてきた。グリペンを先頭にデルタ編隊を組む。見慣れたシルエットと微び妙みように異なるのはあちこちにハードポイント・パイロンが増設されているせいだ。一機あたり十六発、二機で計三十二発のミサイルを搭とう載さいしている。機動性は悪化しているものの想定されている運用方法ではほぼ問題がない。彼かれらは戦せん闘とう機というよりグリペンの「武器庫」の役割を担になわされていた。

　前面ディスプレイに選せん択たく可能な武装が表示される。１番から６番はグリペン自身のミサイル、そして７番以降がタイラー隊の装備だった。

「１番から４番、７番から16番、23番から32番を使用する。三さん尉い、許可を」

「問題ないパーミツシヨン。ただ制空戦型は初しよ撃げきのターゲットから外せ。あいつらが健在の方がＣＩＷＳの射線を制限できる」

「了りよう解かい。起き爆ばくのタイミングは？」

「任せる。なるべく爆ばく風ふう同士が干かん渉しようしないようにだけ気をつけろ」

「分かった」

　高空に光点が見えてくる。ぼやりと輪りん郭かくがかすむのは複数の機体が重なっているせいか。普ふ段だんの速そつ攻こうが噓うそのようにゆったりと空を漂ただよってくる。

　その光に照準がいくつも重なっていった。ロックオンを報しらせる電子音が立て続けに鳴なり響ひびく。

「ＦＯＸ２」

　最初にミサイルをリリースしたのは後続のイーグルだった。まるでロケット弾だんのように大量の武装が解き放たれる。続けてグリペンが四発を発射。計二十本以上の長ちよう槍そうが排はい煙えんを引き、駆かけ上がっていく。

　一糸乱れぬ見事なフォーメーション。合計炸さく薬やく量三百キロ超ちようのハイレートクライムは成せい層そう圏けんで変化に転じる。四方から包みこむように噴ふん煙えんが変針、ターゲットを目指した。何発かが不可視のレーザー光で焼き切られるも、さすがに数が多い。一いつ瞬しゆん後、まるで花火の倉庫に引火したように続け様の爆ばく発はつが生じる。十個以上の火球が上空で弾はじけた。

「敵機撃げき墜つい」

　グリペンの報告に「ああ」とだけ答える。データリンクの混乱が収まっていた。無線の雑音も少なくなっている。

　ＡＷＡＣＳが遅おくればせながら敵の位置と情報を告げていた。『敵編隊は電子戦型１を含ふくむ。各機要注意』という警告を聞いて笑い出したくなる。大だい丈じよう夫ぶ、そいつならもう跡あと形かたもなく消え去ってるさ。

　一月前の苦戦が噓うそのような順調さ、作戦推移。全てはドーターという新兵器を手に入れたから。ＥＰＣＭ打破の術すべを見いだしたから。

「残りの敵を墜おとすぞ。さっきミサイルを使いすぎたから今度は絞しぼっていく。二発で潰つぶせるな、グリペン」

「……」

「おい？」

「大だい丈じよう夫ぶ、問題ない」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくは他のデータ処理に没ぼつ頭とうしていたせいか。桃もも色いろ髪がみの少女はのろのろと姿勢を正した。機き載さいコンピュータと違ちがいエラーメッセージを出さないから分かりづらい。「しっかりしろよ」とたしなめ操縦桿かんを握にぎりしめる。護衛対象を失い混乱する敵機を見つめた。

　ＡＷＡＣＳの無線が「あと七分で味方機が到とう着ちやく」と告げている。

　七分だって？

　蛍ほたる橋ばしは薄うすく笑った。

　五分で終わらせてやるさ。




　一月の間にこなした出しゆつ撃げき回数は優に二桁けたを超こえた。

　最初の頃ころこそドーター特有の操縦系統に戸と惑まどっていたものの、五・六回も実戦に出るとさすがに勝手がつかめてきた。要は音声ナビ付きのオートパイロット機だ。コンソールを操作する代わりに言葉であれこれと指示・命令できる。Ｆ‐15Ｊにはベティと呼ばれる警報システムがあるが、あれの進化版と考えればいい。女声のアラート発報が双そう方ほう向こうの指示・確認手段になった感じ。

　距きよ離りのつかみ方が分かってきたせいか、初出しゆつ撃げき時のようなグリペンとの衝しよう突とつも少なくなった。そもそも相手は人工知性だ。余計な感情移入をしない限り喧けん嘩かなど起こりえるはずもない。状じよう況きよう報告、火器管制指示、フライトアシスト。事務的なやりとりを心がけるうちに必然トラブルの種も減っていた。ドライに、ロジカルに、淡たん々たんと。割り切ったおかげで作戦遂すい行こうもスムーズになってきている。今日の作戦などその最たるものだ。対話型で指示を修正、適てき宜ぎ改善していけるのは普ふ通つうのコンソールではありえない。

　小こ松まつ基地に帰き還かんすると古株の整備員が駆かけ寄よってきた。開いたコクピットを仰あおぎ、ねぎらってくる。

「お疲つかれさん、今日も大漁だったみたいじゃないか」

「墜おとした数自体は大したことないよ。レアものを一機、片づけたくらいだ。あとで戦せん闘とうレポートを送る。ミサイルのセッティングに問題がなかったか確認しといてくれ」

「あいよ。他に気になるところは？」

「左ロールの時、動き始めに少し引っかかりがある。アクチュエーターに問題が出ているのかもしれない」

「分かった。分解整備含ふくめて検討しておく」

　拘こう束そくベルトを外してタラップから下りる。ヘルメットを脱ぬぎ開放感に浸ひたっていると頭上から「三さん尉い」と呼びかけられた。グリペンが後部座席より立ち上がっている。やや思い詰つめた顔でこちらを見下ろしていた。

「少し時間がほしい。相談したいことがある」

「なんだ？　今の戦せん闘とうのことか」

「違ちがう」

「じゃあ機体の話か？」

「でもなくて」

　嘆たん息そくした。空戦以外のことでこいつと絡からむ気はない。なれ合いは御ご免めんだと散々説明したはずだが、まだ伝わっていないのか。

「気になることがあるなら知ち寄よりにでも伝えておいてくれ。あとで調整の時に聞いておく」

「あ」

　呼びかけを振ふり切り機体から離はなれる。足音を響ひびかせ歩いていくと整備員が渋じゆう面めんで並んできた。

「おい、さすがにかわいそうじゃないか。あんな小さな子を邪じや険けんにして」

「かわいそう？」

　真顔で見つめ返してしまった。何言ってるんだ、邪じや険けんって。

「あいつはザイだぞ」

「ザイの部品が入ってるだけだろ。ベースはＪＡＳ39の方だって聞いてるぞ。機体の演算ユニットを人型にしたって」

「にしたって作り物には変わりないだろ。俺おれ達たちがご機き嫌げん取りしなきゃいけない理由はないはずだ」

「……」

「カーナビのキャラが喋しやべってるようなもんだぞ。あんたはいちいち運転する時、ナビに気を遣つかうのかよ。そろそろ休みませんか、気になることがあるならいつでも言ってくださいよって」

　整備員は頰ほおを搔かいた。無ぶ精しようひげの目立つ顎あごを歪ゆがめながら。

「俺おれはアニマとかドーターとか言われてもよく分からんからな。おまえさんの言う通りちょっと考えすぎなのかもしれん。ただあの子は別にＣＧじゃないし紐ひも付つきの操あやつり人形でもない。自分で考えて喋しやべってるんだろ。なら相応の接し方てものがあるんじゃないか」

「見た目に影えい響きようされすぎだ」

　ばっさりと断ち切る。似たようなやりとりは以前他の人間とも行っていた。

「あれがドラム缶かんみたいなナリでガラガラ声を出してたら同じ感想を持つか？　テレビモニタ的な面相で文字だけ表示されたら？」

「それは……ちょっと違ちがうかもしれんが」

「だろう。ならそういうことさ。たまたま哀あわれを催もよおす外見で演技しているから罪悪感に襲おそわれる、悪いことをしていないか不安になる。単純な話だ」

　うーんと整備員は唸うなった。どうにも得心のいかない様子で。

「おまえさんの言うことは正しいのかもしれんが」

　整備帽ぼうの頭を巡めぐらし、背後の少女を一いち瞥べつして。

「生き死にをともにして、互たがいに背中を預けあって、出しゆつ撃げきする場所も帰ってくる場所も同じときたら、こりゃもうバディなんじゃないか？　それがたとえロボットやコンピュータの類いであっても。俺おれみたいに単純な人間はそう思っちまうんだが、変かねぇ」

「バディ？」

　意表を突つかれる。

　あいつが？　俺おれの？　中なか山やまと同じような。馬ば鹿かな。

　さすがに抗こう議ぎしかけた瞬しゆん間かん、爆ばく音おんが轟とどろいた。ジェットの咆ほう哮こうが空から降ってくる。何かが高速で降下してきた。スクランブル機？　だが先ほどの作戦に関わっていた機体は軒のき並なみ帰き還かん済みのはずだ。

　なんだ。

　振ふり向むいて呆あつ気けに取られた。

　山やま吹ぶき色の機き影えいが降りてきている。双そう発はつ双そう垂直尾び翼よく、クリップトデルタの翼よく形けい。勇ゆう猛もう無比なシルエットはＦ‐15Ｊのものだ。だが機体色は明らかに自衛隊機と異なる。外装が光源でも孕はらんでいるようにきらきらと輝かがやいていた。キャノピーも同様。というより通常のアクリル・ポリカーボネート素材ではどう見てもない。複雑な装そう甲こう板が幾いく重えにもコクピットを覆おおっている。

（ドーター！）

　サンライトイエローのＦ‐15Ｊは激しい風切り音を上げて着陸した。のけぞり気味の胴どう体たいを空気抵てい抗こうにして減速、排はい気き炎えんによる陽炎かげろうをまといながら前輪を接地させる。

　翼よく端たん灯とうがルビーのごとく明めい滅めつしていた。停止する機体のそばに技本の人間と思おぼしきスタッフが近づいていった。中央に見える、やたらと姿勢のよい女は知ち寄よりか。傲ごう然ぜんと顎あごをもたげコクピットを仰あおいでいる。ややあって操縦席の周囲から蒸気が噴ふき出した。キャノピーの装そう甲こうが一枚、また一枚と開いていく。

　陽光の下に現れたのは細ほそ面おもての青年だった。明るい髪かみをオールバックにしてスポーティーな眼鏡をかけている。青年は知ち寄よりの前に降り立ち敬礼した。

「北きた浦うら三等空くう尉いです。本日付で小こ松まつ基地に着任しました」

「ご苦労。技本の知ち寄よりだ。急な招集ですまなかったな。荷物は届いている。スタッフに宿舎まで案内させよう」

「恐きよう縮しゆくです。……イーグル！」

　青年が振ふり向むくとコクピットからもう一つの人ひと影かげが立ち上がった。

　金きん髪ぱつの少女だ。

　宝石を思わせる碧へき眼がんとぷっくりとした唇くちびる。白い肌はだに真夏の陽光が映はえている。ウェービーな髪かみを揺ゆらしながら少女はエプロンに降り立った。
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　青年が機体に顎あごをしゃくってみせる。

「レーダーのノイズが普ふ段だんよりコンマ０２％多いと言っていただろう。診しん断だん結果を技官に提出しておけ。今までの整備レポートもあわせてだ」

「了りよう解かいです。ＢＩＴのログと突つき合わせて送付します。システムイメージは展開しますか？」

「不要だ。ベースフォーマットは既すでに共有されている。差分がありそうなところだけ送ればいい」

「承知しました」

　無表情に答えて沈ちん黙もくする。冷ややかな面おも持もちはグリペンと同じ、アニマのものだ。だがあの桃もも色いろ髪がみの少女より更さらに空気が硬かたい。まるで金属でできているようだ。魂たましいも感情も何一つ感じ取れない。生物の持つ熱量がない。

　一いつ瞬しゆん視線が合う。

　ぞくりと身体からだが震ふるえた。緑色の瞳ひとみに底知れぬ虚きよ無むを感じる。死体かマネキンにでも見つめられた気分。

「行くぞ」

　北きた浦うらと名乗った青年が少女に呼びかける。金きん髪ぱつのアニマはまばたき一つせず視線を逸そらした。そのまま青年の後ろについていく。

「まるでロボットだな。刷りこみのしすぎだ」

　凍いてついた心に女の声が響ひびく。気づけば知ち寄よりがすぐそばに立っていた。白衣のポケットに手を突つっこんだまま二人を見送っている。

「刷りこみ？」

　鸚鵡おうむ返がえしの質問に、ふんと鼻を鳴らされた。

「インプリンティングと言ってな。アニマに対する精神的な枷かせだよ。人間の言うことには絶対服従、感情を殺し、自じ我がを潰つぶし、ただ奉ほう仕しするだけの存在となる」

「安全装置みたいなものか」

「だな。まぁハードではなくソフトウェアで実装しているが」

「ふぅん」

　確かに敵性技術を利用するのだ。なんらかのストッパーがなければ危なくて使えないだろう。自分とのＥＧＧロックしかり、今のインプリンティングしかり。

　だが。

「なんだろう、グリペンとはちょっと雰ふん囲い気きが違ちがうな」

「ほお？」

「同じ無表情でもグリペンの方が感情豊かに思える。いや、そう見せてるだけかもしれないが、少なくとも奴やつの機き嫌げんがいいか悪いかくらいは分かる。さっきのアニマからは何も感じ取れない。本当にプログラムで喋しやべってるみたいだ」

「よい観察眼だ、三さん尉い」

　知ち寄よりは口元の笑えみを大きくした。

「君の感覚は当たっている。確かにグリペンは他のアニマとは違ちがう。言語エンジン関連の齟そ齬ごがあったからな。我々の刷りこみが十分には機能していないんだ。感情や自じ我がが少なからず残っている。表情こそあんな感じだがな」

「おい！　それ大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　安全装置が働いていないということだろう。好き勝手に歩き回らせていいのか？　今すぐにでも再調整すべきではと思ったが。

　知ち寄よりは「さてね」と肩かたをすくめた。

「一体何をもって大だい丈じよう夫ぶと判断するのかな。ザイのコアはブラックボックスだ。それを力ずくで抑おさえつけるのがよいか、私は明確な結論が出せずにいてね。君はどう思う？　危険な活火山が目の前にあったとして、そこに蓋ふたをするべきか、あるいはガス抜ぬき用の孔あなを作るべきかと問われたら」

　知るかよ。

「普ふ通つう、そのあたりの結論が出てから新兵器をリリースするんじゃないか」

「ははっ、道理だな。だが我々には道理を追つい及きゆうしている時間がない。完成度七割の兵器でも役に立つなら実戦投入すべきだ。十割を目指す間にこの国が焼け野原になったらなんの意味もない」

　ああ言えばこう言う。

　不作さく為いを糾きゆう弾だんしていたつもりで気づけば逆に諭さとされている。頭がこんがらがってくる。苛いら々いらしてきた。

（どうでもいいか）

　グリペンの整備は日々技本が行っている。どうせ刷りこみが不十分なところも加味してチェックされているのだろう。今いま更さら自分が気にする話ではない。

「で？」

　異形のＦ‐15を見上げ。

「こいつは一体なんなんだ？　交代要員を送りこまれるほどヘマはしていないはずだが」

「那な覇は基地のドーター試験機だよ。Ｆ‐15ＤＪ‐ＡＮＭイーグル。一足早くロールアウトして実戦テストを繰くり返していた。そこそこ優ゆう秀しゆうな結果を出していたが、やはり我々の手元に置いていないと解かい析せき・インプルーブメントが難しくてな。こっちに呼び寄せたわけだ。つまり技本の人手不足が全ての元げん凶きようだよ。全基地にドーターの整備・研究部隊を置ければいいんだが、そうもいかない」

　片手でドーターの機首をなでる。

「ま、しみったれた話はさておき戦力は増える。北きた浦うら三さん尉いは優ゆう秀しゆうな人材でな。原隊にいた時は一戦せん闘とうでザイを三機墜おとしたこともあるらしい。無論、通常のＦ‐15Ｊでだ。君にとっても心強いバックアップになるだろう。仲よくやってくれ」

「はぁ」

「新人いびりとかするんじゃないぞ」

「しねぇよ。なんだ、いきなり」

「はみ出し者がスポットライトを浴びると得てして後続を潰つぶしたがるからな。自分の座を奪うばわれるんじゃないか、またもとの不ふ遇ぐう時代に戻もどるんじゃないかと訝いぶかって」

「そういうのは……本当どうでもいいんだよ」

　結局ザイを一機でも多く墜おとせればいいのだ。そのためのツールが敵の部品だろうが新参のドーターだろうが興味はない。知ち寄よりと以前話した通りだ。手段を選ばず、犠ぎ牲せいを厭いとわず、使える物は全て使う。

　そう、極論自分の命さえも。
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　夜、技本宿舎を出て隊員クラブに向かった。

　本来なら整備部隊とグリペンのセッティングを詰つめる予定だったが、イーグルの受け入れが優先ということでキャンセルされてしまったのだ。トレーニングをしようにもいまいち気分が乗らない。気づけば身体からだがアルコールを求めていた。

　平日夜のクラブは閑かん散さんとしていた。一昔前の歌か謡よう曲きよくが流れる中、カウンターに着席、ハイボールを注文する。運ばれてきたジョッキを照明にかざすと大おお振ぶりの氷が音を立てて揺ゆれた。からからと涼すずしげな響ひびきが喉のどの渇かわきを煽あおる。

　そういえば随ずい分ぶん酒はご無ぶ沙さ汰ただったな、と思う。ここ数ヶ月、ずっと緊きん張ちようの連続で落ち着いて酔よえる暇ひまなどなかった。今だって頭の芯しんは覚めている。何かあればすぐハンガーに飛んでいかなければと考えている。

『金属疲ひ労ろうってあるだろ。ずっと力をかけ続けていると硬かたい鉄でもパキンと折れちまうって。蛍ほたる橋ばしを見てると同じ危あやうさがあるんだよな。戦せん闘とう一いつ辺ぺん倒とうでいつか心が壊こわれちまうんじゃないかって。たまには気を抜ぬけよ。頭空っぽにして、酒でも飲んでさ』

　中なか山やまの忠告が頭に浮うかんだ。そうか、丁度この席で言われたんだっけ。隣となりに座すわって、人の肩かたをバンバンと叩たたきながら。

　バディ。

　今はもういない自分の相棒。

（グリペンがその代わりになる……？）

　どうにも現実味がなかった。整備の親おや父じにはああ言われたが、実際彼女かのじよが中なか山やまのような存在になれるとはとても思えなかった。たとえば今あいつが橫に座すわり「飲め飲め」と肩かたを叩たたいてきたら？　しかつめらしい顔で説教してきたら？　違い和わ感かんしか覚えない。逆にイラっと来そうだ。

（気軽にバディなんて言葉を使わないでほしいな）

　自分にとってそれは特別な言葉だ。ただの友人や仲間ではない。魂たましいの双ふた子ご的な存在。出会って一月程度の人形に与あたえられる称しよう号ごうでは断じてないはずだ。

　もやもやした気分で酒をあおっていると背後で扉とびらの開く音がした。

「おや、蛍ほたる橋ばし三さん尉い」

　快活な声が響ひびく。オールバックの青年が入り口脇わきに立っていた。涼すずしげな目元と高い鼻び梁りよう。引き締しまった口元に人好きのする笑えみが浮うかんでいる。後ろには金きん髪ぱつの少女が続いていた。昼間、エプロンで見た顔だ。那な覇は基地のテストパイロット、北きた浦うら。そしてアニマ、イーグル。

　北きた浦うらは嬉うれしそうに近づいてきた。

「奇き遇ぐうだな、こんなところで会えるなんて。一度話したいと思ってたんだ。同じ立場の人間──ドーターライダーなんてまず、いないから。……ああ、すまない、僕ぼくは」

「北きた浦うら三さん尉いだろ。Ｆ‐15ＤＪ‐ＡＮＭパイロットの」

　おや、と目を見開かれた。

「知ってるんだ」

「丁度そっちが到とう着ちやくした頃ころにエプロンにいたんだ。知ち寄より技官から聞いたよ。随ずい分ぶん那な覇はで活かつ躍やくしてたそうじゃないか」

「運がよかっただけさ。蛍ほたる橋ばし三さん尉いこそかなり撃げき墜つい数を稼かせいだって聞いてるぜ。新しい戦術もどんどん使いこなしてるとか」

　肩かたをすくめると北きた浦うらは周囲を見み渡わたした。

「一人かい？」

「ああ」

「迷めい惑わくじゃなければお邪じや魔まさせてもらえないかな。挨あい拶さつ代わりに乾かん杯ぱいでもしたいんだけど」

「別に、構わないが」

　北きた浦うらは横並びに腰こしかけた。一つ向こうの席にイーグルが着く。金きん髪ぱつのアニマは相変わらずマネキンのように押おし黙だまっていた。

「僕ぼくらの勝利に」

　運ばれてきた飲み物を北きた浦うらが持ち上げる。きざったらしいなと思いつつもジョッキの縁ふちを合わせた。北きた浦うらはうまそうにハイボールをあおった。

「蛍ほたる橋ばし三さん尉いは」

「蛍ほたる橋ばしでいい。どうせ配属も同じだ」

「じゃあ僕ぼくも北きた浦うらで。蛍ほたる橋ばしはアニマを連れて歩かないのかい？　整備の予定が入ってないなら飲みくらい付き合わせればいいのに」

「アニマを？　飲みにか？」

　考えてもみなかった。

「何が楽しいんだ、それ」

「酌しやくくらいさせられるだろう。愛あい想そはともかく見た目はこんな感じだし。男所帯の自衛隊で女を連れ歩ける特権は僕ぼくらくらいのもんだぜ。有効に使わないと」

「ふぅん」

　そんなものかと思いつつ、やはりピンと来ない。人形を橫にはべらして飲んでも虚むなしいだけだろうに。

「あいつといると任務のことを思い出すからな。オフの時間くらい一人でぼうっとしたいんだ」

「ふむ。ま、そういう考え方もあるか」

　北きた浦うらはうなずいてグラスを空けた。ペースが速い。唇くちびるをぬぐってもう一杯ぱいオーダーする。

「にしてもこっちの隊員クラブはいいな。落ち着いて飲める。やけっぱちに騒さわいでる連中も暴れてる馬ば鹿かもいない」

「？　那な覇はは違ちがうのか」

「殺さつ伐ばつとしてるよ。日々状じよう況きようが悪くなっているからね。グラウンドクルーもパイロットも全員疲つかれ切っている。正直とっとと引き揚あげてこられてほっとしてるよ。あのままいたら撤てつ退たい戦の殿しんがりを任されてるところだった」

「撤てつ退たい？」

　どういうことだ。

　北きた浦うらは意外そうに眉まゆを持ち上げた。

「聞いてないのか？　もうすぐ沖おき縄なわの日米軍拠きよ点てんは放ほう棄きされるよ。台たい湾わんが陥かん落らく寸前だからね。このままいくと那な覇はや嘉か手で納なの飛行場が日常的に空くう襲しゆうを受けかねない。実際その兆候は見えていたしね。僕ぼくやイーグルを引き揚あげさせたのも不測の事態を想定してって話さ」

「知ち寄よりは技本の人手不足が原因だと言ってたぞ」

「そんなの表向きさ。那な覇はの航空隊が少しずつ本土に引き揚あげてるのも『整備』って名目だし。本当のことを公おおやけにしてみろよ。沖おき縄なわ全域がパニックになる」

　北きた浦うらは皮肉な笑えみを浮うかべた。

　さぁっと酔よいが覚めていく。沖おき縄なわの基地は日本を守る要石の一つだ。それが放ほう棄きされる。城じよう壁へきの一画が崩くずれる。事態の重大さに息が止まりそうだった。

「撤てつ退たい、撤てつ退たい、撤てつ退たい」

　北きた浦うらは歌うような口調で言った。

「どこもかしこも負まけ戦いくさばかりだよ。でもここ、小こ松まつは別だ。僕ぼくら二人のドーター乗りがいるからね。ザイがどれだけ押おし寄よせてきてもきっちり跳はね返してみせる。楽しみだな。すごい戦果を上げられると思うんだ。技本のバックアップを受けて、どんどん新しい戦術を取り入れて」

「……」

「教えてくれよ。今までどんな戦せん闘とうをこなした？　何かイーグルにも応用できそうな戦技はあるかい？　使い勝手のいい装備があれば是ぜ非ひ知ち寄より技官につけてもらおうと思うんだ。もう早さつ速そく明日からでも」

　無む邪じや気きな問いに戸と惑まどいつつ答えていく。

　二杯はい、三杯ばいとアルコールを消費するうちに、北きた浦うらはどんどん陽気になっていった。白い顔を紅潮させて声を大きくする。もとより笑い上戸なのか些さ細さいなことにも手を叩たたき大喜びしてみせた。三十分もすると北きた浦うらは完全にできあがっていた。姿勢を崩くずし、頭を振ふって。

「蛍ほたる橋ばしは堅かたいなぁ！　真面目すぎるだろう！」

　もどかしそうに天てん井じようを仰あおぎ。

「僕ぼくらは選ばれたんだぜ。もっと状じよう況きようを楽しむべきだろ。最強の戦せん闘とう機に最高のサポート体制、望めば大たい概がいのことは叶かなえられる。原隊にいたころじゃ考えられない待たい遇ぐうだ。僕ぼくらは本当にラッキーだよ」

「ラッキー？」

「だってそうだろ。イーグルドライバーはパイロットの頂点なんて言われているけど、それでも空自全体で何百人といるんだ。誰だれか一人を特とく別べつ扱あつかいになんてできやしない。だけどドーターライダーは別だ。何せ僕ぼくと君、二人しかいないんだから。割り当てられるリソースも比ひ較かくにならない」

「……そんな風に考えたこともなかったな」

「だろ！　だから真面目すぎるんだよ、蛍ほたる橋ばしは。冷静に考えれば僕ぼく達たちがどれだけ恵めぐまれているか分かるはずだ。今の状じよう況きようの楽しみ方もな」

　北きた浦うらは傍かたわらの少女を引き寄せた。細い肩かたを抱だき、野や卑ひな笑えみを浮うかべつつ。

「君は自分のアニマにはまだ手を付けてないのか？　意外と悪くないぜ。反応がないのが玉に瑕きずだけど身体からだは本物だ」

　片手で少女の胸をつかむ。華きや奢しやな首筋を味わうように鼻を近づけた。指先が膨ふくらみの頂をいじる。金きん髪ぱつのアニマは顔色一つ変えなかった。ただ黙もく然ぜんとなされるがままになっている。

「まぁそっちのアニマは幼すぎるからこういう楽しみ方はできないのかもしれないけどな。よかったらこいつを貸してやろうか？　一晩くらいなら構わないぜ」

「……」

　苦い物が喉のどの奥おくからこみあげてくる。胸がむかむかしてきた。下水かゴミための中でものぞきこまされた気分。

　耐たえきれない何かを感じ席から立っていた。

「悪い、飲みすぎたみたいだ。今日は引き揚あげる」

　北きた浦うらは目を丸くした。毒気を抜ぬかれた様子で。

「そうか。残念だな。まぁまたゆっくり飲もうぜ。色々情報交こう換かんもしたいしな」

「ああ」

「おやすみ」

「おやすみ」

　外に出ると夜風が吹ふきつけてきた。冷えた空気がありがたい。澱よどんだ感情を吐はき出すように深呼吸した。

（なんなんだ、あれ）

　同じドーターライダーだと？　俺おれがあんなゲス野や郎ろうと同類だって言うのか。勘かん弁べんしてくれ。

　足あし下もとの石を蹴け飛とばす。乾かわいた音が夜の帳とばりに吸いこまれていった。

　辱はずかしめられるままだったイーグルの姿が脳のう裏りに浮うかぶ。ガラス玉のような目でじっと虚こ空くうを見つめていた。一体何を考えていたのだろう。いや、何も考えていなかったのか？　〈刷りこみ〉とやらで自じ我がを殺されているから特段感情も抱だかなかった。快も不快も覚えなかった。であれば特に外野が気にする話でもないのだろうが。

（本当にそうなのか？）

　知ち寄よりはインプリンティングのことを「精神的な枷かせ」と呼んでいた。枷かせである以上、元の感情が消え去るわけではない。怒いかりも悲しみも憎にくしみも、抑よく圧あつされているだけで確実に存在し続ける。

　だとすればあまりに残ざん酷こくだ。苦痛を覚えながら悲鳴も上げられない。逃とう走そうも抵てい抗こうも許されない。彼女かのじよ達たちの命運を決するのはただ乗り手の良心だけ。仮にグリペンが北きた浦うらのようなパイロットを戴いただいていたらさっきのごとき扱あつかいを日常的に受け続けていたということだろう。

　最悪だ。

　悪夢のような想像を振ふり払はらい、だが一方で自分はどうなのかとも思う。俺おれも別にあいつの気持ちなど汲くんじゃいない。ただの機き載さいコンピュータ、自動人形として扱あつかっている。感情なんて知るものか、おまえは操縦のサポートに徹てつしていればいい、と。

（もしあいつが本当に心を持っていたら）

　……。

　気づけば足が技本棟とうに向いていた。

　昼間のやりとりが思い起こされる。『相談がある』とグリペンは言っていた。いつになく思い詰つめた様子だったから、あるいは急を要していたのかもしれない。話くらいは聞いてやるか。いや、別にアニマが心を持っていると認めたわけではないが、にしても日ひ頃ごろのメンテナンスくらい必要だろう。道具だってケアを怠おこたれば傷いたみが早くなる。そう、あくまでメンテの一いつ環かん、任務の範はん囲いだ。

　技本の執しつ務む棟とうにたどりつく。急ごしらえのプレハブから煌こう々こうと明かりが漏もれていた。無人のエントランスを通過、検査施し設せつにたどりつくと当直の技本スタッフに目を見開かれた。

「蛍ほたる橋ばし三さん尉い？」

「悪いな、アポもなしに。ちょっとグリペンと話したいんだが、会えるか」

「グリペンですか」

　微び妙みような反応が返ってきた。戸と惑まどいがちに口ごもり言葉を探している。

　違い和わ感かんを覚えて眉まゆをひそめた。

「なんだ、俺おれには会いたくないとでも言ってるのか？」

「そういうわけではありませんが」

「じゃあいいだろ。取り次いでくれ」

「失礼ですが三さん尉い、ご用件はなんでしょう」

　口調に緊きん張ちようと警けい戒かいを感じる。そこで初めて歓かん迎げいされていないことに気づいた。目の前のスタッフは自分に負の感情を抱いだいている。

　なんだ？　わけが分からないまま用向きを告げる。

「昼間グリペンに『相談がある』と言われたんだ。だから時間を作ってやってきた。あいつがもういいって言うなら別に構わないが」

　技本スタッフはうかがうようにこちらを見ていたが、ややあって肩かたの力を抜ぬいた。「ご案内します」と言って踵きびすを返す。

　無言であとに続いた。前室を抜ぬけ、セキュリティドアをくぐる。隔かく離りスペースに入るとさすがに妙みようだと思えてきた。なぜこんなところに？　彼女かのじよ一人で精密検査をするような予定は入っていなかったはずだが。

「どうぞ」

　間ま仕じ切きりの奥おくに通されて絶句した。

　グリペンがベッドに横たわっている。酸素マスクと点てん滴てきの管に繫つながれ昏こん睡すいしていた。白い顔に血の気はない。心電図の音が弱々しく響ひびいている。

「なんだよこれ」

　質問の声はかすれていた。予想外の光景に思考が追いついてこない。

「なんでこんなことになっているんだ」

「ＥＧＧの暴走抑よく止しですよ」

　技本スタッフの声は冷たかった。

「三さん尉いと離はなれている時間が長くなりすぎましたから、ＥＧＧの振しん幅ぷくが閾しきい値ちを超こえているんです。このままいくと自傷行動に繫つながりそうだったので鎮ちん静せい剤ざいを投とう与よしました。まぁ根本的な原因が解決されない以上、気休めでしかありませんが」

「どうして」

　詰きつ問もん口調で問いかける。

「俺おれはちゃんとこいつとの調整プログラムをこなしていたはずだぞ」

「ええ、だから意識障害には陥おちいりません。ですが三さん尉いと離はなれていればいるほどＥＧＧは不安定になるんですよ。脳内のノイズが大きくなり耐たえがたい苦痛に苛さいなまれる。ここ一週間は特にひどかったと思います。発熱と嘔おう吐とを繰くり返していましたから」

「そんな話、聞いてないぞ」

「でしょうね。グリペンが言うなと言いましたから」

　突つき放はなすように告げられた。

「三さん尉いの負担になりたくないそうですよ。自分が我が慢まんすればすむ話だからと。蛍ほたる橋ばし三さん尉いは『地上で馴なれ合うな』と仰おつしやったんですよね。それを愚ぐ直ちよくに守っていたわけです。結果がこの有あり様さまですよ。こういう言い方は彼女かのじよの意に沿わないと思いますがね、あえて言わせていただきます。ご満足ですか」

　もはや技本スタッフは不快の念を隠かくそうともしなかった。ずっと我が慢まんしていたのだろう。憎にく々にくしげにこちらを睨にらみつけている。

　息ができなかった。自分の言動が何を引き起こしたか、どういう事態に繫つながっていたのか、今いま更さらながら理解されてくる。午前中のフライトでグリペンが一いつ瞬しゆん見せたフリーズ、そしてすがるようにかけてきた声。全ては彼女かのじよが限界に達しつつあったから、タイムリミットが近づいていたから。俺おれの負担にはなりたくない。だがどうにも我が慢まんできない。だから相談を持ちかけた。そんな歩み寄りを自分は一方的に切り捨てた。

「俺おれは」

　喘あえぐように出した声は続かなかった。目の前の光景はあらゆる言い訳を容よう赦しやなく打ち砕くだいてくる。昏こん睡すいする少女は白んだ顔を照明のもとにさらしていた。




　　　　　　　　　　＊




　朝日が検査室に差しこんでいる。

　眩まばゆい陽光に目をすがめグリペンは身体からだを起こした。ずりおちたシーツの下に点てん滴てきの管は見えない。酸素マスクも取り外され、ただ関節のガーゼだけが治ち療りようの跡あとを示している。

　怪け訝げんな面おも持もちで視線を巡めぐらせた。意識が澄すんでいる。普ふ段だん覚える重圧が、苦痛が明らかに薄うすらいでいた。まるで頭にかかったフィルターを剝はがされたようだ。いつもと同じ風景が華はなやいで見える。

「……？」

　ふっと部屋の入り口に人ひと影かげが見えた。屈くつ強きような男がパイプ椅い子すに座っている。仏ぶつ頂ちよう面づらで携けい帯たい端たん末まつをいじっていた。こちらの覚かく醒せいに気づいたのか、面めん倒どうくさそうに眉まゆをもたげる。

「なんだ、起きたのか」

「三さん尉い？」

　蛍ほたる橋ばし三さん尉いだった。一いつ瞬しゆんここがどこだったか混乱する。なぜ三さん尉いが自分のそばにいるのか。ひょっとしてハンガーで眠ねむってしまったのか？　いや。

「顔色は悪くないな。気分はどうだ？　頭痛はまだあるか」

「ううん」

「そうか。さっき技本の技師が来て一通り検査をすませていったぞ。特に大だい丈じよう夫ぶだって言っていたが気になることがあれば言えよ。呼んできてやる」

「……」

　わけが分からない。だが今の体調と状じよう況きように鑑かんがみれば答えは一つだ。信じがたい想像を疑問の形で口にする。

「三さん尉い、ずっとそばにいてくれたの？」

「ああ」

「なんで」

「寮りようの隣となり部屋が騒そう々ぞうしくてな。仕事に集中できないから避ひ難なんしてきた。おまえとの調整でいちいち往復する時間ももったいないしな。しばらくここにいさせてくれ。特に気は遣つかわなくていいから」

　指先で携けい帯たい端たん末まつの画面をいじっている。蛍ほたる橋ばしはしばらく沈ちん黙もくしていたが、ややあってふと気づいたように「ああ」と声を上げた。

「そういえばおまえあんまり食ってないんだって？　朝飯も抜ぬきで下手すると一日一食だって聞いてるぞ。だからそんなひ弱なんだよ。もうちょっと食え、そして育て。ちなみに今は？　腹減ってるか？」

「普ふ通つう」

「じゃ朝飯にしよう。俺おれも食う」

　言うなり足あし下もとのレジ袋ぶくろを取り上げる。つかつか歩み寄るとサイドテーブルに袋ふくろの中身をばらまいた。

「おにぎり、サンドイッチ、唐から揚あげ。食えない物はあるか？　ないなら適当につまめ。余った分は俺おれが片づける。とにかく喉のどを通りそうなものを片かたっ端ぱしから腹に詰つめこめ。体調不良なんてものはな、九割方食い物で治るんだよ。腹十二分目くらいに食っときゃ大たい概がいの病気は予防できる」

「……」

「あとおまえ、とにかく発育不良だからいっぱい乳製品補給した方がいいぞ。甘あまいのが好きならこのヨーグルトでも飲んどけ。胸が大きくなるから」

　ぽんと白いボトルを渡わたされる。紙のパッケージに「飲むヨーグルト」の文字がプリントされていた。デフォルメされた牛のキャラクターが胸を張り「大きくなるよ！」と言っている。

　不意になんとも言えない憤いきどおりを覚えた。シーツを引き上げ頭にかぶる。

　赤くなった顔を見られないようにぼそりとつぶやく。

「……とても失礼」
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「ターゲット視認インサイト、２オクロック」

　狭せまいコクピットにグリペンの声が響ひびく。蛍ほたる橋ばしは視線を走らせスティックを倒たおした。傾けい斜しやする風景の中を光点が接近してくる。二機、制空戦型だ。一呼吸してマイクのスイッチを入れる。

「敵機発見タリホー。ＢＡＲＢＩＥ０１は迎げい撃げきに移る。スクールバスは進路そのまま、０２は引き続き増ぞう援えんを警けい戒かい」

『スクールバス、ラジャ』

　無線越ごしに四発の大型輸送機が答える。青天白日の国こく籍せきマークを持つＣ‐１３０Ｈは撤てつ退たい中の台たい湾わん軍機だ。ここ一週間で台たい湾わん島とう脱だつ出しゆつの動きが加速している。海路・空路を問わず日本への便が増加していた。必然護衛役の空自も出番が多くなる。特に要人や貴重品の護送は小こ松まつのドーター隊が駆かり出されるのが常だった。

　彼ひ我がの位置関係を整理し戦せん闘とうに突とつ入にゆうしかけると、無線が飛びこんできた。

『０２より０１、周囲に他の敵機は見受けられない。こちらも要よう撃げき戦に参加したい。許可を』

　またか。

　ＢＡＲＢＩＥ０２──北きた浦うらの声に嘆たん息そくしたくなる。護衛任務だと言っているのに、あの男はいつもザイとの戦せん闘とうを優先したがる。空戦にかまけて守るべき対象が墜おちたら元も子もないだろうに。だが北きた浦うらの頭は新たな戦術を試ためすこと、戦果を上げることでいっぱいのようだった。

「０１より０２、スクールバスを裸はだかにはできない。役割を変へん更こうしてもいいが、今回はこっちの方が敵に近い。任せておけ」

『……０２、ラジャ』

　舌打ちとともに無線が切れる。不安そうなグリペンに「気にするな」と答えた。

「まだ護衛任務は続くしな。次は要よう撃げきに回らせてやれば機き嫌げんもよくなるさ。今は目の前の敵に集中、いいな」

「うん」

「ＢＡＲＢＩＥ０１、エンゲージ」

　スロットルを開き機体を加速させる。空気の粒つぶが唸うなりを上げキャノピーを叩たたいてきた。しばらくして接近中の敵機がターゲットコンテナにつかまる。ビーとビープ音が響ひびき渡わたった。

　ミサイル発射。

　初しよ撃げきはさすがに距きよ離りがありすぎたのか、目標をとらえるには至らない。ガラス細工の翼つばさがブレイクし爆ばく発はつをかわす。だがそれも計算のうちだ。敵機の機動がブレた隙すきに距きよ離りを詰つめる。絶対必中圏けんにターゲットをとらえ、再度発射ボタンを押おしこんだ。白はく煙えんをたなびかせミサイルが飛ひ翔しようしていく。今度こそ撃げき墜ついできると思ったが。

「何」

　ザイ機のシルエットが変化する。翼つばさがすぼまり鏃やじりのような形状になった。翼よく端たんが下がりエンジンノズルがすぼまる。後部から炎ほのおを吐はき出したかと思うとものすごい勢いで加速し始めた。

　ゴオッと爆ばく音おんを響ひびかせて航こう跡せき雲が遠ざかる。ミサイルは追つい随ずいできない。推進剤ざいを使い果たしあえなく自じ爆ばくする。

「なんだありゃ」

　呆あつ気けに取られているとグリペンが答えた。

「スクラムジェット。大気の超ちよう音速燃ねん焼しようで推力を産み出す。多分新型、理論上マッハ15までの加速が可能」

「マッハ15だと！」

　こちらの七倍以上のスピードだ。ミサイルの最高速度も優に超こえる。あんな勢いで飛び回られたらとても対処できない。

　ぞっとなるもグリペンの声は冷静だった。

「心配いらない。燃ねん焼しよう速度の関係上、スクラムジェット使用時は通常の燃料を流用できない。緊きん急きゆう用の水素燃料を消費しているはず。あんな加速を長くは続けられない」

　言葉通り相手の速度が鈍にぶる。白はく煙えんを断続的に吐はき出し慣性飛行に移った。

　落ち着いて敵機の未来位置に機体を近づける。急な軌き道どう変へん更こうを警けい戒かいしつつ照準、ロックオン。

「ＦＯＸ２」

　三度目の正直。ミサイルは長く煙けむりをたなびかせ目標に重なった。炎ほのおの華はなが弾はじけガラス細工のシルエットを打ち砕くだく。

「グッドキル」

　ほっと肩かたの力を抜ぬく。種が分かれば大したことはない。むしろ敵機の急加速に振ふり回される方が危険だろう。いたずらに燃料を浪ろう費ひし反はん撃げきの機会を逃のがすことになる。

　帰き還かんしたら技本にレポートしなければ。とりあえず残りの一機を追い払はらって、と思った瞬しゆん間かん。

『ＢＡＲＩＢＥ０２より０１、援えん護ごに入る。敵新型機を叩たたく』

「なんだと」

　振ふり向むくと山やま吹ぶき色の機き影えいが接近していた。北きた浦うらの機体だ。翼よつ下かのミサイル・シーカーが陽光に煌きらめいている。

「あの馬ば鹿か！」

　データリンクで新型機出現の報を見て我が慢まんできなくなったのか。護衛対象を放置して突つっこんでくる。輸送機は無事なのか？　他方面から敵は迫せまっていないのか。戦術マップのスケールを縮小して、ぎょっとなった。

　赤いマーカーが複数、輸送機に向かっている。長ちよう距きよ離り空対空ミサイルだ。どこか遠えん距きよ離りから発射されたのか。母機の姿は見えない。大型のアウトレンジ用ミサイルであれば大した機動性もないだろうが、かといって鈍どん重じゆうな輸送機では回かい避ひもままならない。こちらの焦しよう燥そうを嘲笑あざわらうように真っ赤なマーカーは刻々と近づきつつあった。

（だから言わんことじゃない！）

　必死で旋せん回かい、輸送機のもとに戻もどろうとする。だが先ほどまでの迎げい撃げき戦せん闘とうで距きよ離りを取りすぎた。間に合わない。火器管制レーダーに敵ミサイルをとらえられない。

　まずい。

　すっと血の気が引いた瞬しゆん間かん、山やま吹ぶき色の機体がのけぞった。陽光に角張った腹がさらされる。仰あお向むけの姿勢のままＦ‐15ＤＪは背後の空を見み据すえた。

『最優先防ぼう御ぎよ対象、スクールバス。アイ・ハブ・コントロール、援えん護ご射しや撃げきに入ります』

　機械的な声はイーグルのものだ。一いつ瞬しゆんおいて胴どう体たい上のミサイルが次々と撃うち出される。

　全部で八発。

　白くたなびく排はい気き煙えんははるか彼方かなたの空に至り信管を作動させた。連続で生じた火球が炎ほのおの壁かべを作る。アクティブ・ホーミングではない。原始的な時限信管だ。熱と金属片の単純な弾だん幕まく。だが敵の長ちよう距きよ離りミサイルは回かい避ひすることもできずそこに飛びこんだ。

　戦術マップから赤い反応が次々と消えていく。

　やった。命中した。墜おとしたのか。

　いや、まだ何発か残っている。

「スクールバス、ブレイク！」

　フルスロットルで黒こく煙えんの残る空に突とつ入にゆう、敵てき弾だんと輸送機の間に割りこむ。長ちよう距きよ離りミサイルはもはや肉眼で子細を確認できるほど接近していた。四枚羽根を唸うならせ突とつ進しんしてくる。

「グリペン！　ＦＯＴＤだ。ローンチ！」

　翼よく端たんにあるキャニスターから魚ぎよ雷らいのごとき円えん筒とうが機体後部に吐はき出される。曳えい航こうワイヤーが長く伸のび空を切り裂さいた。電波シグナルの放射を確認して機体を急旋せん回かいさせる。あたかも投げ縄なわのようにワイヤーがしなり敵てき弾だんの前に円えん筒とうを運んだ。

　突とつ如じよ現れた電波発信源──曳航型デコイＦＯＴＤに敵シーカーは幻げん惑わくされた。輸送機との距きよ離りが瞬しゆん時じに縮まって感じられたのだろう。事前のプログラムに従い弾だん頭とうを起き爆ばくさせる。その頃ころにはもうこちらは来た道を戻もどっている。背後で続け様に激しい爆ばく発はつが生じた。

「敵長ちよう距きよ離りミサイルを全て撃げき破は。スクールバスは……健在」

　グリペンの声から緊きん張ちようが抜ぬける。今いま更さらながら冷ひや汗あせが噴ふき出してきた。間かん一いつ髪ぱつだ。心臓に悪すぎる。

　少し遅おくれてイーグルが戻もどってきた。ミサイルは減っていないから敵機を逃のがしたのか。いずれにせよ周辺に更さらなる脅きよう威いは見えない。

「結果オーライだがたまらんな。北きた浦うらの野や郎ろう、あんな芸当ができるなら最初からきちんと護衛しろっての。ったく」

　時限信管による弾だん幕まくは見事だったが、できればあんな技を使わずにすませてもらいたい。エスコート任務は戦技競技会でも戦術研究の場でもないのだ。

　愚ぐ痴ち交じりの感想にグリペンはだが、「違ちがう」と返してきた。

「あれは北きた浦うら三さん尉いの操縦ではない」

「あ？」

　どういうことだとバックミラーを見つめる。桃もも色いろ髪がみの少女は静かに双そう発はつのドーターを眺ながめていた。

「イーグルがドーターのコントロールを奪うばった。事前にインプットされていた作戦目的と北きた浦うら三さん尉いの行動が異なったため。緊きん急きゆう避ひ難なんで機体の制せい御ぎよを受け持った」

「それは」

　パイロットの意思に逆らったということか？　刷りこみを受けたアニマが？

　ありえないと言いかけて、だがすぐそうでもないのかと思い直す。人間の命令には絶対服従と言っても、複数人に真逆の指示を出されれば従いようもない。今回は司令部の命令と北きた浦うらの操縦が相反し、より現実的な方を優先したということだろう。ある意味、安全機構フエイルセーフが働いていると言える。彼女かのじよ達たちと付き合う上では明るい材料だが。

（北きた浦うらはどう感じているのか）

　アニマを嗜し好こう品と断じてはばからなかったあの男は。

　視線を巡めぐらせる。降り注ぐ陽光のもと、山やま吹ぶき色のＦ‐15ＤＪは不気味なほど静かに沈ちん黙もくしていた。




「この野や郎ろう！　ふざけんなよ！」

　エプロンに降り立った瞬しゆん間かん、怒ど声せいが響ひびいてきた。

　Ｆ‐15ＤＪ‐ＡＮＭの周りに人だかりができている。装具を外すのももどかしく駆かけ寄よると、しゃがみこむイーグルの姿が見えた。頰ほおを押おさえ鼻血を出している。流れ出た鮮せん血けつがぽたぽたとアスファルトを染めていった。

　殴なぐられたのか。

　誰だれに、と問うまでもなかった。パイロットスーツの手がイーグルの襟えりをつかむ。北きた浦うらだ。眼鏡の奥おくの目が吊つり上がっている。乱暴にイーグルを引き起こすと顔の高さにつかみ上げた。

「勝手な機動取りやがって。誰だれがそんなことしろと言った？　おまえの主人は誰だれだ。え？　言ってみろよ！」

　苛いら立だたしげに突つき放す。華きや奢しやな身体からだがエプロンに転がった。髪かみ留めのリボンがほどけ、豪ごう奢しやな金きん髪ぱつが広がる。だがイーグルは顔色一つ変えなかった。相変わらず無表情に身体からだを起こそうとする。その姿がより一層怒いかりを煽あおったのだろう。北きた浦うらが唸うなった。グローブの拳こぶしが握にぎりしめられる。まずい、殴なぐられる。駆かけ寄よりかけた瞬しゆん間かん、傍かたわらをペールピンクの風が走り抜ぬけた。

（え？）

　グリペンがイーグルの前に立ちふさがっていた。両手を広げじっと眼前のパイロットを睨にらみつけている。

「なんだおまえ」

　北きた浦うらの顔に戸と惑まどいの色が過よぎった。桃もも色いろ髪がみのアニマを上から下まで見回し。

「邪じや魔まだ。どけ」

　どすのきいた声を響ひびかせる。だがグリペンは敢かん然ぜんとかぶりを振ふった。

「イーグルは作戦命令に従っただけ。状じよう況きようから考えてあの時、他に取り得る選せん択たく肢しはなかった。この子が罰ばつを受ける理由はない」

「あぁ？」

「殴なぐられる筋合いはない、と言っている。イーグルがいなければ護衛任務は失敗していた。救われたのはむしろあなた。蛍ほたる橋ばし三さん尉いの指示を無視した挙げ句、輸送機を撃げき墜ついされかけた。あのままこの子が何もしなければ責任を問われていたのはあなたのはず。感謝しこそすれ怒おこるのは筋すじ違ちがい」

「こ、こいつ」

「北きた浦うら三さん尉いの言動は不合理、理解できない」

「黙だまれ！」

　振ふり上げられた手を間かん一いつ髪ぱつ、後ろからつかむ。指に力をこめ引き留めた。

「ほ、蛍ほたる橋ばし」

　北きた浦うらの顔が驚おどろきに歪ゆがむ。

「そのくらいにしとけ」

　なるべく冷静な口調で呼びかけた。

「いつまたスクランブルが発令されるか分からない。その時にアニマ達たちが怪け我がしてたら洒しや落れにならないだろ。イーグルが異常行動していたかどうかは技本にチェックさせればいい。俺おれ達たちの役割は機材の状じよう況きようをレポートすることまで、違ちがうか？」

　苛いら立だたしげに手を振ふり払はらわれる。北きた浦うらは荒あらい息をつき振ふり返った。憎にく々にくしげにイーグルを見つめ。

「二度と命令違い反はんは許さない。今度やったら昏こん睡すい寸前まで放置してＥＧＧを暴走させてやるからな！　覚えておけ！」

　踵きびすを返す。去り際に背後のグリペンを一いち瞥べつし。

「躾しつけがなってないんじゃないのか、蛍ほたる橋ばし。あいつこそきちんと検査した方がいいぞ。自分の立場を勘かん違ちがいしているとしか思えない」

　ブーツの靴くつ音おとが遠ざかる。濃のう密みつな敵意と憎ぞう悪おに目まいがした。だがほっとしている余よ裕ゆうはない。倒たおれているイーグルに駆かけ寄より助け起こす。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか。立てるか」

　イーグルは不思議そうにこちらを仰あおいだ。ガラス玉のような目を見開いたまま。

「問題ありません。セルフチェックの結果は全て正常です」

「正常って、おまえ」

　機械の試験をしてるわけじゃないんだぞ。殴なぐられて痛いとか辛つらいとか、そういう感情はないのかよ。

「俺おれから知ち寄より技官に言ってやろうか。もう少し北きた浦うらをなんとかしてもらえるように」

「必要ありません。北きた浦うら三さん尉いの判断基準について認識の齟そ齬ごがありました。行動アルゴリズムを修正し同様のトラブルを繰くり返さないようにします。蛍ほたる橋ばし三さん尉いにも迷めい惑わくはおかけしません。ご安心ください」

「俺おれは別に」

「失礼します」

　イーグルは丁てい寧ねいに一礼してその場を歩み去ってしまった。細い背中が北きた浦うらを追いかけるのを見て、なんとも言えない気分になる。

　こいつらは一体なんのために産み出されて戦ってるんだ。理り不ふ尽じんな暴力にさらされ、欲望のはけ口にされ、プライドを根こそぎ奪うばわれるためか。これほどの不条理に見み舞まわれながら、なおも彼女かのじよ達たちは人間という主人を敬い守らねばならないのか。

　俺おれがこいつらの立場ならどうする。かくも醜しゆう悪あくな創造主の姿を日常的に見せられたりしたら。

「三さん尉い」

　グリペンが不安そうに見上げてくる。自分がやったことについて今いま更さらながら思い悩なやんでいる様子だった。

「心配するな」

　胸のもやもやを吐はき出すようにつぶやく。自分の感性を、価値観を確かめるように強く。

「おまえは間ま違ちがっちゃいない」




　　　　　　　　　　＊




　海外の戦せん況きようは悪化する一方だった。

　クアラルンプールとシンガポールは呆あつ気けなく陥かん落らくし、逃にげ遅おくれた市民が数十万単位で犠ぎ牲せいになった。台たい北ぺいの空はガラス細工に満たされ、極東ロシアも徐じよ々じよに版図を減らしつつある。毎日のように避ひ難なん船が撃げき沈ちんされ輸送機撃げき墜ついの報が流れた。もはやユーラシア大陸に安全な場所はなかった。いや、ユーラシアばかりではない。既すでに北アフリカやアラスカにもザイの姿が現れ始めていた。物流が滞とどこおり、貨か幣へい価値が下落し、商店から品物が減っていく。絶対防空圏けんを維い持じする日本もそれは例外ではなかった。なだれこむ難民や兵士が世情不安を煽あおる。社会システムが少しずつ壊こわれていく。だが大たい概がいの日本人は楽観的な態度を崩くずさずにいた。大だい丈じよう夫ぶ、まだなんとかなる。誰だれかがどうにかしてくれるさと。

　実際、コンビニやスーパーの品揃ぞろえを除けば毎日の生活は変わりなかった。ライフラインも健在だし、ザイのニュースのあとには人気芸人のトーク番組が流れている。誰だれもが今の日常の継けい続ぞくを疑っていなかった。朝起きて学校・職場に赴おもむき、愚ぐ痴ちや恋れん愛あい話を交かわし、家族の待つ家に帰って眠ねむる。そんな当たり前の毎日がずっと続いていくと思っていた。

　八月三十一日、夏休み最後の日。

　政府は沖おき縄なわの放ほう棄きを正式に発表した。




『我々は沖おき縄なわを見捨てるわけではありません。あくまで国民の命、沖おき縄なわに住む方々の安全を考えた上での一時的な避ひ難なん措そ置ちです。事態収しゆう拾しゆう後は速すみやかに元の生活に戻もどれるよう全力を尽つくします。ですから皆みな様さま冷静に、どうかパニックを起こすことなく関係機関の指示に従っていただき──』

　隊員食堂のテレビが、もう何十回目かになる政府発表を流していた。初老の官かん房ぼう長ちよう官かんがカメラと原げん稿こうの間で視線を往復させている。県の抗こう議ぎ決議可決というテロップが画面下を流れていった。画面に目を向けている隊員はほとんどいない。さすがに夕刻まで同じ画像を見せられて辟へき易えきしているのだろう。黙もく々もくと食事を続けている。

（結局、北きた浦うらの言葉通りか）

　台たい湾わん陥かん落らくに伴ともなう那な覇は・嘉か手で納な基地への圧力増加、日米軍の撤てつ退たい、そして沖おき縄なわ島じま自体の放ほう棄き。

　この一ヶ月、グリペンやイーグルと大量のザイを墜おとしてきたが全体の趨すう勢せいは変わっていない。イーグルドライバーだった頃ころには考えられないほどの戦果を上げながら、どうにももどかしさがぬぐえなかった。

　ザイに対たい抗こうできる戦力はアニマ・ドーターのみ。

　未知の敵に対する正しよう真しん正しよう銘めい、真性の抵てい抗こう手段。

　ＳＨＩの工場で知ち寄よりがそんなことを言っていたが。

（本当か？）

　百機二百機のドーターがあればともかく、数機程度の超ちよう兵器で果たして戦局が挽ばん回かいできるものなのか。実際自分達たちは小こ松まつの空を守ることに精せい一いつ杯ぱいで、自国の領土防衛さえままなっていない。ましてや世界を救うなど、夢物語にしか思えなかった。

　ミネラルウォーターの残りをあおり食事を終える。

　気分がくさくさしている。嫌いやな感じが払ふつ拭しよくできなかった。自分達たちがひどく無む駄だなことをやっているイメージ。荒あらぶる大海うな原ばらの中で、必死にコップの水の平へい衡こうを保っている感覚。

（馬ば鹿かな）

　俺おれ達たちがいなければとっくに日本海側の防空網もうは崩ほう壊かいしていたはずだ。そうなれば沖おき縄なわ放ほう棄きどころの騒さわぎではない。本州のあちこちで地じ獄ごく絵図が展開されていただろう。だから決して無む駄だな努力ではない。グリペンとの戦いは必ず明日の勝利に繫つながっている。

　だがどれだけ言葉を重ねても不安は払はらえなかった。焦しよう燥そうと胸むな騒さわぎがひたすらに強くなっていく。

　テレビのざわめきが大きくなった。記者の怒ど号ごうと詰きつ問もんが官かん房ぼう長ちよう官かんを取り巻いている。フラッシュに照らされながら長官は引き揚あげていった。『避ひ難なん場所は安全なんですか！』『帰き還かん時期の目め処どは！』と悲鳴じみた声が追いかけていく。

　ブウンと携けい帯たい端たん末まつが震ふるえた。

　音声通話、知ち寄よりからだ。

『やぁ三さん尉い、暇ひまかい』

　電話に出るなり人を食った声がスピーカーから流れ出てきた。

「なんだ」

　余よ裕ゆうのなさが口調を素っ気ないものにする。だがぶっきらぼうな受け答えに怯ひるむことなく、知ち寄よりは言葉を続けた。

『少し時間をもらえるか？　大切な話がある』




「悪いな、夕飯時に」

　技本の検査室で知ち寄よりは待ち受けていた。

　狭せまい部屋にコーヒー豆の匂においが満ちている。ケトルの湯をマグカップに注ぎながら白衣の技官は振ふり返った。

「飲むか？　インスタントで申し訳ないが」

「ああ」

　ほどなくして陶とう製せいのカップが運ばれてくる。ローテーブル脇わきの椅い子すに腰こしかけ、こちらにも席を勧すすめてきた。

　知ち寄よりは長い脚あしを組むと、うまそうにコーヒーを味わった。長い睫まつ毛げが伏ふせられ瞳ひとみに影かげを落とす。

「最近グリペンと仲よくやってるみたいじゃないか。どうだ、可愛かわいいだろ、あいつ」

　また反応に困る振ふりをしてくる。渋じゆう面めんを作るも知ち寄よりは愉ゆ快かいそうに続けた。

「こないだ君に見み舞まいの礼をしたいとか言い出してな。ほら、あれだよ。ＥＧＧが不安定になった時、夜通し看病して朝飯を差し入れたんだろ？　あの時のお礼だと。で、何を送ったらいいか訊きくから『男には手編みのマフラーを与あたえとけばイチコロだ』と答えたら本当に作り始めたぞ。夏なのにな。本当馬ば鹿かで可愛かわいい」

　何してんだ、この技官。

　暇ひまなのか？

「あんまり奴やつをからかうなよ。馬ば鹿か真面目なんだから。変な常識身につけてもまずいだろ」

「おや、人形風ふ情ぜいのパーソナリティなど気にもしていないと思ったが、どうした？　情でも移ったか？」

「……」

　視線を背そむけ「そんなんじゃねぇよ」とつぶやく。

「一応俺おれの乗機だからな。あまり妙みような言動をしてほしくないだけだ。俺おれが教えたと思われるのも困る」

「ふぅん」

　楽しそうにコーヒーカップを揺ゆらしている。どうにも居い心地ごこちが悪くなり「で？」と水を向けた。

「話ってなんだよ。まさか今みたいなことを言うために呼び出したわけじゃないだろう」

「そうだ、と言ったらどうする」

「あ？」

「冗じよう談だんだよ。ただ、まったく関係ないわけではない。君とグリペンの関係性も重要なファクターではある」

　もったいぶった言い方をして知ち寄よりはコーヒーカップを置いた。眼鏡の奥おくの目がすっと細くなる。

「君、このドーター開発プロジェクトをどう思う」

「どうって」

「馬ば鹿かみたいに予算がかかる割に戦せん況きようは悪化するばかり。ドーター配備拠きよ点てんが少しばかり善戦したところで戦争の帰き趨すうは変わらない。君も薄うす々うす感じてるんじゃないか？　自分達たちがどれだけ頑がん張ばっても世界は救えない、全ては無意味ではないかと」

「……」

「はっきり言おう。私は無意味だと思ってる」

「なんだと」

　仰ぎよう天てんして見返す。だが知ち寄よりは薄うすく笑ったままだった。

「ロシアで面おも白しろい研究がされててな。実戦の撃墜対被撃墜比率キルレシオをベースに、一体どれだけの戦力を準備すればザイを駆く逐ちくしきれるか試算したんだ。出された結論は興味深いよ。ザイの総数を仮にロシア軍と同等、三千機と仮定した場合、通常戦せん闘とう機なら十万機、ドーター改修機なら三百機以上の戦力が必要ということだ」

「三百……」

「笑える数字だろう？　グリペン一機ドーター化するためにどれだけの予算を注ぎこんだと思ってる。十機揃そろえるだけでも国が傾かたむくだろう。それが三百だと。あはは、全世界を征せい服ふくして富の収しゆう奪だつでも行えと言うのか。ザイとの戦せん闘とうの前に。あははは」

　乾かわいた笑いを漏もらして知ち寄よりは椅い子すにもたれかかった。胸ポケットから煙草たばこの箱を取り出す。

「プロジェクトアルケーという計画がある」

　ジッポの炎ほのおがシガレットの先せん端たんを燃やした。

「国の参画によっておかしな方向にねじ曲げられてしまったが、本来は有志の研究者や企き業ぎようによる戦局打開プロジェクトだ。ＳＨＩ、ＪＡＸＡ、賀か茂も財団など名だたる団体が参加している。ドーター・アニマを製造する過程自体は今と同じ。だが目的は異なる。我々はザイの撃げき墜ついではなくザイの解かい析せきを目指していた」

「解かい析せき？」

「彼かれらは一体何者なのか、どこから来て何を目指しているのか。アニマというインタフェースを得ることで、その正体に迫せまろうとした。敵を倒たおすにはまず敵を知ること。当たり前のアプローチだろう？　たとえば連中のヘッドクォーターや意思決定機関が分かれば、一気にそこを叩たたくことで根本解決を図はかれる」

「あるのか、そんなものが」

「分からんよ。分からんからこそ探さぐろうとしてたんだ。だがお役所はぶるってしまった。敵のコアなど流用して危険ではないのか、何重にも安全装置をかけて不測の事態を排はい除じよするべきでは、そう言ってきてね。結果はイーグルを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。事前プログラム以外のことは何一つできない、飛んで戦うだけの操あやつり人形のできあがりだ。当然ザイの中ちゆう枢すうになんてアクセスできやしない。我々は未いまだに敵のことをまったく理解できずにいる」

「……」

　知ち寄よりは紫し煙えんをくゆらせた。睫まつ毛げを伏ふせ「そう、我々は何も分かっちゃいない」とつぶやき。

「これではいけないと思った私はグリペンからインプリンティングの類いをすっかり取り払はらってしまった」

「はぁっ!?」

　とんでもない台詞せりふが飛び出してきた。

「ちょ、ちょっと待て。技官は前、あいつのインプリンティングは不完全だけど機能しているって」

「あれは噓うそだ」

　おい。

「丁度言語エンジン絡がらみでトラブルもあったしな。表向きは言語処理にともなう不具合ということにして、実のところあいつには一いつ切さいの縛しばりをかけていない。まぁ君の脳波とのＥＧＧロックは有効だが、これだけ毎日顔を突つき合わせていれば無視していいレベルだろう。つまりあいつは正しよう真しん正しよう銘めい、自分の意思だけでザイとの戦いを続けているわけだ」

「……」

「私はね三さん尉い、あの子に人間を好きになってもらいたかったんだ」

　唄うたうようにつぶやく。

「人間のよいところも悪いところも、綺き麗れいなところも醜みにくいところも全てひっくるめて認めてほしかった。そのためには人間側もおっかなびっくり付き合ってちゃだめだ。君のような直情径行の単純馬ば鹿かが本音で接して、初めて生まれる信しん頼らいがある」

「じゃあ俺おれをグリペンのパートナーに選んだのは」

　知ち寄よりはうなずいた。

「そうさ。我ら人類の親善大使としてアニマと真の友好を結ぶためだ。彼女かのじよ達たちがコアを解放し、ザイの中ちゆう枢すうに接続しても裏切らないよう信しん頼らいと友ゆう誼ぎのくさびを打ちこんでもらう。目もく論ろ見みは当たったよ。彼女かのじよは君との関係にひとかたならぬ価値を感じている」

　苦いものが喉のどの奥おくからこみあげてきた。

「あまり愉ゆ快かいな話じゃないな。人の気持ちをゲームの駒こまみたいに」

「使えるものは全て使う、が私のモットーだよ。それが物体であれ人の心であれな。だが無味乾かん燥そうな技術論をふりかざすよりはるかに人道的だろう？　何せ一個の人格として、あいつを認めている」

　言葉では勝てない。ひどい疲つかれを覚えて椅い子すにもたれかかった。沈ちん黙もくの帳とばりが落ちる。流れる煙けむりを見つめながら。

「なぜ今こんな話を？」

「時間がなくなってきたからさ」

　淡たん々たんと回答された。

「戦線の後退ペースが加速している。このままいけば一年以内に大規模な決戦が起こり、人類は組織的な継けい戦せん能のう力りよくを失う。あとは掃そう討とう戦だ。世界のあらゆるところが戦場と化し銃じゆう後ごが失われる。通常ならそこで無条件降こう伏ふくでもするんだろうが相手はザイだからな。我々がどれだけ戦意を失ったところで戦争は終わらない。最後の最後、人類文明が壊かい滅めつするまで虐ぎやく殺さつが続く」

「そんな……こと」

「事実だよ三さん尉い。そして我々はそれを避さけるために全力を尽つくしている。グリペンの精神、未制せい御ぎよ状態のコアにありったけのデータを打ちこんでザイのアルゴリズムを探さぐっているんだ。ヒエログリフの解読的なことをやっていると言えばイメージが湧わくか？　奴やつらの正体が判明するのが先か、我々が全ぜん滅めつするのが先か、まさに時間との戦いだよ。だから三さん尉い、これはお願いだ」

　知ち寄よりが居住まいを正す。いつしか口元から笑えみが消えていた。表情を硬かたくして、こちらを射い貫ぬかんばかりの強い視線で告げる。

「あの子を人間に絶望させるな。人という種を見限らせるな。全ては君とグリペンの関係性にかかっている。我々に残された手段はもうあまり多くない」




　石でも飲んだような気分になり技本棟とうを出た。

　破は滅めつの予想、アニマ作成の目的、自分に課せられた役割。全てが渾こん然ぜん一いつ体たいとなり胸を乱している。グリペンはこのことを知っているのか？　自分と一いつ緒しよにいろという命令が、他でもない情報取りのためになされているということを。

（知らないだろうな）

　あいつは馬ば鹿か真面目だ。裏の意図など聞かされたらすぐに動どう揺ようし態度に表すだろう。今のところ知ち寄よりの影えい響きようを思わせるやりとりはない。事情を知らないままひたむきにザイと戦い人間を守ろうとしているのか。

「くそっ」

　面おも白しろくない。

　知ち寄よりの戦せん況きよう分ぶん析せきは正しい。それに対するアプローチも合理的だし、こちらだってザイを撃げき滅めつすることに異論はない。だがだからといってアニマ達たちの心をもてあそんでいいのか。情に訴うつたえ利用していいのか。もやもやがぬぐえなかった。結局使っているのがインプリンティングか詭き弁べんかだけで、あいつらを道具扱あつかいしていることに変わりはないだろうに。

『蛍ほたる橋ばし三さん尉いにも迷めい惑わくはおかけしません。ご安心ください』

　血を流しながら言ったイーグルが思い浮うかぶ。機械のような声で、感情のない顔で、淡たん々たんと。

（ああ）

　なんだか無む性しようにグリペンと話したくなった。

　何を考えているのか、何を求めているのか訊ききたくなった。今どこにいるのだろう？　技本棟とうでは見かけなかったが、ハンガーでドーターの整備にでも付き合っているのか。

　気づけば足がハンガーに向かっていた。夜の静せい寂じやくの中、ブーツの音を響ひびかせ歩いていく。白んだ照明に切きり妻づま屋根の建物が浮うかび上がっていた。大きく開いたゲートから中の様子がうかがえる。クロースカップルドデルタの単発機が静かに羽を休めていた。

「おや、どうしたんだ、蛍ほたる橋ばし三さん尉い」

　中に入ると馴な染じみの整備員が声をかけてきた。手の機械油をぬぐいながら近づいてくる。

「こんな時間に、トレーニングの途と中ちゆうか？」

「いや」

　周囲を見み渡わたす。桃もも色いろ髪がみの少女の姿は……ない。

「グリペン、見なかったか？」

「グリペンってアニマの方か？　さっきまでいたが、んー」

　視線を巡めぐらした後「おーい」と声を大きくする。まだ若い整備員が顔を向けてきた。

「お嬢じようちゃん、どこに行った？　ＮＦＩのチェックをするから待機させとけって言っただろ」

「誰だれかに呼び出されてましたよ。すぐ戻もどると言って……そういえば遅おそいですね。ちょっと時間がたちすぎてる」

「誰だれから呼び出されたんだ」

　胸むな騒さわぎがした。さっきの今で知ち寄よりがグリペンを呼ぶとも考えづらい。何か用があるにしてもわざわざ整備を中断させるとは思えなかった。よほどの緊きん急きゆう事態なら別だが、であればハンガーも相応にばたついているはずだ。

　若い整備員は「んー」と唸うなった。

「すいません、俺おれも遠目に見てただけなんで。誰だれか知ってるか？　グリペンを呼び出した相手」

　視線を向けられた隊員が次々と首を橫に振ふる。何回かそのやりとりを繰くり返した後、一人が手を上げた。

「俺おれ、見てましたよ」

「誰だれだ」

　勢いこんで訊たずねるとその隊員は呆あつ気けなく答えた。

「北きた浦うら三さん尉いです」

　！

　血の気が引いた。イーグルをかばった時、憎にく々にくしげにグリペンを睨にらみつけていた北きた浦うらを思い出す。アニマ風ふ情ぜいにたしなめられて我が慢まんならない様子だった。しばらく何ごともなかったので油断していたが、まずい、あの男の執しつ拗ようさを甘あまく見ていたか。

「どっちに行った」

　必死の問いかけに滑かつ走そう路側を示される。続きを聞く前に走り出していた。

　無人のエプロンを、建物の陰かげをのぞきこみながら駆かけていく。格納庫の間、倉庫の裏手、事務棟とうの脇わき、いない、いない、いない。

「グリペン！」

　叫さけび声ごえが夜のしじまに吸いこまれていく。耳を澄すますも返事はなかった。近くにいないのか、あるいは。

（畜ちく生しよう！）

　恐きよう怖ふが頭を満たす。もしグリペンが暴行を受けていたら。イーグルのように血を流していたら。耐たえられない、あのまっすぐな瞳ひとみが恐きよう怖ふや苦痛に歪ゆがんでいたとしたら。

　……っ！

　立ち止まる。

　落ち着け、落ち着くんだ。無む闇やみに走っていても仕方がない。基地は広い。全部を見て回るわけにはいかない。

　整備員の口ぶりからすれば、せいぜい連れ出されて十分程度だろう。その間に移動できる距きよ離りは一キロ弱。女連れだとすればもっと狭せばまるか？　その圏けん内ないで隠かくれられる場所、人目につかないところ。

　はっとなった。

　厚こう生せい棟とう。

　閉店後の売店ＢＸの周辺。

　閃ひらめくが早いか走り出していた。風を切りアスファルトの砂すな埃ぼこりを巻き上げて進んでいく。植えこみを搔かき分け、歩道の段差を乗り越こえ、厚こう生せい棟とうの裏手にたどりついた。目を皿のようにして闇やみを見み渡わたす。

　物音がした。

　コンクリート壁かべの先に人ひと影かげがある。二つだ。大おお柄がらな影かげが小こ柄がらなシルエットを壁かべに押おしつけている。漏もれ入る灯火がペールピンクの髪かみを疎まばらに照らし出していた。ガラス玉のような瞳ひとみがいっぱいに見開かれている。パイロットスーツの胸むな元もとが大きく広げられ白い肌はだが露ろ出しゆつしていた。

「何してんだ！　この野や郎ろう」

　爆ばく発はつ的な怒いかりが身体からだを突つき動かした。大おお柄がらな方の顔を力ちから一いつ杯ぱい殴なぐり飛ばす。拳こぶしの骨がみしりと軋きしんだ。ゴムまりのように長身が弾はじけ飛ぶ。二、三回転がった後、照明の光に細い面が浮うかび上がった。

　北きた浦うらだ。

　信じられない様子でこちらを見ている。

「ほ、蛍ほたる橋ばし」

「答えろ、ここで何をしてる」

　グリペンの肩かたを引き寄せ睨にらみつける。北きた浦うらは頰ほおを押おさえ起き上がった。

「少し話をしていただけだ。主人の教育が行き届いていないようだから、代わりに身のほどをわきまえさせてやろうって」

「身のほどだと」

「人形風ふ情ぜいが人間様に楯たて突つくとか、おかしいだろう？　きっちり躾しつけてやらなきゃ。必要なら身体からだに覚えこませてでも」

　かっとなった。

「躾しつけなんか必要ない！　こいつは俺おれのバディだ！」

　怒ど鳴なり声は想像以上に大きく響ひびいた。

　北きた浦うらは異国の言葉でも聞いたようにぽかんと口を開けた。何を言っているのか、よく理解できない様子。

　荒あらい息が漏もれる。奥おく歯ばを食いしばり。

「失うせろ。知ち寄より技官には黙だまっててやる。次に同じようなことがあったらこんなものじゃすまさないからな」

「……」

「失うせろ！」

　弾はじかれたように北きた浦うらは立ち上がった。落ちた眼鏡を取り上げ走り去っていく。足音が遠ざかっていくのを聞き届けてふっと肩かたの力を抜ぬいた。

　視線を感じた。

　桃もも色いろ髪がみの少女がこちらを見ている。相変わらず無表情だが、やや戸と惑まどった様子だ。

「バディ？」

　細い首が傾かしぐ。

「バディってどういう意味？」

「別に大した話じゃねぇよ」

　視線を逸そらす。出してしまった言葉は取り戻もどせない。だが改めて意味を説明するのは気き恥はずかしすぎた。

「それよりおまえ、大だい丈じよう夫ぶなのか。怪け我がとかしていないのか」

　着衣が乱れている。パイロットスーツの第二ボタンが外れていた。何をされようとしていたのか、考えるだけでもぞっとする。
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「平気。少し背中を打っただけ」

　上体をひねり健在をアピールする。確かに目立った傷はないが。

「精密検査とか受けた方がいいんじゃないか。何かあとに残るような問題があったら」

「心配しすぎ。ちゃんと自己診しん断だんテストも行っている。異常があればきちんと報告する」

「だが」

「三さん尉い」

　細い眉まゆがひそめられた。

「どうしたの。ひどく不安定になっている。普ふ段だんの三さん尉いと違ちがう」

　そんなことはないと繕つくろいかけて失敗する。ああ、言う通りだ。自分は今明らかにおかしい。

「嫌いやなんだよ」

「？」

「おまえに何かあったらと思うといてもたってもいられないんだ。疵きず一つ、痣あざ一つ付けられるのも嫌いやだ。耐たえられない」

「なぜ」

「それは……おまえは頑がん張ばってるし、俺おれ達たちを守ろうとしてくれてるし、そんな奴やつがひどい目に遭あうのは変だろ。理り不ふ尽じんだ」

「……」

「ああ、ったく！」

　髪かみを搔かき混まぜる。半ばやけっぱち気味に彼女かのじよと向き合った。

「おまえは俺おれのパートナーなんだろ！　相方の身を心配して何がおかしいんだ。当然だろ」

　グリペンは呆あつ気けに取られた様子で見上げてきた。ぱちぱちと両目をまたたかせて。

「私が三さん尉いの……パートナー？」

「なんだよ、今いま更さら違ちがうとでも言う気か」

「いいの？」

「いいも悪いもねぇだろ。実際そういう風になってるんだから」

　グリペンは視線を伏ふせた。能面を思わせる表情のまま「嬉うれしい」とつぶやく。

「すごく嬉うれしい」

　抑よく揚ようのない声に感情があふれていた。歓かん喜きが空気を震ふるわせてくる。

（そんな言葉一つで大喜びできるのかよ）

　いじらしいまでの純じゆん粋すいさに胸が痛くなる。こんなに無む垢くな存在を自分達たちは利用しようとしているのか。籠ろう絡らくして情報を得ようとしているのか。

「グリペン、ちょっといいか、大事な話がある」

　声こわ音ねを低める。深呼吸を一回。知ち寄よりとの会話を一言一句、伝えていった。グリペンに刷りこみがかけられていないこと。自分とパートナーを組まされた理由。そして彼女かのじよのコアを通じて現在進行形で行われている解かい析せき作業のこと。

「俺おれはやっぱり納なつ得とくがいかない。おまえの善意を利用して裏でこそこそやるなんて、北きた浦うらの馬ば鹿かと五十歩百歩だ。だからちゃんと説明しておまえがどうしたいのか訊きいておきたい。ああもちろん、こんな話をするためにおまえを助けたわけじゃないぞ。なんか恩を売ったあとに判断を求めてるようで嫌いやだけど、俺おれはただフェアにいきたいだけで」

　グリペンは明らかに混乱した様子になった。眉まゆ根ねを寄せ、首の傾かたむきを大きくして。

「三さん尉いは私がインプリンティングされていた方がよかったの？」

「は？　なんでだよ。そんな話、してねぇだろ」

「じゃあ、まだなれ合いは嫌いやだと思っているとか？」

「思ってねぇし」

「ザイの倒たおし方が分かるのは、私にとっても悪いことじゃないと思うけど……違ちがうの？」

「それは……別に違ちがわないが」

「……何が問題になってるのか、よく分からない」

　ん、ん？

　確かによく理解できなくなってきた。こいつが普ふ通つうに俺おれ達たちとの親善を望み、ザイの撃げき滅めつを目指しているなら特段意識のズレはない。インプリンティングの解除もグリペン的には歓かん迎げいすべき内容だろう。

　あれ？　ううん？

　グリペンは嘆たん息そくした。

「知ち寄よりはひねくれた話し方しかしない。白を黒と言ったりＹＥＳをＮＯと言ったり、いちいち真に受けていても仕方がない。多分今回も当たり前のことを知ち寄より風に言い換かえただけ」

「……」

「だいたい、状じよう況きようによって行動の背景が異なるのはよくある話。同じ親切でもある時は見返り目的で、ある時は純じゆん粋すいな好意によるものだったりする。その内幕を毎回話す必要はない。無意味だし余計な軋あつ轢れきを生むだけ」

　まじまじとこちらを見つめ。

「三さん尉いは馬ば鹿かだと思う」

「おまえに言われたかねぇよ！」

　なんで馬ば鹿か真面目、馬ば鹿か正直、単純馬ば鹿かの三さん拍びよう子し揃そろった相手に馬ば鹿か呼ばわりされなきゃいけないんだ。

　納なつ得とくいかない。抗こう議ぎの言を返すもグリペンは更さらに反論を重ねてきた。

　お互たがいに相手の不器用さを指し摘てきし、詰なじり、非難しつつ、徐じよ々じよにわだかまりが解けていくのを感じる。

　ああくそっ、知ち寄より技官、あんたの思おも惑わく通りだ。こいつと俺おれは似たもの同士で本音をぶつけ合うごとに距きよ離りを縮めていっている。多分最適の組み合わせなのだろう。

　だが一つ、根本的で且かつ本質的な認識の齟そ齬ごがある。

　俺おれは情報取得・敵情解かい析せきのためにこいつといるわけじゃない。信しん頼らいすべき相棒として、背中を任せられるパートナーとして行動をともにするのだ。だからザイの分ぶん析せきが終わろうと離はなれるつもりはない。常にそばにあり、生死を同じくし、互たがいの半身であり続ける。

　そう、それがバディというものなのだから。
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安宅あたか海水浴場、小こ松まつ市

九月十日午前十時三十分






　初秋の空はまだ八月の熱気を残していた。

　海うな原ばらから波と一いつ緒しよに微び風ふうが押おし寄よせ草花をそよがせる。群ぐん青じよう色の潮は護岸のあたりで白い飛沫しぶきに変わり陽光を照り返していた。水平線に雲は少なく、ただただ大気と水だけがどこまでも広がっている。靴くつ底ぞこからじんわりと砂すな浜はまの熱が伝わってきた。

「Mar!（海！）」

　桃もも色いろ髪がみが揺ゆれる。ポンチョブラウスの少女がいっぱいに目を見開いた。興奮も露あらわに波なみ打うち際ぎわへ走っていき。

「As águas estão se mexendo!（水が動いている！）」

　相変わらず興奮するとお国言葉が出るな、こいつ。海なんかいくらでも空から見ているだろうに。

　まぁ間近で接したことがないからこそ、わざわざオフの外出先に選んできたのか。うなずきつつ「É（ああ）」と答えてやる。

「Isso mesmo, este é o mar（そうだよ、これが海だ）」

　グリペンは驚きよう愕がくした様子で振ふり向むいた。「え」と日本語に戻もどり。

「三さん尉い、なんでポルトガル語喋しやべれるの」

　肩かたをすくめてみせた。

「ここのところ非番が多くて暇ひまだったからな。ちょっと勉強してみたんだ。おまえが何言ってるか分からないのも嫌いやだしな」

「おお」と目を丸くされた。

「日常会話、切り替かえＯＫ？」

「それはさすがに無理だ」

　子供の頃ころは苦労しながらでもなんとか外国語をマスターできたが、年を取ると随ずい分ぶん物覚えが悪くなる。パイロット教育で英語をやった時も相当難なん儀ぎした。今からもう一言語は正直自信がない。

　とはいえ相手のことを知りたいという欲求に変わりはない。

「おまえが前いた国ってどんなところだったんだ？」

　確か南米の某ぼう国こくと聞いていたが。

　グリペンは「んー」と首を傾かしげた。

「よく覚えていない。あの頃ころの私はただの戦せん闘とう機だったから認識できる情報の幅はばも限られていた。ぼんやりとにぎやかなところというイメージが残っているだけ」

「にぎやか」

「毎日お祭りをやってる感じ。知ち寄よりが言ってたけど、町のすぐそばに大きな岩山があって、そこにロープウェーで上って見る夜景がすごいんだって。宝石箱を引っ繰くり返したような眺ながめで」

「へぇ」

　六ろつ甲こうや長なが崎さきめいた夜景なのだろうか。あのひねくれ者が褒ほめるなら確かに一見の価値はありそうだが。

「行ってみるか」

「え？」

「今じゃないぞ。この戦いが終わったらだ。おまえの過ごしていた町や空港を巡めぐって一いつ緒しよに昔の記き憶おくを埋うめていくんだ。面おも白しろそうだろ。なんならその岩山に上ってもいい」

「新しん婚こん旅行？」

　ぶぅっ！

　思わず噴ふき出してしまった。狼ろう狽ばいも露あらわにグリペンを見み据すえる。な、何言ってんだこいつ!?

「知ち寄よりが言っていた。バディまで行ったならあと一ひと押おしだって」

　邪じや気きのない面おも持もちを向けて。

「さっさと一線踏ふみ越こえてゴールインしろって。教えてほしい、三さん尉い。どうすれば一線を越こえられる？」

「知るか！」

　赤くなった顔を隠かくすようにうつむく。呼吸を整えて。

「いいか、知ち寄よりの馬ば鹿かに言っておけ。俺おれはロリコンじゃない。そういう関係を期待されても困るんだ。妙みようなこと吹ふきこむなって」

「ロリコン」

「検けん索さくするな！　てかもうこの話題はやめだ！　禁止、終しゆう了りよう！」

　携けい帯たい端たん末まつを取り上げる。

　グリペンは不服そうだったが、海に向き直らせてやるとまた目を輝かがやかせ始めた。

　サンダルを預かり、波に足を洗わせてやる。「冷たい、冷たい」とはしゃぐ彼女かのじよを残し売店に向かった。

　海の家はかなり年季が入っていた。皺しわだらけの店主に呼びかけ店を開けてもらう。飲むヨーグルトと緑茶を購こう入にゆう、砂すな浜はまに戻もどるとグリペンが足あし下もとの海かい藻そうと格かく闘とうしていた。空戦時も見せたことのないような必死の形相でステップを踏ふんでいる。

「少し休きゆう憩けいしようぜ。歩き通しで喉のどが渇かわいた」

　からみついた海かい藻そうを投げ捨てて手近なベンチに連れていく。裸足はだしの足をタオルでぬぐいサンダルをはかせた。飲むヨーグルトを渡わたすとグリペンの鼻息が荒あらくなった。もうすっかり好物になっているらしい。かぶりつくような勢いでストローをくわえた。

「そういや、北きた浦うらとはあれ以来、何もないのか」

　一応注意はしているが、あの男のことだ。裏で何をしているか分かったものではない。些さ細さいな嫌いやがらせでもあったら報しらせてほしかったが。

「うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　あっさりとグリペンは答えた。おちょぼ口をストローから離はなして。

「向こうから避さけてきている感じ。技本棟とうで会っても目を合わせてこない。多分三さん尉いのことを気にしている。なるべく接点を持ちたくない様子」

「そうか」

　ほっとした瞬しゆん間かん「ただ」と言いよどまれた。

「イーグルの怪け我がが増えてるように思う。服や髪かみで隠かくしてるけど、なんとなく、伝わってくる」

「本当か」

　グリペンに意い趣しゆ返しできないから自分のアニマで憂うさ晴ばらし？　なんて野や郎ろうだ。だがイーグルに訊きいてもおそらくまともな答えは返ってくるまい。

「知ち寄よりに相談するか。必要なら一度、北きた浦うらから離はなしてもらう感じで」

「でもＥＧＧロックがある。北きた浦うら三さん尉いと一いつ緒しよにいなければ意識を保てない」

　そうだった。

「あれは解除できないのか？　あるいは一時的にでも他の人間にロック相手を変へん更こうするとか」

「無理……だと思う」

「くそったれ」

　なんてロクでもないシステムだ。そんな影えい響きようのでかいもの、主の人間性も確認せず導入するんじゃねぇよ。

「分かった。俺おれの方で少し気にかけておく。おまえは下手に北きた浦うらを刺し激げきするんじゃないぞ。今は大人しくしててもいつ暴発するか分からないからな」

「善処する」

「善処じゃねぇよ。ちゃんと人の忠告を聞け」

　小さな耳をつまんでいると何かが足に当たった。トリコロールの球体が転がっている。ビーチボールだ。

「すみませーん」と舌足らずな声が近づいてくる。ボーダーワンピースの女の子だ。小学校低学年か幼よう稚ち園えんの年長くらいだろうか。アップにまとめた髪かみが可愛かわいらしい。ボール遊びをしてコントロールを誤ったのだろう。懸けん命めいに走ってくるも、こちらの顔を見るなりぎょっとした様子になった。

　ああ。

　まぁ子供受けする面相でないことは自覚しているが。

「グリペン」

　嘆たん息そくしビーチボールに視線を走らせる。グリペンは目をぱちくりさせていたが、やがて意を汲くんでくれたのか、足あし下もとのボールを取り上げ幼女に渡わたした。

「どうぞ」

「あ、ありがとう」

「気にしなくていい。あと、この人は怖こわくない。ただ人相が悪いだけ」

　おいこら。

　幼女はぺこりと一礼し砂すな浜はまに戻もどっていった。向こうで姉と思おぼしきボーダーシャツの少女が手を振ふっている。

　グリペンは二人が合流するのを見届けて息をついた。気のせいか少し眩まぶしげな表情になっている。

「なんだよ。おまえもボール遊びに混ざりたいのか？」

「馬ば鹿かにしないでほしい。そんな年ではない」

　いくつだよ、おまえ。

「じゃあなんだ？　うらやましそうな顔して」

「姉妹しまい。自分と同種・同根の存在」

　心もち眉まゆ尻じりが下がる。

「私も人間のような妹がほしい。グリペンＥ型、Ｆ型のアニマとかいたらすごくかわいがる。いっぱい面めん倒どうを見る」

「いいじゃないか、知ち寄よりに言って作ってもらえよ。おまえで一度成功しているから意外と楽にできるんじゃないか？　なんならＡ型・Ｂ型で姉貴分とかでも」

「それは無理」

　あ？

「なんでだよ」

「一機種から適合可能なアニマは一体のみ。私というＤ型のアニマが成立した時点でＪＡＳ39シリーズのドーター化は終しゆう了りよう。以降グリペンの名前を持つアニマは生まれてこない」

「そ、そうなのか？」

　予想外の話だった。アニマ開発はブラックボックスだらけと聞くが、そんな理り不ふ尽じんなルールがあるとは思ってもみなかった。

　グリペンは小さくうなずいた。

「研究者の間では有名な話。Ｆ‐15シリーズもアメリカでＣ型・Ｄ型のドーター化が進んでいたけれど日本がＤＪ型をドーター化した瞬しゆん間かん、反応が消失したって。原因は不明。知ち寄よりはオクラホマミキサーって呼んでたけど」

「？　なんでだ」

「椅い子す取りゲームのＢＧＭ」

「ああ」

　先着順ってことか。専門用語なのか、あるいは知ち寄よりの皮肉なのかは分からないが。

　灰色の瞳ひとみが見上げてくる。

「三さん尉いはどう思う？」

「なぜ一機種ごとに一体しかアニマが生まれないかか？」

「うん」

　ふむ。

　顎あごに手を当てて考えこむ。世界中の研究者がどれだけ悩なやんでも分からなかったのだ。科学的に考察したところでおそらく答えは出まい。であればいっそオカルトに振ふり切ってみるか。

「じゃあこういうのはどうだ。おまえはＪＡＳ39Ｄのアニマじゃない。ＪＡＳ39シリーズのアニマなんだ」

「んん？」

「犬の擬ぎ人じん化、猫ねこの擬ぎ人じん化みたいな感じでＪＡＳ39を擬ぎ人じん化したのがおまえ。Ａ型もＥ型も全部ひっくるめた存在って言えば分かるか。イーグルも同じ。たまたまＤＪ型が代表しているだけで、イーグルという機種全体のシンボルには違ちがいない」

　グリペンは眉まゆをひそめている。いまいちピンと来ていない様子だ。

「種としての意思の象しよう徴ちようなんだよ。人間が個々人とは別に種族全体での生存本能を持つように、Ｆ‐15やＪＡＳ39も固有のキャラクター・存在意義を備えている。そのアイコンがアニマ。だから一体でも生まれた瞬しゆん間かん、他の機体は適合できなくなる。ま、考えてみりゃ当然だな。無機物から魂たましいを産み出す対価が機体一つじゃ明らかに釣つり合わない」

　根こん拠きよのない考え方ではなかった。イーグルドライバーだった頃ころ、どのＦ‐15に乗っても同じ雰ふん囲い気き・安心感を覚えた記き憶おくがある。Ｊ型だけではない。演習などで米軍のＤ型に乗せてもらった時もなぜか懐なつかしく「おかえり」と言われている気がした。あれこそまさに彼女かのじよ達たちが裏で繫つながっている証しよう拠こなのかもしれない。

　うんうんと得心していると、だがぽかんと口を開けるグリペンと視線が合った。瞳ひとみに激しい衝しよう撃げきの色が浮うかんでいる。

「なんだよ、妙みような顔して」

「三さん尉いが難しいこと喋しやべってる」

「……おまえ、俺おれのことアホだと思ってるだろ」

　飲み物返せ、と紙パックに手をかける。グリペンは慌あわてた様子で言い訳し始めた。

　遠くで姉妹しまいの歓かん声せいが響ひびいた。




　どうも調子が狂くるう。

　グリペンを技本棟とうに送り届けたあと、宿舎への道を戻もどりながら眉み間けんを揉もんだ。既すでに日はとっぷりと暮れ空は真っ黒な闇やみに満たされている。飛行機の離り発はつ着ちやく音もかなり前に止やんでいた。小こ松まつの基地はアラート要員を残しゆっくりと眠ねむりにつきつつある。

　結局夜まで遊んでしまった。

　一体何をやっているのだろう。身命をザイの殲せん滅めつに捧ささげると誓ちかいながら、最近はどうにも気が緩ゆるみがちだ。昔ならオフの時は必ずトレーニングか戦技研究を行っていたのに、今は暇ひまさえあればグリペンをどこに連れていこうか考えている。あの箱はこ入いり娘むすめに次は何を経験させてやるべきか悩なやんでいる。

　明らかに妙みような精神状態。

　だがもっと不可解なのは、自分自身そのことを不ふ愉ゆ快かいに感じていないことだ。

　ぽっかり空いた胸の穴に温かいものが流れこんでいる。失われた感情や情じよう緒ちよが戻もどってきている。子供の頃ころは当たり前のように持っていた温ぬくもり、帰属感、それらが体内に蘇よみがえっていた。

（よいこと……なのかな）

　心の内ない奥おうをのぞきこめば明らかに獣けもののごとき凶きよう暴ぼうさが減退していた。刺さし違ちがえてでも敵を倒たおすべしという気き迫はくが薄うすれている。代わりに意識を満たすのは冷れい徹てつ極きわまりない計算だ。いかにして損害を減らし任務を遂すい行こうするか。明日の作戦に繫つなげていくか。常に先の先を考え戦せん闘とうを行っている。

　慎しん重ちような操縦が功を奏してか、整備員からの評判はいい。僚りよう機きの損害も明らかに減っていた。奇き妙みようなのはそういう飛び方をしてもスコアが変わらないことだ。むしろ戦場全体がよくつかめるようになっている。

　なんというか、必死で突つっ走ぱしってきた十年が無意味だったようだ。ひょっとしてもっと楽な生き方があったのでは、自然体にふるまってきてもよかったのでは。うっすらと気がつきつつ素す直なおに認めるのも業ごう腹はらだった。結果、もやもやした思いを抱かかえたまま今に至る。

（まぁ、いいか）

　別段何か問題が起きているわけでもない。むしろ状じよう況きようは好転していた。知ち寄よりの研究がうまくいけば自分達たちはこの戦いから解放されるのだ。ザイの脅きよう威いに怯おびえることなく存分に平和を楽しめる。だから未来に思考を巡めぐらすことも別におかしくない。グリペンの故郷を訪おとずれようと考えることも。

　ふわふわした気分で歩いていると前方に人ひと影かげを認めた。小こ柄がらなシルエットがこちらに近づいてきている。

（ん）

　子供、女か？　服装は空自のパイロットスーツだが。

　直後、照明にウェービーな金きん髪ぱつが煌きらめく。ああ。

「イーグル」

　挨あい拶さつしかけてぎょっとなった。

　顔の半分が厚いガーゼに覆おおわれている。唇くちびるの端はしは紫むらさき色いろに腫はれ上がり暴行の痕あとを示していた。ガーゼの隙すき間まからのぞく肌はだは痛々しく変色し、見る者の心しん胆たんを寒からしめる。固まった血がかさぶたとなって肌はだにこびりついていた。

　なんだ……なんだよそれ。

　言葉を失っているとイーグルは立ち止まった。表情一つ変えず一礼してくる。

「こんばんは、蛍ほたる橋ばし三さん尉い。宿舎に戻もどられるところですか」

「あ、ああ」

「そろそろ雨が降りそうだと天気予報で言っていました。早めのお帰りをお勧すすめします」

「おまえ」

　目まいがしてきた。世間話にも似た会話と目の前の光景が凄すさまじい不協和音を奏かなでている。なまじ顔半分が無事なだけに事態の禍まが々まがしさが際きわ立だっていた。

「誰だれにやられたんだよ、それ」

　言わずもがなのことを訊たずねる。もはやＥＧＧロックがどうとか言っていられない。強ごう引いんに北きた浦うらと引き離はなしてでも彼女かのじよの安全を確保したかった、が。

「ご質問の意味が分かりません」

　イーグルは抑よく揚ようのない声で答えた。ガラス玉のような目を向けて。

「この傷は整備中の事故で負ったものです。他者の行こう為いは介かい在ざいしていません」

「そう言えって言われたのか？」

　口調が強くなるのを止められない。

「誰だれかに聞かれたら自分で怪け我がしたと答えろって」

「ご質問の意味が分かりません」

　録音された台詞せりふのように繰くり返す。ややあって彼女かのじよは首を傾かしげた。

「失礼してもよろしいでしょうか」

　言葉を発せずにいると彼女かのじよはお辞じ儀ぎした。長い髪かみを揺ゆらし歩き出そうとする。

「ま、待てよ！」

　片手をつかんで引き留めた。どうすればこいつの心を開かせられるのか、本当の声を聞かせてもらえるのか。焦しよう燥そうにも似た思いが膨ふくれ上がっていく。

「なぁ、別になんでもかんでも人間の言うことを聞かなくていいんだぞ。俺おれ達たちだって間ま違ちがうことや失敗することくらいある。変だと思ったらちゃんと声を上げてくれ。グリペンなんかいつも俺おれのことをアホだ馬ば鹿かだって言ってるぞ。おまえも北きた浦うらに妙みような真ま似ねをされているなら」

「北きた浦うら三さん尉いとの関係に問題は生じていません」

　一片の迷いもない口調だった。

「要求される行動指針にあわせてプログラムを修正中です。最適なパフォーマンスを発揮できるよう、適てき宜ぎ調整を行っていきます」

「調整って」

「同じ失敗を二度とは繰くり返さないようにします」

「……」

「失礼します」

　今度こそ本当に彼女かのじよは歩み去ってしまった。夜の帳とばりに足音が消えていく。プレッシャーがなくなった瞬しゆん間かん、鼓こ動どうの音が再認識されてきた。汗あせが噴ふき出し呼吸が荒あらくなる。

　やばい、あれはやばい。

　インプリンティングという仕組みは狂くるってる。アニマも人間も等しくおかしくする技術だ。良心や理性の器うつわを呆あつ気けなく破は壊かいしてしまう凶きよう器き。

　知ち寄よりに相談しよう。

　携けい帯たい端たん末まつを取り出しアドレス帳を探さぐる。個人番号を呼び出したが返ってきたのは不在の自動音声だった。唸うなり声を上げて技本棟とうに連れん絡らくする。三コールほどして眠ねむたげなスタッフが電話に出た。

「知ち寄より技官はいるか」

　名乗りもそこそこに確認するとスタッフは「え？」と訊たずね返してきた。一いつ瞬しゆん口ごもった後。

「聞いてませんか。三日前から出張で東京に出かけていますが」

　なんだと。

「いつ戻もどるんだ」

「さぁ」

「連れん絡らく先は分かるのか。携けい帯たい以外に、たとえば滞たい在ざい中のホテルとか」

「聞いていませんね。結構自由気ままな方ですから」

　気分次第で宿しゆく泊はく先も変えているということか。畜ちく生しよう、公こう僕ぼくの風上にもおけない奴やつだ。

「分かった。とにかく連れん絡らくが来たら折り返し電話するよう伝えてくれ。緊きん急きゆうで相談したいことがあるからと。あと他にイーグルのメンテ担当はいるか？　いたら話をしたいんだが」

「これからですか？」

「頼たのむ。今そっちに向かってるから」

　抗こう議ぎの声を無視して電話を切る。

　もうこれ以上手をこまねいていたくない。自分にできることがあるならなんであろうとやっておきたかった。

　携けい帯たい端たん末まつを胸ポケットにしまい歩き出す。歩道から下りて、車道を横切り、技本への道を進んでいく。

　果たしてどう話を切り出すべきか、事態をありのままに告げるべきか、それともまずは異常が起きていることだけ共有するべきか。考えていると不意に後ろでエンジン音が響ひびいた。六灯とうのヘッドライトが近づいてくる。黒塗ぬりのセダンだ。やや蛇だ行こう気味に進路修正した後、こちらの真横で急停車する。

「よぉ三さん尉い！　いい夜だな」

　後部座席の窓まど枠わくに白衣の肘ひじが乗る。眼鏡の女がにやけていた。運転手の迷めい惑わくそうな顔をものともせず身を乗り出してくる。

「ち、知ち寄より技官？」

「折角のオフだってのに随ずい分ぶんと難しい顔をしてるな。なんだ？　グリペンに言い寄って振ふられでもしたか？　やれやれ、がっつきすぎはよくないぞ。女性の心は壊こわれものを扱あつかうように繊せん細さいに、根気よくが鉄則だ。丁度いい、私が恋こいのレクチャーをしてやろう。特別授業だ」

　言うが早いかドアを開け外に出てくる。運転手が「困ります、技官」と告げるも気にした風はない。ビジネスバッグを座席の奥おくから引っ張り出し、後ろ手にドアを閉めた。

「い、いや今はそんな場合じゃなくて」

「いいから付き合え。私もちょっと飲み足りないんだ。年長者の愚ぐ痴ちに付き合うのも若者の責務だぞ」

　肩かたをつかまれ引き寄せられる。瞬しゆん間かん、強いアルコールの匂においが鼻を突ついた。

　こ、この女、酔よっ払ぱらってやがる!?

　何考えてるんだ。散々音信不通だった挙げ句、前後不覚でご帰き還かんとは。さすがに抗こう議ぎしかけると、間近の顔がふっと素に戻もどった。

「黙だまって歩け。監かん視しされてる」

　頭が冷えた。反射的に視線を走らせるなり厳しい表情の運転手と目が合う。慌あわてて顔を逸そらした。全身の筋肉を強こわばらせ知ち寄よりのエスコートに従う。

　監かん視し？　なぜ、どうして。

　だが知ち寄よりはそれ以上の説明をする気はないようだった。陽気に騒さわぎながらハイヒールの靴くつ音おとを響ひびかせている。車はついてこない。五分ほど歩くと技本棟とう近くの官舎に到とう着ちやくした。知ち寄よりは最上階に赴おもむき、角部屋の扉とびらを開いてこちらを押おしこんできた。

　背後で鍵かぎの閉まる音が響ひびく。暗くら闇やみの中、ハーブの香りが漂ただよってきた。

「お、おい。ここって」

「私の部屋だ。男を招き入れるのは初めてだな。光栄に思え」

　足音が脇わきを通り過ぎていく。カーテンの閉まる音が続け様に聞こえた。

　照明がつくと意外なほど温かみのあるインテリアが浮うかび上がった。木目調のテーブルが白い床ゆかに置かれている。キッチンカウンターには一いち輪りん挿ざしの花と写真立てが飾かざられていた。普ふ段だんのマッドサイエンティストぶりが噓うそのように女性らしい部屋だ。知ち寄よりは脱ぬいだ白衣をソファーに投げかけた。予想外にグラマラスなシルエットが露あらわになる。薄うす手でのブラウスとタイトスカートが官能的だ。刺し激げき的なボディラインにどぎまぎしていると低い声で笑われた。

「そんな顔するな。別に取って食いやしない」

　左右非ひ対たい称しようの表情のまま椅い子すに腰こしかける。かざした左手の薬指に指輪が光っていた。

「こう見えても身持ちは堅かたい方でね。旦だん那な以外の男と寝ねるつもりはない。あと君にちょっかいを出すとグリペンに怒おこられそうだしな。お互たがい自重した方が身のためだ」

「俺おれはあんたを落とした男がいることに驚おどろきだよ」

「言ってくれるな。昔は意外ともてたんだぞ？　かぐや姫ひめよろしく、五人から同時に言い寄られたこともある。まぁ幼よう稚ち園えん時代の話だがね」

　そういう意味でコメントしたのではなかったが黙だまっている。今は知ち寄よりの男性遍へん歴れきを話題にしている場合ではなかった。

「何があったんだ」

　技本の室長クラスが監かん視しを受けているなど、ただごとではない。それも空自の敷しき地ち内で。つまり相手は自衛隊の中の人間ということだ。

　知ち寄よりはひらひらと手を振ふった。

「手て袋ぶくろを叩たたきつけてやったのさ。『馬ば鹿かめ』ってな」

「あ？」

「お偉えら方がたがあんまりにも分からず屋だったから反はん抗こうしてみたんだよ。一応オブラートには包んでみたがね。どうにも私は腹芸が下手くそらしい。色々な方面を怒おこらせてしまった。結果がこの有あり様さまだよ。電話からメール、外出記録にいたるまでことごとくチェックされている」

「何に反はん抗こうしたんだよ」

「現有アニマの全機を投入した決戦計画」

　刃やいばのような言葉が意識に切りこんできた。眼鏡の奥おくの目が鈍にぶい光を放つ。

「ロシア、日本、ＥＵ。戦せん闘とう可能な全てのアニマを用いて反はん攻こう作戦を行う。敵本ほん拠きよ地ちと見られるゴビ砂さ漠ばくに突とつ入にゆう、死兵と化してザイを殲せん滅めつする」

　二の句が継つげない。勇ゆう猛もう果か敢かんな言葉がひどく空くう虚きよに聞こえた。全世界に広がる戦線の一つさえ押おし返せない状じよう況きようで敵本ほん拠きよ地ちを強きよう襲しゆう・殲せん滅めつ？　馬ば鹿かな。

「そんなこと……無理だろう」

「ああ無理だ。だからこの作戦の肝きもは別にある」

　知ち寄よりは邪じや悪あくといってよい笑え顔がおになった。両の目だけは醒さめきったまま。

「突とつ入にゆうするアニマはあくまで露つゆ払はらいだ。敵の中ちゆう枢すうを見み極きわめ対空設備ＴＨＡＡＤを一時的にでも無効化する。そのあとに来るのは大陸間弾だん道どう弾だん、ＩＣＢＭの一いつ斉せい攻こう撃げきだ。アニマを誘ゆう導どうビーコンがわりにしてＥＰＣＭの影えい響きようを補正、ユーラシア大陸の中央を熱核かく反応で埋うめ尽つくす」

「なんだと！」

　息が止まるかと思った。戦慄わななく呼気を感じつつ。

「あいつらを使い捨てにする気か！」

「『効率的活用術』と言っていたがね。要は同じ意味だろう。ちなみに秘ひ匿とく作戦名はオペレーションＣという。Chrysanthemums on a stream、つまり菊きく水すい作戦だ。語るに落ちるとはまさにこのことだな」

　かつて史上最大の戦せん艦かんを死地に追いやった作戦名を口にして知ち寄よりは天てん井じようを仰あおいだ。

「大戦より半世紀を経て、我々はついに特とつ攻こうの対価さえ自分達たちで支し払はらわなくなったわけだ。大した進歩じゃないか。チューリングが見たら泣いて喜ぶぞ」

　皮肉な発言に取り合う余よ裕ゆうもない。怒ど鳴なり散ちらしたくなる気分を辛かろうじて抑おさえつけ訊たずねる。

「それで……ザイを倒たおせるっていうのか」

　あの桃もも色いろ髪がみの少女達たちを供く物もつに捧ささげれば、自分達たちは元の生活を取り戻もどせるというのか。

　だが知ち寄よりはかぶりを振ふった。

「不可能だよ。どいつもこいつもザイのことを勘かん違ちがいしている。あれは物理的な衝しよう撃げきや熱量で消しよう滅めつさせられるものじゃない。時間と空間の狭はざ間まで曖あい昧まいに漂ただよう、どちらかと言えば概がい念ねんに近い存在だ。そんなものに爆ばく弾だんをぶつけたところでなんの意味もない。熱や爆ばく風ふうで搔かき混まぜてもまたすぐ元の姿に戻もどるだけだ」

「おい。おい、ちょっと待てよ」

　かすれ声が漏もれる。言葉の意味がじわじわと脳のう裏りに染しみ入ってくる。

「あいつらが何か分かったのか」

「分かったと言い切るにはまだ材料不足だがな。大まかな構図は見えてきたよ。グリペンのコアから得た情報でな」

　知ち寄よりは照明の下に身を乗り出した。

「あれは歴史改変システムだ」

　予想外の単語が飛び出してきた。

「時間を遡そ行こうしてとある条件下で発動する。多分地球環かん境きように対する脅きよう威いレベルを判断しているんだろう。人口爆ばく発はつや乱開発で一定の基準を超こえると文明を破は壊かいし始める。どこまで我々が衰すい退たいすれば手を休めてくれるかは分からないが、まぁ十億二十億死んだところで誤差の範はん疇ちゆうなんだろうな。人間個体の生命よりは、地球という循じゆん環かん系そのものの存続を願っている感じだ」

「な、なんだそれ」

　時間遡そ行こう？　歴史改変？

　ＳＦかよ。荒こう唐とう無む稽けいにもほどがある。

「正気で喋しやべってるのか」

「冗じよう談だんでこんなことが言えるか。何百回、何千回とデータを検証した末に出した結論だ。疑う余地はない。いいか、ザイってのはつまるところプログラムにすぎない。何者かが条件をインプットし目的を達成するために稼か働どうさせた仕組み・アルゴリズムだ」

「神様の天てん罰ばつだとでも言うつもりかよ」

　あるいは宇宙人の超ちよう科学による侵しん略りやく行こう為いか。

　知ち寄よりは肩かたをすくめた。

「さぁね、そこまでは分からん。だが個人的にこの行こう為いにはひどく人間くさいものを感じる。自分達たちが生き延びるためなら他の命などどうでもいいという、人間特有のエゴイスティックさがな」

「……」

「とにかくあれの本質はシステムだ。物理的な殻からをいくら壊こわしたところで別の形を取り現れるだけだ。だとすれば、貴重なアニマを自殺覚かく悟ごの任務に向かわせるのはいかにも意味がない。いや無意味どころじゃないな。もし計画通りザイの本ほん拠きよ地ちに核かくが降り注げば、彼かれらは人類に対する脅きよう威い評価を一気に引き上げるだろう。結果何が起こるか。全地球規模でのジェノサイドか文明破は壊かいか、いずれにせよ随ずい分ぶんと愉ゆ快かいなことになる」

「だから上に楯たて突ついたのか」

「そうさ、寝ね言ごとは寝ねて言えと丁てい重ちように申し上げたんだ」

　歯に衣きぬ着せぬ発言は、だが功を奏しなかったのだろう。計画の実じつ施しを妨さまたげることは叶かなわず、逆に冷れい遇ぐうを呼んでいる。一挙手一投足を監かん視しされ、辺境の官舎に押おしこめられている。

「どうするんだよ」

　からからに乾かわいた声が漏もれた。

「まさかこのまま大人しく引き下がるつもりじゃないだろうな」

　ふんと鼻を鳴らされた。

「もちろん、諦あきらめる気はさらさらないさ。ただ、これ以上馬ば鹿かどもの議論に付き合うつもりもない。〈我々〉は〈我々〉が最善と信じる道を最短経路で進ませてもらう」

〈我々〉？

　奇き妙みような言葉のニュアンスに引っかかりつつ。

「反乱でも起こす気か」

「それじゃあリソースの無む駄だ遣づかいだろう？　ただでさえ人類側の戦力は乏とぼしいんだ。同どう士し討うちをしている余よ裕ゆうはない」

　知ち寄よりは口角を歪ゆがめた。硬こう質しつな眼まな差ざしをより一層鋭するどくして。

「作戦を乗っ取る」

　迷いのない口調で言い切った。

「〈我々〉、プロジェクトアルケーの創立メンバーフアウンダーはこの十年間、必死で力を蓄たくわえてきた。その全てを白日の下もとにさらす覚かく悟ごがあるならなんとでもやりようはある。アメリカ・ロシア・イギリス・南米、あらゆるコネクションを使って世界を救ってやる。おそらく人類史上、最悪の陰いん謀ぼう・秘密結社と謗そしられるだろうが構うものか。全てが滅ほろぶかもしれない状態で後世の評価など気にする余よ裕ゆうもない」

「何をする気だよ」

「全アニマを使って敵本ほん拠きよ地ちにたどり着く。そこまでは同じだ。だが我々が目指すのはザイの密集地なんて曖あい昧まいなものじゃない。こいつだ」

　鞄かばんから書類の束を取り出す。表紙の写真を見て眉まゆをひそめた。ぼやけた被ひ写しや体たいは多層的な表面を持つ球体のようだ。金属製のオブジェ？

「それ、どの程度の大きさだと思う」

　知ち寄よりの問いに首をひねる。指で尺を取りながら。

「三メートルくらいか」

「単位が違ちがうな。そいつは半径七キロ、東京二十三区がまるまる収まるほどの巨きよ大だい構造物だ」

　ぎょっとなって写真を見返す。言われてみれば確かに、被ひ写しや体たい以外の場所に細かな点や線が見える。最初はノイズかと思ったが、よく見れば砂さ丘きゆうの影かげや涸れ川ワジだった。スケール感がおかしい。地上に空の月でも落ちてきたかのごとき光景。

「な、なんだこれ？」

「ザイという概がい念ねんをこの世界に接続するためのインタフェースだよ。我々は〈球きゆう殻かく〉と呼んでいるがね。ゴビ砂さ漠ばくの奥おくに鎮ちん座ざしているのを運よく衛星写真でとらえたものだ」

「奴やつらの巣みたいなものか？」

「ゲートと呼ぶ方が正確かもしれないな。こいつは大地に根を張り、資源や燃料を吸い上げ、我々がコアと呼ぶ物体を産み出している。そこにザイというプログラムをインストールし世界の空に撒まき散ちらしているわけだ」

「じゃあこいつを吹ふき飛ばせば──」

「だから」と嘆たん息そくされた。できのわるい生徒に間ま違ちがいを指し摘てきするような顔で。

「物理的な衝しよう撃げきは無意味と言っているだろう？　ザイと同様、こいつも単なるシステムの容いれ物ものに過ぎない。たまたま現世の素材を依より代しろにしているだけで本質はまったく異なる。粉々に砕くだいても別の資材を搔かき集めて再生するだけだ」

「なら一体どうするんだよ」

　じりじりして訊たずねると知ち寄よりは表情を消した。

　体温のない目がこちらを見み据すえる。冷えた、酷こく薄はくささえ感じられる声で。

「グリペンを彼かれらのシステムに接続する」

　機械のような口調だった。

「全航空戦力の援えん護ごのもと彼女かのじよは〈球きゆう殻かく〉内に突とつ入にゆう、ザイの本体にアクセスし時間遡そ行こうプログラムを強制発動させる。我々の存在する時間から奴やつらを弾はじき飛ばすんだ」

「弾はじき飛ばす……」

「連中のエネルギーポテンシャルを計算すると最大跳ちよう躍やく量はおおよそ千年くらいか。当時の文明レベルなら奴やつらは問題なく休きゆう眠みんに入るだろう。また千年たてば起動するかもしれないが、その時は再度過去に送り返してやればいい。つまり十一世紀～二十一世紀という時間の檻おりにあいつらを閉じこめるわけだ」

　知ち寄よりの口元が緩ゆるんだ。

「幸いなことに〈球きゆう殻かく〉の航時能力は一方通行だ。過去には行けても未来にはジャンプできない。一度最大出力で遡そ行こうしてしまえば更さらなる航時エネルギーを蓄たくわえるのにも時間がかかる。完全に無力化できるよ。タイムパラドックスのリスクも極限まで低くなる」

「そんなこと……可能なのか」

「可能さ。ラボレベルでは既すでにデモンストレーションも完了している。鹵ろ獲かくコアの出すＥＰＣＭをコンマ数秒タイムスリップさせただけだがね。理論と手法は問題なく確立済みだ」

　マジかよ。

　訝いぶかしみつつも、一方で奇き妙みような納なつ得とく感を覚えている自分がいる。グリペンのコアを解かい析せきすることでここまでの情報が入手できたのだ。受動的なアクセスを能動的なアプローチに変えれば、ザイを誤動作させることも可能だろう。二十一世紀の時間から奴やつらを消し去る。存在ごと放ほう逐ちくできる。

　薔薇ばら色の作戦計画。

　ただなぜだろう。嫌いやな予感が膨ふくれ上あがってくる。背中に汗あせが滲にじむのを止められない。

　完全無欠な時間の檻おり。しかし人類文明の進歩により鍵かぎは緩ゆるんでいく。脅きよう威いレベルが再評価されていく。誰だれが錠じよう前まえを補修する？　看守の役割を受け持つのは？

　内心の疑問を察したように知ち寄よりは言葉を重ねた。

「次回の我々がまた一から模も索さくしなくていいよう、この理論はグリペンのコアに埋うめこんでおく。次はあいつ自らが環かん境きようを整え、千年前への時間遡そ行こうを試みるだろう。全ての記き憶おくが残ることは期待できないが根本的な行動指針は焼きつけられるはずだ。他でもない〈刷りこみ〉の応用でな」

「おい」

「かくて我々は破は滅めつ的な作戦を人類救済の一手にすり替かえる。教えてやるよ。プロジェクトアルケー内でオペレーションＣのＣはChrysanthemums（菊きく）の頭かしら文も字じじゃない、Circle of time（時の輪）のＣのことだ」

「おい、ちょっと待て！」

　悲鳴のような声が漏もれた。恐きよう怖ふが明めい瞭りような形を取る。身体からだが瘧おこりにかかったように震ふるえてきた。

「それじゃあグリペンはずっとそのループに閉じこめられることになるぞ。ザイと一いつ緒しよにこの戦いを無限に繰くり返すことになる」

「心配するな。最後の突とつ入にゆうはアニマの自動操縦に任せる。君は直前でベイルアウトして──」

「そういう話をしてるんじゃねぇよ！」

　怒いかりが毛穴からほとばしる。

「あんたさっき、アニマを特とつ攻こうさせるのはおかしいって言っただろう！　人間が払はらうべき対価をあいつらに支し払はらわせるのは変だって。その舌の根も乾かわかないうちに何をぬかしてやがるんだ！」

「私はあくまで『無む駄だな犠ぎ牲せいを避さけるべき』と言ったんだ。成果が期待できるなら損失を厭いとう理由もない。グリペンＡＮＭのユニットコストが六千億、いや七千億だったかな？　イエメンの国家予算程度の出費で世界を救済できるんだ。安いものだろう」

「っ！」

　耐たえきれない何かを感じて知ち寄よりの襟えりをつかんでいた。ぐっと息がかかりそうな距きよ離りまで引き寄せる。唇くちびるを震ふるわせ、押おし殺ころした声で。

「冗じよう談だんじゃない。俺おれは協力しないぞ。そんな拷ごう問もんに付き合わせるためにあいつを人間好きにさせたのか。俺おれとの仲を取り持ったのか。外げ道どうめ。恥はじを知れ」

「なんとでも言え。世界を救う対価が私の人間性程度ですむなら、そんなもの利息つきで支し払はらってやる。もとより我らプロジェクトメンバー全員、地じ獄ごく行きは覚かく悟ごの上だ。まともな死に方ができるとは誰だれ一人ひとり思っていない」

　強い力で手を払はらいのけられる。彼女かのじよは珍めずらしく感情を剝むき出しにしていた。やり場のない憤いきどおりと苦く悶もんが伝わってくる。

「十年だ。十年間あらゆるものを犠ぎ牲せいにしてきた。政治はもちろん、経済・宗教、戦争でさえプロジェクト遂すい行こうのために利用した。何人死んだと思っている。どれだけの人間が破は滅めつしたと思っている。今いま更さらやめられるか。良心なんて世迷い言をほざいていられるか。私達たちの手はとうに血にまみれている」

　知ち寄よりは視線を鋭するどくした。

「君も私のことを憎にくみたければ憎にくめ。だが今のまま事態を放置すれば、いずれグリペンも我々も死ぬことになるぞ。どっちを選べばいいのか、頭を冷やしてよく考えろ」

　返す言葉は見つからなかった。




　　　　　　　　　　＊




　一晩明け、所定の訓練や業務をこなしても虚きよ無む感は収まらなかった。

　胸にぽっかりと穴が空いている。ようやく取り戻もどした温ぬくもりが、人間性が徐じよ々じよにこぼれ落ちていく。心が熱を失い鉛なまりのように固まっていく。

　夕刻のハンガーで一人、ぼんやりとしている。

　整備する機体がほとんど出しゆつ撃げきしてしまったせいか、屋内に人の姿はない。ただオーバーホール中のクロースカップルドデルタ翼よく機きだけが羽を休めていた。魂たましいの失うせた機体は淡たん泊ぱくなロービジ迷めい彩さいの外装を見せている。時が止まったような静せい寂じやくの中、漏もれ入る西日だけが徐じよ々じよに影かげの形を変化させていっていた。

（なんでこんな気分になっているんだ）

　ザイを消し去れるんだぞ。子供の頃ころからの宿願が、理想が満額回答で叶かなう。なのになぜ気分がすぐれない。諸もろ手てを挙げて喜べない。

（分かりきった話か）

　グリペンが消える。ザイとともに過去へと行ってしまう。平和になった世界に桃もも色いろ髪がみの少女の姿はない。彼女かのじよの時間は人類の勝利とともに止まる。

　そしてその終末に向かいドーターを操あやつるのは他でもない自分だ。ＥＧＧロックのマスタークロックとして最後の最後まで彼女かのじよの意識を保ち続ける。なんという皮肉だ。もっとも彼女かのじよの生を望む自分が、逆に引導を渡わたす役になるとは。

「なんで」

　つぶやきながら夕ゆう陽ひを仰あおぐ。

　なぜ知ち寄より技官はこんな話をしたのだろう。何も知らず出しゆつ撃げきを命じられれば、嬉き々きとして戦場に向かっただろうに。そして時間遡そ行こうプログラムの存在に気づく間もなく最後の時を迎むかえたはずだ。〈球きゆう殻かく〉でグリペンの動作がおかしくなっても、それと技本の意図を結びつけて考えるはずもない。

　いっそ何も言わないでくれたら。

（いや）

　だめなのだ。

　知ち寄よりは気づいている。自分は彼女かのじよの想定以上にグリペンに入れこみすぎた。あの娘むすめを大切に考えすぎた。だから作戦途と中ちゆう、異常が起きた時点で引き返す可能性がある。戦せん闘とうの正否よりグリペンの生を優先する恐おそれがある。それではだめだ。全てが台なしになりかねない。だから計画の内容を事前に伝えた。グリペンと世界、どちらを取るか覚かく悟ごを迫せまった。

　選べ。

　そう言われている気がした。

　グリペン一機の消しよう滅めつか、世界丸ごとの消しよう滅めつか、どちらかを。

　カツリと足音が響ひびいた。

　振ふり向むくと桃もも色いろ髪がみの少女が立っていた。西日にポンチョブラウスを赤く染めている。長い髪かみが燃えるように眩まばゆく輝かがやいていた。

「グリペン」

　つぶやき声が漏もれた。

「どうしたんだ。今は検査中のはずだろう」

「胸むな騒さわぎがして」

　小さな顎あごがもたげられた。

「三さん尉いの不安が伝わってきて」

「……」

　正直今は顔を合わせたくなかった。昨日の今日で心の整理がついていない。どんな表情で接すればいいのか見当もつかなかった。

　だがグリペンはじっとこちらを見つめている。帰れと言っても帰りそうにない。

「南米に行く話」

　しばらくして口を開く。心が悲鳴を上げるのを感じながら。

「あれ、多分無理だ」

「そう」

「驚おどろかないのか」

「なんとなく、行けない気がしてたから」

　眉まゆ尻じりが困ったように押おし下げられた。瞳ひとみが寂さびしげな光をたたえる。

「毎日楽しくて、幸せで、夢みたいで。今日より明日がもっとよくなる気がしてて。でも心のどこかで思ってた。こんなの絶対続くはずがないって」

　！

「私は兵器。対ザイ戦の特とく殊しゆ作戦機。壊こわすか壊こわされるか以外に存在意義はない。ザイとの戦争が終わればどのみち私達たちのようなオーパーツは存在を問題視される。だから三さん尉い、気にしないで。あなたがくれた可能性だけで私は十分幸せだったから」

（……っ）

　耐たえきれずに彼女かのじよの手をつかんでいた。強引に引き寄せ歩き出す。

「さ、三さん尉い？」

　蹴け躓つまずきそうになりながらグリペンはついてきた。小走りに歩調を合わせて。

「三さん尉い、どうしたの」

「出かけよう」

　唐とう突とつな申し出に双そう眸ぼうがまたたく。戸と惑まどい気味に鼻の頭をひくつかせ。

「外出許可がない。それに検査に戻もどらないと」

「そんなもの放っておけ」

　感情のままに吐はき捨てた。何もかもが馬ば鹿からしい。世界の命運を議論している最中に、規則だのルーチンワークだの、なんの意味も感じられなかった。

　ハンガーを出て宿舎に向かう。裏手の駐ちゆう輪りん場じようからバイクを引き出しシートにまたがった。目を白黒させるグリペンにヘルメットを放り投げる。

「乗れ」

　おっかなびっくり、ためつすがめつしながら彼女かのじよはヘルメットをかぶった。変化した重心に戸と惑まどいつつ後部座席に乗ってくる。小さな手が腹に回ってくるのを確認してエンジンをかけた。

　薄はく暮ぼの空に排はい気き音が響ひびき渡わたる。ヘッドライトをサイクロプスのようにまたたかせて鋼はがねの塊かたまりが動き出した。最初はゆっくりと、だがすぐに力強く。営内道路から正門、そのまま基地の外に飛び出しスピードを上げていく。

　急速に夜闇やみが満ちていく。消えゆく陽光を背にバイクはひたすら東へと進んでいった。グリペンが何か言いたそうにしているが、意思疎そ通つうの術すべはない。混乱と戸と惑まどいが背中越ごしに伝わってくる。その気配も、だが高速道路に乗ると消え失うせた。唸うなる風に吹ふき飛ばされないよう、必死にしがみついてくる。

　ＩＣから下道、次いで山道に入ると日はもう完全に沈しずんでいた。灯あかり一つない勾こう配ばいを急角度のバンクで上っていく。人家が途と切ぎれるのにさして時間はかからなかった。左右の景色を林が覆おおい、湿しめった木と土の匂においが立ちこめてくる。冷えた大気を切り裂さき十分、いや二十分ほど進んだだろうか。唐とう突とつに視界が開けた。

　夜空に芝しば生ふの広場が浮うかんでいた。

　雲が近い。まばらな電柱とベンチが星明かりに照らされている。左手にはスキーロッジを思わせる平屋建ての建物。その向こうに連々と黒い山並みが続いている。

　山頂だ。標高六百五十メートルの自然公園にバイクはたどりついていた。

「ここは？」

　ヘルメットを脱ぬぎながらグリペンが訊たずねてくる。どこに連れてこられたのか、いまいちピンと来ていない様子だ。

「いいから来いよ。こっちだ」

　グリペンの手を引き広場を横切る。バイクのエンジン音がなくなると周囲は冷ややかな沈ちん黙もくに満たされた。虫の音が遠くから響ひびいてくる。微び風ふうが芝しば生ふと並木の枝葉をさざなみのように揺ゆらしていた。

「わ」

　広場の端はしにたどりついた瞬しゆん間かん、グリペンが喘あえいだ。

　光の絨じゆう毯たんが眼下に広がっている。無数の光点が重なり合い海岸線近くまで続いていた。海上には漁いさり火びがまたたき、町から町へと続く幹線道路にはヘッドライトの灯あかりがあふれている。視界中央にたたずむ闇やみは手て取どり川がわか。黒々と景色にわだかまり、あたかも大地の裂さけ目めのように見える。眺ながめている間にも空の光量が減り大地の鮮あざやかさが増していった。停止したゴンドラが影かげ絵えのように浮うかび上がっている。

「Nossa（すごい）」

　下からの風に髪かみを巻き上げられながらグリペンがつぶやく。灰色の瞳ひとみに町の光こう芒ぼうが写っていた。

「Que lindo（とても綺き麗れい）」

「ガキの頃ころによく来たんだ。気分がむしゃくしゃしてどうしようもなくなった時、ここまで自転車を走らせてきた。飛行機に比べればなんてことのない高さだけどな。落ち着いて見られるのは悪くないだろ」

「うん」

　素す直なおにうなずき夜景を見つめている。街灯あかりに照らされた頰ほおがぼうと白く輝かがやいていた。作り物めいた横顔が美しい。ややあって意を決する。橫に並び傍かたわらの施し設せつを指さした。

「本当はあのゴンドラで上ってくるんだ。営業終しゆう了りようが早くて困るけど結構急勾こう配ばいで楽しいんだぜ。南米の……ロープウェイだっけか？　そこから見る夜景には全然かなわないだろうけどな。新しん婚こん旅行だ」

「え？」

　驚おどろくグリペンに首しゆ肯こうしてみせる。彼女かのじよはぱちぱちと目をまたたいた。

「三さん尉い、ロリコン？」

「もういいよ、ロリコンで」

　細い肩かたを抱だき寄せる。そのまま視線を合わせ、のぞきこむような姿勢でキスした。

　グリペンは逆らわなかった。小さな顎あごをもたげ突とつ然ぜんの行こう為いを受け入れている。しばらく唇くちびるの柔やわらかさを味わった後、顔を離はなした。

「嫌いやなら嫌いやって言うんだぞ」

「嫌いやじゃない。首がちょっと苦しいだけ」

「もうちょっとしゃがんだ方がいいか」

「いい。このままで」

　もう一度唇くちびるを重ねる。今度は背中を抱だきしめ互たがいの温ぬくもりを交こう換かんしていった。触ふれあった箇か所しよから緊きん張ちようと安らぎが伝わってくる。どこまで力を込こめていいのか、踏ふみこんでいいのか探さぐりながら心を溶とけ合わせていく。

　どのくらい時間がたっただろう。どちらともなく身体からだを離はなした。グリペンが静かにこちらを見上げている。

「何があったの」

　胸むねの奥おくまで見通すような視線だった。「なんでもない」と繕つくろいかけて失敗する。建前で話すにはもうあまりにも互たがいの距きよ離りが近づきすぎていた。わずかに接しただけで相手の感情が、思いが伝わってくる。

「話して」

　嘆たん息そくする。隠かくしきれない。

　請こわれるままぽつぽつと説明し始めた。知ち寄よりから聞いた話の一部始終、Ｃと呼ばれる作戦の存在、表と裏に設定された目的の全てを。

「俺おれは……やっぱり納なつ得とくいかない」

　全部話し終えて顔を伏ふせる。

「おまえ一人に何もかも押おしつけてめでたしめでたしとか、そんな結末、認められるか。これは俺おれ達たち人間とザイの戦いだ。勝利も敗北も生き死にも、全部俺おれ達たちが関わってこそだろう。なのに最後の最後で他た人にん任せとか」

　言葉が出てこない。憤いきどおりをうまく言語化できない。ともすればひどく幼児的なわめきが迸ほとばしりそうになる。

　狂くるおしいほどの感情の奔ほん流りゆうに喘あえいでいるとグリペンが手を伸のばしてきた。小さな掌てのひらがジャケットをつかむ。

「私はやりたい」

　しっかりとした口調。

「あなた達たち人間を助け、守り、救うために私は産み出された。目的を果たし役割を全うできるならそれに勝まさる喜びはない。千年でも二千年でも一万年でも、あなた達たちのために戦ってみせる」

「たった一人でか」

「一人じゃない。私は人とともにあり続ける。わずかな時や場所の違ちがいはあっても、きっとまたあなたや知ち寄よりと出会い、ともに空を目指す。だから何も不安なことは──」

「それは……それはもう俺おれ達たちじゃねぇよ！」

　悲鳴のような声が漏もれた。引き裂さかれるような痛みが胸むねの奥おくにある。なぜこの苦しみが伝わらないのか、恐きよう怖ふに気づいてもらえないのか、怒いかりにも似た思いがこみあげてくる。

「確かに、過去に行って時間がたてば蛍ほたる橋ばしって男は生まれてくるだろうさ。そいつはごちゃごちゃ面めん倒どうくさいことをぬかしながらおまえを理解し受け入れていくのかもしれない。だがな、そいつはその時間の蛍ほたる橋ばしだ。俺おれじゃねぇ！」

　細い肩かたを両手でつかみ揺ゆさぶる。

「おまえにとって人間ってのはただの水と蛋たん白ぱく質しつの塊かたまりなのか？　一いつ緒しよに過ごした時間にはなんの価値もないのか？　容いれ物ものさえ同じならためらいなく今と同じ接し方ができるのかよ。え？　どうなんだ、グリペン！　答えろ！」

「……」

「俺おれは……嫌いやだよ。おまえと離はなれるのが」

　みっともなく肩かたを落とし、しなだれかかる。身体からだが痙けい攣れん気味に震ふるえていた。グリペンは困ったように眉まゆ尻じりを下げていた。肩かたに置かれた手にそっと掌てのひらを重ねる。

「三さん尉いが私の立場ならどうする？」

　真しん摯しな問いかけが降ってきた。

「自分が頑がん張ばることで大事な人を守れる。でもその人とはもう会えなくなる。好きにしていいって言われたら」

「それは」

「私は私のいない世界でもその人に生き続けてほしい。幸せになってほしい。だから迷わずに進む道を選せん択たくできる」

「……」

「これは知ち寄よりのプログラム？　それとも私の本当の思い？　教えてほしい。三さん尉い。あなたなら、自由な人間の心ならどうするかを」

　考えるまでもない。大切な相手に「頼たのむから心中してくれ」などと言うはずもなかった。「あなたのことが大好きだ。だからあなたを救わない。一いつ緒しよに死のう」などとは。

　だが理り屈くつと感情は異なる。どれだけ言葉を尽つくされても狂くるおしい喪そう失しつ感は収まらなかった。むしろ触ふれあえば触ふれあうほど執しゆう着ちやくが強くなっていく。焦しよう燥そうが増していく。離はなれたくない。こいつを失いたくない。だから。だからこそ。

「確かに……おまえの言う通りかもな」

　安あん堵どしかけたグリペンを手で遮さえぎる。硬こう質しつな眼まな差ざしを投げかけて。

「じゃあ逆の質問をするぞ。おまえが俺おれの立場ならどうするんだ？　勝手にパートナーが自己犠ぎ牲せいを選んで自分だけ、のうのうと生き延びるとしたら」

「私が三さん尉いの立場なら」

「そうだよ。おまえは笑って俺おれを送り出すのか？　そして俺おれが消えたあと幸せな人生を送るのか」

「……」

　卑ひ怯きような質問だというのは承知している。相手の善意を逆手に取るやり方だ。どうしようもない事実に、仮定の仮定を積み重ねて責め立てている。本来グリペンが経験しなくてもよい痛みを与あたえている。

　だがこうでも言わなければ彼女かのじよは自分の意見に耳を傾かたむけまい。

　たっぷり二十秒ほど経てから口を開いた。まっすぐに灰色の目を見み据すえて。

「俺おれも一いつ緒しよに行く」

　え？　とグリペンがまばたきした。言葉の意味が分からなかったのだろう。きょとんとした顔になっている。

「時間遡そ行こうだよ。俺おれもおまえについていく。そして命の続く限り一いつ緒しよに戦ってやる。それが今回の話を手伝う条件だ。他の選せん択たく肢しは認めない」

「そ、それは」

「悪い話じゃないだろ？　世界は救えて俺おれ達たちは一いつ緒しよにいられる。十一世紀の地球がどんなところか知らないが、まぁなんとでもなるさ。なんなら二人でグライダーを作って人類最初のパイロットになってもいい」

「三さん尉い」

　グリペンの声が荒あらくなった。眉まゆ根ねに浅い皺しわを刻んで。

「ザイの時間遡そ行こうは物理的なそれとは異なる。概がい念ねんやシステムが存在時期を変えるだけ。肉体を持った人間が相乗りできるようなものではない。私も多分、最小サイズのプログラムに還かん元げんされる」

「じゃあ俺おれもプログラムにすればいい。ずっと単純馬ば鹿か、単純馬ば鹿かって言われ続けてきたからな。さぞかしシンプルな代しろ物ものができあがるだろう。〈敵発見[image: やじるし]即そく戦せん闘とう〉なんて感じでな」

「……」

　剣けん吞のんな視線に、同じくらい強い眼まな差ざしを返す。不退転の覚かく悟ごを顔に漲みなぎらせて。

「何度でも言うがこれは最低条件だ。吞のめないっていうなら協力はしないぞ。知ち寄よりに言ってＥＧＧロックを外してもらうんだな。まぁ、そんなことが可能ならだが」

「馬ば鹿か、馬ば鹿か馬ば鹿か。馬ば鹿か三さん尉い」

「好きに言え。で、どうするんだ？　答えはこの場でほしいんだがな」

　救えないという風に首を振ふられた。とはいえ考こう慮りよの余地はなかったのだろう。しばらくして肩かたを落とす。弱り切った表情で見上げてきた。

「なんであなたみたいな人をパートナーに選んでしまったのか」

「そりゃ俺おれの台詞せりふだよ」

　出会いさえしなければ様々なことが違ちがっていただろう。悩なやむことも苦しむことも今より少なかったはずだ。しかしもはや引き返すことはできない。

　すっと腕うでを差し伸のべる。グリペンはおずおずと、だがどうしようもないという様子で手を取ってきた。
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ロシア連れん邦ぽう　ベラヤ空軍基地

九月二十六日午前九時






　草原に銀ぎん翼よくの群れが集っている。

　白い綿雲が流れる中、また一機、新たな猛もう禽きんが降下してきた。フラップ展開、メインギアを出して危なげなく着地する。猫ねこ背ぜのビーグル犬を思わせるシルエットはアルゼンチン空軍のＡ‐４ＡＲだ。続いてコロンビアのクフィルＴＣ10、亡命スペイン軍のＥＡＶ‐８Ｂが着陸する。

　南米の機体が多いのはやはりザイとの戦場から遠かったせいだろう。温存した戦力をここぞとばかりに繰くり出してきている。逆にＥＵ・アジア機の姿は少ない。それは彼かれらがもはや組織だった戦力を持っていない証左だ。逆さに振ふっても提供可能な機体がない。他人を守れる余よ裕ゆうがない。つまり今、目の前に展開する部隊こそ人類最強にして最後の航空戦力ということか。

「なかなか壮そう観かんじゃないか、え？」

　知ち寄よりが煙草たばこをくゆらしている。滑かつ走そう路脇わきで風に白衣を揺ゆらしていた。

「子供の頃ころ、とある宇宙人侵しん略りやくものの映画を見てな。なぜかアメリカの独立記念日で世界が一丸となり決戦に赴おもむくんだ。噴ふん飯ぱん物のマッチョイズム、あの国らしい独善的な夢物語だと思ったが、こうしてみると悪くないな。全人類が手を取り合い共通の敵に立ち向かう。さしずめ地球防衛軍ってところだ」

　どうコメントしてよいか分からずにいると知ち寄よりは微び笑しようした。揶や揄ゆするような表情で首を傾かたむけ。

「随ずい分ぶん大人しいじゃないか。あれだけ私を人非人呼ばわりしてた君がどういう風の吹ふき回しだ？　こうしてオペレーションＣにも文句を言わず参加している」

「別に」

「ふふん、まぁ多くは聞かないがね。私はグリペンが当初の予定通り動いてくれればそれでいい。君とグリペンの間でどんな会話がなされたのかも気にしない」

　心を丸まる裸はだかにされた感じで居い心地ごこちが悪い。視線を逸そらし「そんなことより」と話題を変えた。

「さっきから見てると通常機ばかりじゃないか。戦力が増えるのはいいが、この作戦はドーターの全力投入が肝きもだろ？　俺おれ達たち以外のドーターはどこにいるんだ」

「心配しなくても追々到とう着ちやくするさ。亡命フランス軍のラファール、イギリスのタイフーン、イスラエルのラビが参加予定だ。ロシア機のみ別行動だがね。あちらさんは数が多いから独立した一部隊として進しん撃げきする、らしい」

「らしいって」

　いい加減だな。作戦を乗っ取るにしては随ずい分ぶん曖あい昧まいだ。自分達たちの戦線さえ維い持じできればいいのかもしれないが、にしたって。

「ロシアはともかくアメリカはどうなんだ？　そっちも別行動なのか。だったらちょっと小分けにしすぎだろう。戦力分散は用兵の愚ぐだって散々教育課程で教えこまれたぞ」

「仰おつしやる通りだし米軍まで別行動させる気はないさ。ただ君が期待しているような大援えん軍ぐんはおそらく来ない。何せアメリカはアニマ研究の後進国だ」

「そうなのか？」

「プラグマティズムの権ごん化げみたいな国だからな。戦せん闘とう機の擬ぎ人じん化なんて話はどうにも受け入れがたかったらしい。Ｆ‐35を一個飛行隊潰つぶすまで試し行こう錯さく誤ごしたが結局軌き道どうに乗らなかった。よって最新しん鋭えいのアニマ飛行隊が来てくれたりはしない。ボーイング社、ロッキード・マーティン社製のドーターが編隊を組み助けに来たりもしない」

「マジかよ」

　世界最大の軍事大国がそんな有あり様さまとは。建築現場の支柱を一本外された気分だ。果たして一小隊規模のアニマで敵てき陣じんを突とつ破ぱできるのか、〈球きゆう殻かく〉にたどりつけるのか。

　よほど不安な顔になっていたのだろう。知ち寄よりは肩かたを叩たたいてきた。

「心配するな。腐くさっても世界最強の超ちよう大国だ。通常戦力は腐くさるほど準備してくれるさ。戦せん闘とう機だけでも数百機は来るはずだ。さすがにここの基地だけじゃ捌さばききれないんで近きん隣りんの飛行場にも分散してるがな。突とつ入にゆう時には一いつ緒しよに行動するはずだ」

「被ひ害がいの多さにびびって逃にげ出さなきゃいいがな」

「何、不撓不屈ネバー・クイツトは彼かれらのモットーだ。今こそ身をもって体現してもらうさ。侵しん略りやく者への敢かん闘とう精神が映画の中だけじゃないことを証明してもらおう」

　それに、と彼女かのじよは空を仰あおいだ。降り注ぐ日光に目をすがめ。

「『少ない』と『ゼロ』はイコールではない。彼かれらにだって切り札はある。ほら、来たぞ」

　空を指した瞬しゆん間かん、爆ばく音おんが轟とどろいた。直線的な翼よく形けいの双そう発はつ機が接近している。細い機種にコブラのフードを思わせるストレーキ、左右に開いた双そう垂直尾び翼よくが特とく徴ちよう的だ。主しゆ翼よく後こう縁えんのフラップを深い角度で折り曲げ機体はアプローチに入っていた。メインギアのタクシーライトが規則的に明めい滅めつしている。

　米海軍のＦ／Ａ‐18？　いや、だが様子がおかしい。外装が発光している。宝石のような青、眩まばゆいサファイアブルーに。

「ドーター？」

　星のマークを持つ猛もう禽きんは突とつ風ぷうを巻き起こしながら着陸した。異様な迫はく力りよくに基地のスタッフが何ごとかと視線を向けてくる。だが、早朝の闖ちん入にゆう者はそれで終わらなかった。

　三角凧たこのような機体が次々に降りてくる。グレイ一色の扁へん平ぺいなシルエット。尾び翼よくも胴どう体たいもコクピットさえ見当たらない。国こく籍せき表示のおかげで辛かろうじて米軍機と分かるが、さもなければ敵機襲しゆう来らいと叫さけびたくなっただろう。異形の航空機は三機、四機とタッチダウン、エプロンにタキシングしてきた。そのあとにも複数の機き影えいが続いている。少なくとも二桁けたは下らない数だ。

「あー」

　知ち寄よりはひどくうんざりした様子になった。片かた眉まゆを押おし下げ、舌打ちせんばかりの顔で。

「あのおっさん、また悪い癖くせが出たな。相変わらず実戦のことをテストか何かと勘かん違ちがいしてやがる」

「？」

　なんの話だ。

　怪け訝げんに思っているとエプロンから「わーお！」と大おお仰ぎような声が響ひびいてきた。

「マキエだー！　ひさしぶりー！」

　足音が近づいてくる。ショートカットの少女だった。とろんとした目元とえくぼが可愛かわいらしい。年ねん齢れい的には高校生程度に見えるが服装は米海軍のサービスドレスだった。青を基調としたジャケットに黒のネックタブを合わせている。場所が場所なら仮装でもしているのかと思っただろう。だが彼女かのじよの髪かみは先ほどのＦ／Ａ‐18と同じ、鮮あざやかなサファイアブルーだった。
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「元気にしてた？　最近遊びに来てくれなかったから寂さびしかったんだよ！　マキエが来たら一いつ緒しよに行こうと思ってたところいっぱいあったのに。グローブドライブのショッピングセンターとかリンカーン・ブールバードのベーカリーとか。あ、バーニーズニューヨークのチョコレートバブカマフィンが超ちようおいしくってさ！　今度紹しよう介かいするね」

　啞あ然ぜんとするこちらに気づいたのか少女が振ふり向むいてきた。満面の笑えみで敬礼して。

「アメリカ太平洋艦隊ＵＳＮ・ＰＡＣＦＬＴ所属、Ｆ／Ａ‐18Ｅ‐ＡＮＭ、ライノだよ！　よろしくね！」

　あ、アニマ……？　こいつがか？

　イーグルやグリペンとは全然違ちがう。オーバーなくらい表情豊かな反応だ。

　知ち寄よりは肩かたをすくめた。

「あまりまともに取り合うなよ、三さん尉い。こいつのパーソナリティーはＡＩにより上書きされたものだ。状じよう況きよう次第でそれらしい答えを返しているだけで、考えて喋しやべってるわけじゃない。チューリングテストの三次元版みたいなもんだ。ただの条件反射だよ」

「そーいう言い方は傷つくなー。ま、事実だけどさ」

　ライノはにやにやしながら告げてきた。

「いいじゃん、こーいうキャラクターを好む人が多いんだから。あたしはみんなの希望通りに振ふる舞まってるだけだよ。明るく陽気で、そしてちょっと天然な女の子」

「やりすぎると、かえって不自然に見えるんだよ。もう少しニューラルネットワークを丁てい寧ねいにチューニングしてもらえ。声の抑よく揚ようや表情を大きくするばかりが感情表現じゃないぞ」

「だからー、そーいうのマキエの方が得意そうじゃーん。早くエドワーズに来てよー。あたしのこと好きにいじってもらっていいからさー」

　じゃれつくライノを知ち寄よりが鬱うつ陶とうしげに手で払はらう。珍めずらしい光景に見入っているともう一個靴くつ音おとが響ひびいてきた。長い影かげがアスファルトに落ちる。

「あ、相変わらず懐なつかれてるな。君と会うと随ずい分ぶん口数が多くなる。扱あつかい方のコツがあるなら是ぜ非ひ教えてもらいたいな」

　猫ねこ背ぜのシルエットが立っていた。ひょろりと背の高い、面おも長ながの白人男性だ。瘦こけた頰ほおと長い四し肢しのせいか、どこか老木めいた印象を受ける。

　男は唇くちびるの端はしを歪いびつに持ち上げた。

「ご無ぶ沙さ汰ただ、マキエ。ドーター一機とブロウラー一個飛行隊、確かに届けたぞ。要求通りの戦力だろ」

「悪い意味で要求以上です、ウィリーおじさん。安心できる戦力だけ届けてくださいと何度もお願いしたはずですが」

　三角凧たこの群を睨にらみつける。

「アニマの行動パターンをインプットした全自動戦せん闘とうシステムですか。あの手の機体は敵がアルゴリズムを変えてくると一気に対応できなくなる。乗っ取られでもしたら目も当てられない。だから実戦への投入は時期尚しよう早そうと結論づけたはずですが」

「だからライノとセットで持ってきたんだ。こいつらには自律行動をさせない。全てドーターからのコントロールで動かす」

　得意げにライノの肩かたを叩はたき。

「い、いわゆるネットワークセントリックって奴やつさ。君らも研究していただろう。アニマの武器庫が遠えん隔かくで繫つながっているようなものだ。大した話じゃない。ドーターとブロウラー間のコネクションは何重もの認にん証しよう・暗号化で保護されているしな。簡単には乗っ取られんよ。君の懸け念ねんはきちんと考こう慮りよしてある」

「ご配はい慮りよ感謝します。と言いたいところですがね。かわりにライノを完全自律制せい御ぎよに変えたんでしょう？　まったく、何か冒ぼう険けんしないと気が済まないんですか、あなたは」

　何か言いかけた相手を手で制して知ち寄よりが向き直ってきた。半身を男性に向けたまま。

「三さん尉い、一応紹しよう介かいしておこう。こちらは私の古い知り合いでウィリアム・シャンケルという。元ＤＡＲＰＡのプログラムマネージャでＡＦＲＣの主ぬし、そしてプロジェクトアルケーの創設者フアウンダーの一人だ」

「よ、よろしくミスター蛍ほたる橋ばし。噂うわさはかねがね聞いている。アニマと随ずい分ぶん興味深い付き合い方をしているとか」

　どんな説明をしてるんだ。非難の視線を向けるも知ち寄よりは涼すずしい顔だった。苦い思いで差し伸のべられた手を握にぎる。気のせいか、ライノの視線も妙みように生温かかった。

「完全自律制せい御ぎよってどういうことですか」

　話を逸そらす意図もあり訊たずねる。ライノの周囲にパイロットの姿はない。ドーターも見る限り単座のようだ。目の前の男がＥＧＧロックのパートナーになっているのかもしれないが。

「言葉通りだよ」

　シャンケルは微び笑しようした。

「こ、こいつは人間のパイロットなしで稼か働どうする。次世代型アニマのテストケースでね。ドーターにザイ同様のＨｉＭＡＴ能力を持たせようとしたものだ。何せ空戦においてもっとも脆ぜい弱じやくな部品は人体だからな。それをなくせば必然機動性の向上も見こめる」

「脳波の制せい御ぎよは大だい丈じよう夫ぶなんですか」

「そのために疑ぎ似じ人格のＡＩが上書きされてるんだ。人工知能は脳波代わりのマスタークロックを出してＥＧＧを制せい御ぎよしている。仮にＡＩのコントロールからコアが外れれば、その時点で強制的に意識をシャットダウンする仕組みだ」

「ＡＩがパイロット代わりってわけですか」

「そうだ。いわば君とグリペンの関係を、ライノは自分の脳内で完結させているわけだ。興味深いだろう？　まぁその分プログラムも複雑になっていてね。若じやつ干かん妙みようなパーソナリティになってしまったが」

　ライノが「へへ」と笑う。全然褒ほめてないのに、何か誇ほこらしげな様子だ。腰こしに手を当てて大きく胸を張り。

「ザイに冒おかされかかったらあたし、自じ爆ばくするらしいよ。頭ドカーン！　脳みそボーン！　って。クローネンバーグのスキャナーズみたいだよねー。血しぶきどばー、肉片ぶしゃーって。あははははは！」

　ひとしきり大笑いした後「あれ」とまばたきする。凍こおりついた面々を見み渡わたし。

「あれ？　なんか引かれてる？　ここ、人間的に笑うとこだと思ったんだけど……んん、おっかしーなー」

　シャンケルは額を押おさえて「もういい」と嘆たん息そくした。

「マキエ、時間がない。作戦の詳しよう細さいを詰つめたい。どこか場所はあるか」

「ご案内しますよ。大したおもてなしはできませんがね。三さん尉い、君はもういいぞ。グリペンについていてやれ。気になってたんだろう？」

「別に俺おれは」

「いいから行け。あいつ一人であちこち歩き回って迷子になられても困る」

　確かに、到とう着ちやくを続ける戦せん闘とう機群で基地はいよいよ混こん沌とんとし始めていた。妙みようなところに入りこんで怪け我がでもされたらまずい。

　一礼して立ち去りかけた瞬しゆん間かん、「ああ、そうだ」と呼び止められた。知ち寄よりが肩かた越ごしに振ふり返っている。

「さっき日本からの輸送機が到とう着ちやくして、小こ松まつ宛あての郵便を降ろしていったぞ。厚こう生せい施し設せつに集めさせたから受け取っておけ」

「あ？」

　郵便？

　なんだ。ダイレクトメールでも転送されてきたのか。携けい帯たいメールではなく紙の手紙を使うような相手に心あたりはないが。

　知ち寄よりはそれ以上説明することなく歩み去ってしまった。橫に頭一つ分大きいシャンケルが並んでいる。

「じゃーねー！」とライノの白い手が振ふられた。




　厚こう生せい施し設せつは空き倉庫を流用したものだった。

　薄うす汚よごれた床ゆかにコンテナやテントが運びこまれている。殺風景な基地の中でここだけは雑多な物資があふれていた。複数のカウンターが設けられ、それぞれに多言語で説明が掲かかげられている。内一つ、ＰＯＳＴ ＯＦＦＩＣＥと書かれたカウンターに近づく。ＩＤカードを掲かかげると黒人の女性兵士が郵ゆう袋たいを探さぐった。大判の封ふう筒とうを取り出し「Sign here」と台帳を示してくる。言われるまま受け取りの署名をして郵便を受け取った。

　差出人の名前を見て「おや」と思う。

　ああ、そうか。「あれ」を送ってきたのか。確かにこないだメールを交かわした時、どこかで返したいと言ってたもんな。もう使うこともないのに、律りち儀ぎなことだ。

　さてどうしよう。ドーターに持ちこむわけにもいかないし、誰だれかに預かってもらうか？　知ち寄より？　……は説明が面めん倒どうだな。かといって他に頼たのむ先もない。しばらく悩なやんだ末、一いつ旦たん宿しゆく泊はく施し設せつに持ち帰ろうと決める。中身を見て、本当に思い通りのものか確かめてから考えるとしよう。

　厚こう生せい施し設せつの喧けん噪そうを背にエプロンへ出る。宿しゆく泊はく施し設せつに向かいかけて、ふっと人混みに気づいた。大おお柄がらな外国人達たちが壁かべ際ぎわのテーブルを取り囲んでいる。中で何かしているのか、固かた唾ずを吞のむ気配が伝わってきた。

（んん）

　賭と場ばでも開かれているのか。

　興味を引かれのぞきこむ。

　呆あつ気けに取られた。

　グリペンがパンケーキのようなものを食べている。左手には空になった皿が十枚ほど重ねられていた。反対側で突つっ伏ぷしているのはイギリス軍の兵士だ。手にしたフォークが食べかけのパンケーキに突つき刺ささっている。明らかに道半ばでリタイアした様子だ。

　桃もも色いろ髪がみの少女は黙もく々もくと最後の一切れを飲みこんだ。無表情なまま拳こぶしを天に突つき上げる。直後、盛せい大だいな拍はく手しゆと歓かん声せいが巻き起こった。

「何やってるんだよ、おまえ」

　人ひと垣がきを搔かき分け近づくとグリペンは「ん」と顔を上げた。

「食べ放題に参加している。今三人目のチャレンジャーを倒たおしたところ。絶賛タイトル防衛中」

「フードファイトかよ」

　ロシアまで来てなんの名声を高めてるんだ。身体からだ壊こわすぞ。

　片手をつかみ立ち上がらせる。湧わき上がるブーイングを払はらいのけてテーブルから離はなれた。

　グリペンが名残なごり惜おしそうに人混みを振ふり返る。

「まだいけたのに」

「大の男を三人も潰つぶして何言ってるんだ。おまえの胃はブラックホールか」

「むぅ、それほどでも」

「褒ほめてねぇよ」

　頭を小こ突づく。まったく、このちんちくりんな身体からだのどこにそれだけ食い物が入るんだ。

「てか、おまえ、前は全然食べなかっただろう？　いつの間にこんなドカ食いするようになったんだ」

「食わず嫌ぎらいをしないようにしているだけ。頑がん張ばって三さん尉いの伴はん侶りよに相応ふさわしい体型を手に入れる」

「はぁ？」

　グリペンは思い詰つめた様子でパイロットスーツの胸を押おさえた。

「知ち寄よりが言っていた。男なんて胸さえ出ていればイチコロだと。その証しよう拠こに三さん尉いは知ち寄よりの部屋に押おし入って胸ばかり見ていたとか」

「見てねぇよ！　何言ってんだあの女!?」

「飢うえた野や獣じゆうのような眼まな差ざしになっていたと聞いた」

「……」

　風評被ひ害がいも甚はなはだしい。だいたいあの夜のことはオフレコって話じゃなかったのか。気軽にネタにしてんじゃねぇよ、ったく。

「別におまえはそのままでいいよ。変に体型変わられても違い和わ感かんあるし」

「ナイスバディ、いらない？」

「いらなくは……ないが」

　食った栄養が胸や尻しりにつくとは限らないしな。身体からだの面積が橫に倍増されても困る。

　渋じゆう面めんになっているとグリペンが手元をのぞきこんできた。不思議そうに封ふう筒とうを見つめ。

「ところで三さん尉い、それは何。作戦資料？」

「ん？　ああ」

　目の前にかざしてやる。

「昔なじみがな。身辺整理をしてたら俺おれの私物が出てきたみたいで、小こ松まつ基地に送り届けてきたんだ。もう十年以上前のものだし捨てていいと言ったんだが、なんだかな、ちゃんとしたかったみたいで」

「昔の同どう棲せい相手？」

「だからおまえはどこでそういう言葉を」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで封ふうを開ける。グリペンが「え」と声を上げた。

「ここで開けていいの」

「別に変な物でもないし。あらぬ疑いをかけられるのも嫌いやだしな」

　ガムテープを剝はがして大きく口を広げる。中にもう一つ封ふう筒とうと便せんが入っていた。時候の挨あい拶さつでも綴つづってきたのか。何気なく便せんを開くと予想外の長文が目に飛びこんできた。流りゆう麗れいな文字で「拝はい啓けい」と始まっている。グリペンと二人で中をのぞきこんだ。




『拝はい啓けい

　秋風が心地ここちよい季節になりましたね。

　最近は会う機会も滅めつ多たになくなりましたがお元気ですか。私はこないだ無事第一子が生まれました。父親似の男の子です。顎あごの部分が太く、そこだけ主人に似てないのですが、看護師さんに告げると「お母さん似ですね」と言われました。「筋肉質に見えるし結構腕わん白ぱくな子になりますよ」と。少し、いえかなり複雑でしたが、ようやく人の親になった実感があります。十二年前の一件以来ずっとふわふわしていましたから、環かん境きよう的にも精神的にも一段落ついた感じです。

　気づいていなかったと思いますが子供時代、私はあなたのことが好きでした。初級中学生の頃ころは本気で将来この人と一いつ緒しよになるんだと思っていたんです。

　ただ何分幼かったですし、自分の好意をどう表現してよいか分からず、すごく変な態度になっていたと思います。ええ、あなたにとって私は老姐ラオジエ（姐ねえさん）でしたからね。恋れん愛あい対象にはなりづらかったのでしょう。その関係がもどかしくて何度もあなたには当たってしまいましたね。ごめんなさい。

　本音を言います。主人には申し訳ないですが、私は最近まであなたのことが吹っ切れずにいました。結けつ婚こん式しきであなたに祝福されて泣いてしまったことを覚えていますか？　嬉うれし涙なみだではなかったんですよ。あなたと過ごす未来がこれで本当になくなってしまった、そう思うと悲しくてたまらなかったんです。

　こんなことを今いま更さら打ち明けられても迷めい惑わくだと思いますが、少しは思い知ってください。私は十年以上我が慢まんしていたんですから。

　ただ今度新居を構えるにあたり、私物を整理してようやく気持ちの整理ができました。あなたの持ち物、別に今見つけたわけではなくずっと手元に持っていたんですよ。縁えんが切れてしまうのが嫌いやで。近くにあなたを感じていたくて。

　でももう大だい丈じよう夫ぶです。今までありがとう。これでようやく普ふ通つうの幼なじみの関係を築いていけそうです。

　お仕事落ち着いたら一度遊びに来てください。あなたの好物だった料理で歓かん待たいします。まだ上しやん海はい料理とかお好きですか？　色々味に工く夫ふうを凝こらしていますので是ぜ非ひご馳ち走そうさせてください。

　遠くない未来にお目にかかれることを楽しみにしています。

　お身体からだに気をつけて。


敬具



　二〇二七年九月十九日


篠しの原はら明華ミンホア（旧きゆう姓せい：宋ソン）



　鳴なる谷たに慧けい様』




　な、な、な……。

　何書いてやがるんだこいつ。

　油断していただけにまさかの不意打ちだった。手紙でこんな告白をぶちかましてくれるとは。え？　俺おれのこと好きだったの明華ミンホア。マジで？　いつも散々姉貴風吹ふかせていたくせに。てっきりもっと上からリードしてくれるタイプが好みなのかと思っていたが。

（まずい）

　清せい廉れん潔白を気取っていただけにグリペンの反応が気になった。果たして人妻に懸け想そうさせた男をどう思っているのか。気になって視線を向けると。

「鳴なる谷たに？」

　まじまじと便せんを見つめている。不思議なものでも見つけたような顔で。

「蛍ほたる橋ばしじゃなくて？」

　ああ。

　確かにそっちの方が気になるか。肩かたの力を抜ぬいて。

「蛍ほたる橋ばしってのは母方の姓せいなんだよ。自衛隊員とか海保隊員の多い家系でさ。ザイとの戦いが長引く内に跡あと取とりが全ぜん滅めつしちまって俺おれが養子になったんだ。ま、うちの親おや父じは次男坊ぼうだったから、鳴なる谷たに家の先行きを気にしないでよかったってのもある」

　視線を差出人の名前に走らせて。

「こいつは俺おれが中国にいた時の幼なじみでさ。上しやん海はいから一いつ緒しよに逃にげてくる途と中ちゆう、脱だつ出しゆつ船団がザイに襲おそわれて、どこからも助けが来ないまま離はなれ離ばなれになっちまったんだ。こいつは辛かろうじて台たい湾わんにたどりついて……そこから長なが崎さきにいる遠とお縁えんの華か僑きように引き取られたんだっけかな。俺おれは自衛隊に入ったからほとんど顔を合わすこともなくなって、だから今でもこいつ的に俺おれは『鳴なる谷たにさん家ちの泣き虫慧けい』なんだよ。ま、いいけどな。俺おれもこいつと『蛍ほたる橋ばしさん』『篠しの原はらさん』なんて呼び合うのは違い和わ感かんあるし」

「……」

　グリペンは眉まゆ根ねを寄せて考えこんでいる。蛍ほたる橋ばし、鳴なる谷たにと呪じゆ文もんのように繰くり返していた。

「難しい」

「まぁおまえらには名字の概がい念ねんとかないしな。そんなこと言ったら知ち寄よりだってアレだぞ？　結けつ婚こん前の名字は八や代しろ通どおりっていったらしい。八や代しろ通どおり蒔まき絵え。技本トップのおっかないおっさんの姪めいらしくて、知らずに殴なぐりかかってたら今いま頃ごろ俺おれの首が飛んでいたところだ」

「知ち寄よりが知ち寄よりじゃない？」

「今は知ち寄よりだけどな。旦だん那なの姓せいになったんだよ」

「むぅ……」

　より一層混乱した表情だ。なぜ呼び名が途と中ちゆうで変わるのか理解できない様子。無理もないか。

「人間のことは名前で呼べばいいんじゃないか？　そっちなら一生変わらないし。ライノが知ち寄よりに言ってたみたいに、『マキエ』とかさ」

「マキエ」

　しかつめらしい顔で繰くり返す。あまりピンと来ていない様子だ。鼻の頭がひくひくと動いている。

「あと俺おれのこともいい加減に名前で呼べよ。いつまでも階級で呼ぶ間あいだ柄がらじゃないだろう？」

「……蛍ほたる橋ばし？」

「そっちは名字、だから名前の方」

　便せんの宛あて名な書がきを指し示す。グリペンはじっと漢字をのぞきこんだ。幅はば跳とびでもするように一呼吸おき、小さく唇くちびるを開いて。

「慧けい」

　舌の上で響ひびきを味わうように。

「慧けい。私の大事な人」

　鼓こ動どうが高鳴る。切なげな声に心がざわめいた。

　なんだか無む性しように照れくさくなり視線を外す。深呼吸して同どう封ふうの包みを開け始めた。ばりばりと紙の鳴る音が響ひびく。陽光の下、薄うす汚よごれた大判の冊子が現れた。オレンジ色の表紙にアルファベット・漢字交じりのタイトルが刻まれている。

　Civil Aircraft Pilot License──Workbook.

　中国自家用操縦士、学科試験問題集。

（ああ）

　溜ため息いきが漏もれた。

　出てくると分かっていたのに心が震ふるえる。懐なつかしい。初中生の時になけなしの小こ遣づかいで買った物だ。自分にとっての空への入り口。今に続く翼つばさの道の始まり。

「それは何？」

「参考書だよ」

　ページをめくると、小型レシプロ機のイラストと説明書きが現れた。大量の書きこみと付ふ箋せんが二色刷のページを彩いろどっている。我ながら精力的な学習態度だ。

「飛行機に乗るにはその国その国でのライセンスが必要なんだ。で、これが俺おれの取った最初のライセンスのテキスト。今から考えるとどうってことのない内容なんだけどやっぱり思い入れが強くてな。中国脱だつ出しゆつの時もこれだけは手放せなかったんだが」

　避ひ難なんのごたごたで散さん逸いつし明華ミンホアに拾われていたのだろう。ずっとなくしていたと思っていただけに感かん慨がい深ぶかい。状じよう況きようさえ許せば大切に保管しておきたかったが。

「捨てるしかないかな」

　グリペンがびくりと身体からだを震ふるわせた。「え」と唇くちびるを開けて。

「捨てちゃうの？」

「今回の作戦は片道切きつ符ぷだろう。この基地も明日には引き払はらうことになるし、日本に送る先もない。だったら処分するしかないだろ」

「それはいけない」

　大きく首を振ふられた。激しい焦あせりが声に滲にじむ。

「いらないなら私がもらう。あなたの人生の一部をなおざりにするべきではない」

　人生って。

「大げさだな……ただの本だぞ」

「でも、これがなければ慧けいは私に出会わなかった」

　言われてはっとなる。確かに自分と飛行機を最初に繫つないだのは目の前の冊子だ。真しん紅くの有ゆう翼よく獅し子しも、双そう発はつの荒あら鷲わしも、その前のドルフィンと呼ばれた練習機も、全てはこの内容の先にある。もし自家用機ライセンスを取っていなかったら。空に至る喜びを知らずにいたら。自分は今、彼女かのじよの橫にいなかったかもしれない。

　小さな手が伸のびてくる。

　促うながされるまま本を渡わたすと彼女かのじよは大切そうに胸に抱だいた。長い睫まつ毛げを下ろして。

「大事にする」

　幸せそうな顔に反論の気も失うせる。まぁいいか。本一冊くらいドーターに持ちこんでも大した問題じゃないだろう。

　ごうっと爆ばく音おんが響ひびいた。

　また一機、どことも知れぬ国の戦せん闘とう機が着陸してきた。




　　　　　　　　　　＊




　作戦説明は午後九時から始まった。

　狭せまい会議室に人の熱気が満ちている。人種も肌はだの色も様々なパイロット達たちが肩かたを寄せ合い正面スクリーンを見つめていた。

　古びた布地にはモンゴル南部の地図が映し出されている。位置関係的には現在地から南南西に千キロほど下ったあたりか。ゴビ砂さ漠ばくの中央にいくつもの光点と矢印が重ねられていた。

「この基地に集まってもらった目的について、もう多くを語る必要はないと思う」

　アメリカ軍の制服を着た士官が演台で言った。

「我々は明朝、モンゴル南部、ハンボグドのザイ中ちゆう枢すうを強きよう襲しゆうする。該がい当とう地域には敵の司令部施し設せつがあり、これを撃げき滅めつすることで指揮系統の大おお幅はばな弱体化が期待できる。信しん頼らいできる研究結果によればザイは遠えん隔かく操縦のＵＣＡＶ的なものであり、管制施し設せつを破は壊かいすることで最高65％の戦力減が見こめる。言うまでもなくこれは我々にとって本戦争における最大の戦果である。全世界の同どう胞ほうに対する大きな援えん護ごとなるだろう」

　地図が縮小されロシア軍の基地が複数、ハイライトされた。内一つは自分達たちのいるベラヤ空軍基地だ。他にも二つ、地図表示が黄色い縁ふちで囲まれている。

「作戦詳しよう細さいを説明する。奇き襲しゆう部隊は三つに分かれ別方面から侵しん攻こうする。西側よりオルガ、マーシャ、イリーナと各ユニットを呼こ称しようする。諸君はイリーナ・ユニットだ。他の二方面が敵を引きつけ、その間に司令部施し設せつを叩たたく。ターゲットについては各位、手元のタブレットを確認してほしい」

　大判の液えき晶しように巨きよ大だいな金属球が表示された。知ち寄よりに見せられた写真と同じものだ。ガラス細工の飛ひ翔しよう体を産み出す巨きよ大だい構造物、〈球きゆう殻かく〉。誰だれかが「デススター」だと揶や揄ゆして笑いを誘さそった。

「静せい粛しゆくに。残念ながらこいつにはハイパーマター反応炉ろのような弱点は見当たらない。だがいくつかの通信施し設せつ、防空設備は確認されている。君達たちのミッションはこれらを可能な限り叩たたくことだ。もちろん制空戦型ザイの反はん撃げきも予想されるが、順調に敵設備を潰つぶせば抵てい抗こうも少なくなるだろう。今回に限り時間の経過は君達たちの味方だ」

「オルガ、マーシャが敵誘ゆう引いんに失敗する可能性は？」

　巻き毛の青年が質問する。ゆったりしたパイロットスーツはフランス空軍のものだ。やや訛なまりのある英語が会議室に響ひびく。

　米軍士官はうなずいた。

「ゼロではない。だが無視できるレベルだ。オルガには〈誘ゆう蛾が灯とう〉と呼ばれる特とく殊しゆ装備が配備されている。これは特とく殊しゆなＥＰＣＭを発はつ振しんすることでザイを引きつける無人デコイだ。理論上は数百機単位の敵機をこの一体で誘ゆう引いんできる。十分に距きよ離りを取ったあとは搭とう載さいした核かく弾だん頭とうごと自じ爆ばくし敵を巻きこむ段取りだ。よってこの方面の敵機が君達たちのところに戻もどってくる心配はない」

　おおと空気がざわめいた。

　予期せぬ新兵器の存在が作戦成功の現実味を高めたようだった。質問した青年も心なし顔を紅潮させている。

「敵司令部周辺の制空権を確保すれば、第二波、第三波の攻こう撃げき隊を投入できる。目的を達成するまで我々は何度でも強きよう襲しゆうを続けるつもりだ。諸君らも武装の続く限り戦ってもらいたい。この一戦に世界の運命がかかっていることを忘れないように」

　士官は誇ほこらしげに室内を見み渡わたした。

「本作戦はＣの秘ひ匿とく名で計画されてきた。Crossfire（集中攻こう撃げき）のＣだ。各員、その名をよく記き憶おくし義務を果たしてほしい。以上だ。解散」

（なんともまぁ）

　昂こう揚ようした空気に呆あきれ顔となる。

　誰だれも彼かれも噓うそばかりだ。建前に建前を重ねて真実が分からなくなっている。パイロット向けには真っ当な反はん攻こう作戦、上層部向けには全ぜん滅めつ覚かく悟ごの自じ爆ばく作戦、そして知ち寄より達たち的にはＳＦめいたタイムスリップ作戦か？　まさか他にも何か企たくらんでいる人間がいるんじゃないだろうな。どうにも不安な気分になっていると傍かたわらで小さな気配が身じろぎした。グリペンだ。タブレットの画像をじっと見つめている。色素の薄うすい唇くちびるがきつく結ばれていた。

「どうした？」

　別に目新しい情報はなかったはずだが、気になることでもあったのか。

「慧けい」

　かすれた声が響ひびく。重い、鉛なまりでも入っているような声こわ音ね。

「うん？」

「慧けい、あのね」

　続く言葉はない。怪け訝げんに思っているとすぐそばで足音が止まった。細い影かげが照明を遮さえぎる。

「やぁ、いよいよだな」

　北きた浦うらだった。細ほそ面おもてににやにや笑いが浮うかんでいる。オールバックの髪かみは長く伸のび針のような毛先が肩かたにかかっていた。もともと斜しやに構えた印象だが、今日はまた妙みようにねじくれて見える。後ろには金きん髪ぱつの少女が続いていた。イーグルだ。白い顔に表情はない。ロボットかマネキンのように突つっ立っている。

　身体からだを強こわばらせながら「ああ、そうだな」と答える。グリペンの一件があって以来、二人で話すのは久しぶりだった。色々立てこんでいたこともありイーグルの怪け我がについても結局手を打てていない。彼かれは相変わらず、あの夜の悪意を抱いだいたまま目の前にいるのだろう。憎ぞう悪おと屈くつ辱じよくを細い身体からだに滾たぎらせて。

　我知らずグリペンを守るような姿勢になる。

「最後の作戦だ。お互たがい集中してミスのないようにしようぜ」

　あたりさわりのない台詞せりふを返した瞬しゆん間かん、ふふんと鼻で笑われた。

「そうだな。どっちのアニマの使い方が正しいか白黒つける最後の機会だ。せいぜい頑がん張ばってくれよ。結果次第じゃ君の可愛かわいいアニマは工場送りになるかもしれないんだからな」

「どういう意味だ」

「どういう意味？　ふん」

　歪ゆがんだ顔を寄せてくる。耳元で囁ささやくように。

「その子、言語エンジンのトラブルできちんとインプリンティングが働いていないんだろう？　技本の人間が喋しやべってるのを小耳に挟はさんでさ。本当なら大問題だぜ。中央に知られたら即そつ刻こく、回収・再調整だ。最悪廃はい棄き処分になるかもしれない」

「おい」

　つかみかからんばかりの勢いで立ち上がると、おどけた様子でのけぞられた。

「心配するなよ。僕ぼくもＴＰＯはわきまえてる。こんなところで味方を減らすような真ま似ねはしないさ」

　愉ゆ快かいそうにこちらの反応を眺ながめ。

「だけど実戦で差がついたら話は別だろう？　調整が不十分だから戦果を上げられないとくれば、これは立派な欠けつ陥かん項こう目もくだ。きっちりインプリンティングをかけてもらわなきゃ。ふふ、見物だな。その小生意気な性格が矯きよう正せいされて他のアニマみたいになったとしたら」

　かっと頭に血が上る。一歩踏ふみ出した瞬しゆん間かん、後ろから袖そでを引かれた。

　グリペンが硬かたい顔でかぶりを振ふっている。困ったような眼まな差ざしに体内の熱が冷めていった。肩かたを落とし身体からだを引く。北きた浦うらは興きよう醒ざめした様子で肩かたをすくめた。

「ま、お互たがい撃げき墜ついされないようにだけ気をつけようぜ。ザイなんかに墜おとされたら、折角の勝負が台なしだ」

　じゃあな、と手を挙げて歩み去っていく。細長い背中が他のパイロット達たちに紛まぎれるのを見届けて長息した。まったく毒物みたいな空気を撒まき散ちらす奴やつだ。

　グリペンはまだ袖そでを握にぎっている。片手を重ねて指を開かせた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、別に暴れやしない」

「……」

「そんな目で見るなって。俺おれも少しは学習してるんだ」

　むやみやたらに癇かん癪しやくを起こしたりしない。今の自分には守るべきもの、保つべき居場所があるのだ。感情より前に優先するものがある。

　それに。

「あいつはオペレーションＣの真相を知らないしな。勝負だのなんだの好きに言わせておけばいいさ。どうせ全てがうまくいった暁あかつきには俺おれ達たちは千年前にタイムスリップだ。あいつと顔を合わせることもなくなる」

　だろう？　と呼びかけるとグリペンは目をまたたかせた。やや不意打ちを食らった顔でこちらを見つめる。

「……うん」

　うなずくまでにわずかな間があった。

　桃もも色いろ髪がみの少女は緩かん慢まんに顎あごを引いた。長い髪かみが頰ほおをなでる。少し妙みような様子だ。強行軍で疲つかれているのかもしれない。とっとと休ませてやるか。

　指先をつかみ立ち上がらせる。彼女かのじよはぎゅっと手を握にぎり返してきた。




　　　　　　　　　　＊




　鬨ときの声こえも進軍ラッパの合図もなかった。

　九月二十七日午前五時。最後の作戦は静かに開始された。黎れい明めいの空に各国の戦いくさ鳥どり達たちが次々と飛び立っていく。澄すんだ空気の中、排はい気き音だけが連続して響ひびき渡わたった。

　駐ちゆう機き状態のコクピットで発進前チェックをこなしていく。開放されたキャノピーの内側に日光が当たり六角形の継つぎ目を浮うかび上がらせていた。度たび重かさなる戦せん闘とうの影えい響きようか、何枚かのパネルに細かなヒビが入っている。新品同様だった座席もややくすんだ色みを見せていた。

（大分無理させてきたしな）

　日本海防空の要として何度となく強きよう攻こう出しゆつ撃げきをこなしてきた。頭脳たるアニマが疲ひ弊へいするのと同様、身体からだのドーターも傷ついているのだろう。刻まれた損傷やしみこんだ汗あせが彼女かのじよの苦く闘とうを物語っているようで胸がしめつけられる。だがそれも今日で終わりだ。

　右舷スターボードのラダーから靴くつ音おとが響ひびいてくる。小さな拳こぶしに続いて桃もも色いろ髪がみの頭が露あらわになった。グリペンだ。走ってきたのか、荒あらい息いき遣づかいで後部座席に乗りこむ。

「遅おくれた。ごめんなさい」

　平板な声が弾はずんでいた。

「何してたんだよ。時間厳守って言っただろう」

「そうだけど、忘れ物」

「忘れ物？」

　見ればパイロットスーツの脇わきに大判の冊子が挾はさまれている。オレンジ色の表紙に漢字・アルファベットのタイトル。明華ミンホアから送られてきた参考書だ。

「なんだよ、本当に持っていくのか」

「うん」

　こくりとうなずき。

「宝物、大事にする」

　膝ひざの上に置いて拘こう束そくベルトを装備する。操縦の時に邪じや魔まではないのだろうか、些さ細さいな心配はダイレクトリンクの確立音に覆おおい隠かくされる。滑なめらかな外装が真しん紅くの光に満たされていった。

「ユー・ハブ」

「アイ・ハブ」

　操縦桿かんから機体の脈動が伝わってくる。高鳴るエンジン音が雑念を払はらっていった。

「グラウンド、ＢＡＲＢＩＥ０１、リクエスト・タクシー」

『ＢＡＲＢＩＥ０１。ランウェイ33Ｒ、ヴィア・ホテル３、ＮＯ２・ディパーチャー・シークェンス。ＮＯ１、ＢＡＲＢＩＥ０２、ホテル３』

　地上管制が離り陸りく順序を告げてくる。前方の誘ゆう導どう路に山やま吹ぶき色の双そう発はつ機が進入してきた。イーグルのあとに発進しろということだ。徐じよ々じよに明るくなるノズルを見ているうちに、北きた浦うらの無線が飛びこんできた。

『いいかイーグル、今回の作戦は絶対に成功させるぞ。これは命令だ。勝手な判断で僕ぼくの邪じや魔まをしたら許さないからな』

　これ見よがしな念押おしにイーグルが『はい』と答える。

『了りよう解かいしました。北きた浦うら三さん尉いの命令を遂すい行こうします』

　ちくりと心が痛む。結局あいつを救うことはできなかった。果たしてザイがいなくなったあと彼女かのじよはどういう扱あつかいを受けるのだろう。北きた浦うらから解放されるのか、それとも役目を全うしたと見なされ廃はい棄きされるのか。できれば明るく笑う姿を一度でも見たかった。本当の彼女かのじよと話してみたかった。だがそれを今言ったところでどうしようもない。

『ＢＡＲＢＩＥ０２、クリアード・フォー・テイクオフ』

　轟ごう音おんを上げてイーグルが飛ひ翔しようしていく。またたく間に小さくなる機き影えいを見上げながら滑かつ走そう路に進入した。

「よし、じゃあ行こう」

　スロットルレバーを押おしこみエンジン出力を増大させる。激しいＧが身体からだをシートに押おしつけた。70ノット、80ノット、90ノット……離り陸りく。

　重力が失われ眼下の大地がどんどん遠ざかっていく。雲が左右に分かれ青の濃こさが増してきた。しばらく進むと先行する編隊に追いついた。右手に青く輝かがやく双そう発はつ機の姿が見える。その前方には大量の三角凧たこが並んでいた。

　ザァっと無線が入る。液えき晶しようにＦ／Ａ‐18Ｅ‐ＡＮＭ、ライノの発信者表示が現れた。

『お、マキエの知り合いだ！　えーっと、ホタルバスだっけ？　ホタルバスＫ！』

「蛍ほたる橋ばし慧けいだ」

　なんでそんな怪かい人じんみたいな名前になってるんだよ。戦隊物か。異形のＦ／Ａ‐18Ｅを睨にらみつけて。

「おまえと同じグループかよ。……その、ブロウラーとかいう無人機は大だい丈じよう夫ぶだろうな？　知ち寄よりは敵に乗っ取られるかもなんて話をしてたが」

『大だい丈じよう夫ぶ、大だい丈じよう夫ぶ。あたしとの通信が途と絶ぜつしたら即そく帰き還かんするようにできてるから。ザイがちょっかい出す余よ裕ゆうはないよ。通信の暗号化キーも数十秒単位で更こう新しんしてるしねー。あたしが故障しない限り全然問題なし！』

「それ、おまえが故障したらアウトってことじゃねぇか」

『そん時は全機まとめて自じ爆ばくしまーす。ドカーン、ボーン、バーン！　ってね、盛せい大だいな花火でみんなの勝利を願うよ。最後の言葉は「タマヤー」ってね、花火だけに。あははははは！』

「……」

　笑いどころがさっぱり分からん。

　げんなりしていると戦術マップの情報がアップデートされた。ビープ音とともに敵味方の現在位置が表示される。

　味方戦力は総計千機。自分達たちの所属するイリーナ・ユニットだけでも三百機以上いる。間ま違ちがいなく人類史上最大の航空戦力だ。だが正面のザイも凄すさまじい数だ。一個飛行隊を現すマーカーが密集している。赤い三角形が壁かべのように連なっていた。

「モンゴル方面は敵が少ないと聞いてたがな」

　乾かわいた喘あえぎ声が漏もれる。

　ザイは都市や軍事基地・工業施し設せつを目指して拡散していく。人口密度の低いモンゴルは彼かれらの標的になりづらいはずだった。だからこそ露ろ蒙もう国境に沿って強きよう襲しゆう部隊が配備されたのだろうが。

「こいつは随ずい分ぶんと盛せい大だいなパーティーになりそうだ」

　遠くで光が弾はじける。黒こく煙えんがぽつぽつと青い空を汚よごし始めた。

　始まった。

　もう止まらない。止められない。あとは最後の最後まで走り続けるしかない。人類かザイ、どちらかがこの地上から消しよう滅めつするまで。

『ＳＱ25、エンゲージ』

『ドールハウスよりＳＱ34、ＳＱ69、敵が左方向から回りこんでいる。前進して撃げき退たいしろ。こちらの脇わき腹ばらに食いつかせるな』

『全機、ＡＥＭ（対ＥＰＣＭ弾だん）発射。命中は気にするな。とにかく会敵までに一機でも多く数を減らせ』

　炎ほのおと閃せん光こうがまたたく中、黒点が空の彼方かなたに現れる。それは次第に数を増し、こちらに接近してきた。ターゲットコンテナが次々に点をとらえる。重なり合った照準がモニタを埋うめ尽つくし、わけが分からなくなった。一体何機いるのか。十機、二十機？

「エンゲージ！」

　迷っている暇ひまはない。ウェポンセレクターをミサイルにセット、手近な敵を照準し撃うち放った。

　敵味方の攻こう撃げきが同時に弾はじけた。

　空気が震ふるえいくつもの機き影えいが墜おちていく。やられたのが敵か味方か、確認している余よ裕ゆうはない。スロットルを開き敵のレーダー波から逃のがれた。真横に傾かたむいた景色をガラス細工の機き影えいが横切っていく。進行方向には味方機の姿。「グリペン」と促うながす間もなくコンテナが敵をとらえた。

「ロックオン」

　少女の声を背にウェポンリリースボタンを押おしこむ。翼よつ下かのミサイルは切り離はなされたあと真上に方向転てん換かん、アクロバティックな機動で敵機に突つっこんだ。

「慧けい、残ざん弾だんに気をつけて。考えなしに撃うちまくっているとすぐ弾たま切れになる」

「分かってる。が、攻こう撃げきしなきゃ突とつ破ぱできないだろう」

　周囲は敵てき影えいで埋うまっている。味方の機体も多いが決して圧あつ倒とうできる数量ではない。気を抜ぬけばすぐ取り囲まれそうだ。

『シーカーオープン』

　急旋せん回かいでイーグルが敵中に切りこんでいく。左右の翼つばさから短たん距きよ離りミサイルを発射。炎ほのおの華はなを二つ咲さかせる。

　大型戦せん闘とう機ということもあり弾だん薬やく搭とう載さい量も多いのだろう。こちらよりは景気よく武装を使っている。見ている間にもう一機、制空戦型のザイを砲ほう撃げきで墜おとした。

『ははっ！』と北きた浦うらの笑い声が響ひびく。

『なんだよ、数ばかり多くて大したことないな。撃うてば当たるぞ。紙飛行機みたいに墜おちていく。あははは！』

「あいつ、目的を見失ってるんじゃないだろうな」

　目指すのはあくまで〈球きゆう殻かく〉だ。個別個別のザイではない。だが北きた浦うらは入れ食い状態の漁場に興奮を隠かくしきれない様子だった。時に機関砲ほう、時にミサイルを交え戦果を上げていく。

　激しい力の応おう酬しゆうが何度となく続いた。爆ばく発はつと閃せん光こうが四方で生じる。秒単位で損害と戦果が増えていく。

　前進と後退、迂う回かいと阻そ止し。

　永遠とも思える攻こう防ぼうの末、敵編隊が崩くずれた。ぽっかりと生じた力の空くう隙げきに味方機が次々と切りこんでいく。

『ポイント・ゴルフに突とつ入にゆう口確保、全機前進』

　ＡＷＡＣＳの指示に戦場が動く。他空域の味方飛行隊が合流し、円えん錐すい陣じんを形成した。火力の集中が更さらなる破は壊かいを生み敵てき陣じんを突つき崩くずす。侵しん攻こう速度が一気に跳はね上がった。目標との距きよ離りが着々と詰つまっていく。

『ゴー・アヘッド、ゴー・アヘッド（前進、前進）』

　軽躁そう状じよう態たいの無線に飛行隊が駆かり立てられる。追いすがる敵機を振ふり切りながら先へ先へと進んでいく。急速な戦線崩ほう壊かいに敵の反応は鈍にぶい。同時に多方面から侵しん攻こうされているせいか、迎げい撃げきが間に合っていない様子だ。

　先行する編隊に置いていかれないようスロットルを調整する。周囲に敵てき影えいは少ない。地上を見ても川や湖こ沼しようが陽ひを照り返しているだけだ。特に迎げい撃げき設備のようなものは見当たらないが。

（……川？）

　なんとも言えない違い和わ感かんに襲われる。

　待てよ。ここは砂さ漠ばくの只ただ中なかだぞ。あんな水源があるはずもない。戦術マップを確認するも該がい当とうする地形は存在しなかった。ではなんだ。なんなのだ、あの煌きらめきは。

『いけるぞ、このまま戦力を集中して突とつ破ぱする』

　フランス隊の無線を聞いた瞬しゆん間かん、ぞわりと背中が粟あわ立だった。動物的な本能が危険を告げる。

「待て──」

　制止の声は一いつ瞬しゆん遅おそかった。

　大地がうねる。

　川が歪ゆがみ、湖こ沼しようが隆りゆう起きし、爆ばく発はつ的な光がそこかしこで生じた。地形が持ち上がったように見えた。激しい排はい気き炎えんを引いて無数の飛ひ翔しよう体が打ち上げられてくる。ザイだ。垂直発進型の要よう撃げき機が次々と上がってくる。

「くそったれ！　ブレイク、ブレイク！」

　槍やり衾ぶすまのような砲ほう撃げきが空を埋うめ尽つくす。前方を行くイギリス軍機がまたたく間に二機、撃うち落とされた。無線から続け様に悲鳴が響ひびいてくる。砕くだけた翼つばさが黒こく煙えんを引きガラス細工の大地に吞のみこまれていった。

（あれが全部、ザイかよ）

　胃いの腑ふが冷える。地形を変えてしまうほどの物量・火力。それがこちらの腹を食い破ろうと駆かけ上がってくる。虹にじ色いろの牙きばを剝むいてくる。対処が間に合わない。見ている間にも次々に味方のマーカーが消えていった。

「こんなの、どうすりゃいいんだよ」

　接近する敵を機関砲ほうでなぎ払はらいながら毒づく。撃うてば当たる感じだが、一機二機墜おとしたところで焼け石に水だ。敵は空間を埋うめ尽つくさんばかりの密度で攻せめ寄よせてくる。

　操縦桿かんを引き、危あやういところで砲ほう火かを避さけた。オーバーシュートした敵にミサイルを打ちこむ。キル。だがその向こうではまた一機、味方機が墜おとされていた。だめだ、防ぎきれない。

『後方から敵集団、ＳＱ78は壊かい滅めつ状態。マーシャとの連れん絡らくは途と絶ぜつ中』

　絶望的な報告を最後にＡＷＡＣＳからの連れん絡らくは途と絶だえた。撃げき墜ついされたのだろう。しばらくして別のＡＥＷが管制を引き継つぐも、入ってくる通信は別空域の情報ばかりだった。

　一体どうすれば──。歯がみしているとノイズ交じりの無線が飛びこんできた。

『ＢＡＲＢＩＥ隊、こちらコロンビア戦せん闘とう飛行隊〈ダルドス〉。貴隊を援えん護ごする。ここは我々に任せて先に進んでほしい』

　傍かたわらに長鼻のデルタ翼よく機きが並んでくる。複座のキャノピー越ごしに黒のヘルメットが見えた。

「援えん護ご……だと？」

『このまま全員で戦せん闘とうを続けていても押おし潰つぶされるだけだ。であれば有効な戦力を先に進ませた方がいい。敵司令部さえ叩たたけばここの敵も停止するんだろう？　ならその可能性に賭かけてみたい』

「それは、だが」

　ただでさえ劣れつ勢せいの中、アニマ機を失って持ちこたえられるものなのか？　だが相手の沈ちん黙もくは重かった。数秒逡しゆん巡じゆんした後、決断する。「了りよう解かいだ」と無線に告げた。

「了りよう解かいだ。ダルドス。援えん護ごを」

　返答の代わりにコロンビア軍機が加速した。前方の敵に向かってミサイルを撃うち放つ。十個以上の爆ばく発はつが生じて青空が垣かい間ま見みえた。わずかに開いた突とつ破ぱ口こうは、だがすぐ別のザイによってふさがれる。そこにまた別方向からミサイルが着ちやく弾だんした。亡命スペイン軍のハリアーⅡだ。追いすがる敵に僚りよう機きを墜おとされつつも果か敢かんに脱だつ出しゆつ口を確保しようとしている。

（くそっ！）

　耐たえきれない何かを感じてエンジンパワーを上げた。貴重な犠ぎ牲せいを無む駄だにはできない。今自分達たちにできることは一マイルでも二マイルでも前に進むことだ。死者を悼いたむ行こう為いは全てが終わったあとに取っておけばいい。

　衝しよう撃げき波はが機体を軋きしませる。砕くだけたミサイルが驟しゆう雨うのごとく外装を叩たたいた。

　戦場音楽があちこちから響ひびいてきている。包囲網もうが縮まってきている。

　いつしか味方機の姿はほとんど見えなくなっていた。後方から雲うん霞かのごときザイが迫せまってくる。

『ＢＡＲＢＩＥ隊、前進を──』

　コロンビア機が翼つばさを翻ひるがえした瞬しゆん間かん、爆ばく散さんする。ビープ音とともに味方機のマーカーが複数、消えた。見れば前方からもザイが数十機単位で迫せまってくる。三百六十度、全ての方向の針路をふさぐように。退路という退路を埋うめ尽つくすように。

　荒あらい息をついてウェポンセレクターを操作する。

　こうなったらもう後先考えず撃うちまくるしかない。持てる全ぜん弾だんを発射して突とつ破ぱ口こう確保、アフターバーナー全開で敵を振ふり切る。継けい戦せん能のう力りよくはゼロに近くなるが仕方がなかった。

　ＳＲＭ選せん択たく、黒雲のような敵編隊に照準をつけて、親指をリリースボタンに当てて、そして。

　ボンッ！

　と先頭のザイが弾はじけ飛んだ。続けて二つ、三つと炎ほのおの華はなが咲さく。呆あつ気けに取られた。自分はまだ何も撃うっていない。兵装画面の残ざん弾だん数ももとのままだ。なんだ？　一体何が。

『ごめん！　遅おそくなった！』

　サファイアブルーの閃せん光こうが駆かけ抜ぬける。続けて三角凧たこの編隊が視界に走りこんできた。群がるザイを撃うち払はらいながらエアカバーに回る。

「ら、ライノか？」

『うん』と明るい声が響ひびく。

『東側の味方が孤こ立りつしててさ。そっちを助けるのに時間がかかっちゃった。遅おくれた分はきっちり働いて返すよ。ここの敵は全部まとめて引き受けるから。安心して！』

「引き受けるって、だけどおまえ」

　これだけの数を相手にたった一機でか？　ＵＣＡＶの援えん護ごはあるが。にしたって。

『大だい丈じよう夫ぶだよ。あたしもブロウラーもこういう時のために作られたんだから。アニマを量産できなかったステイツが最大限の対ザイ戦せん闘とう能力を確保するために組んだシステム、戦術単位。いい？　ホタルバシケイ。ロボットにはね、ロボットの戦い方があるんだよ』

「何を」と言う間もなくライノが加速した。蒼あおの外装をより一層眩まばゆく煌きらめかせ敵を目指す。

『モード・スウォーム！　エアリアル・グリッド、発動承しよう認にん！』

　刹せつ那な、ブロウラー達たちの動きが明らかに変わった。ライノを中心に密集隊形、左右対たい称しようの幾き何か学がく図形を形成する。あたかも見えない骨組みで繫つながれているかのように、数十機のＵＣＡＶが巨きよ大だいな翼つばさと化しはためいた。

『ＣＨＡＲＧＥ！』

　怪かい鳥ちようが咆ほう哮こうし敵編隊に突とつ撃げきした。翼つばさの一薙なぎで十以上のザイが弾はじけ飛ぶ。そのまま直角的な機動で敵てき陣じんを切り裂さき奥おくへ奥おくへと突つき進すすんでいった。飛来するミサイルが数機のブロウラーを墜おとすも、すぐその何十倍もの災さい禍かが攻こう撃げき者を襲おそった。もはやそこにいるのはドーターとブロウラーの編隊ではない。一頭の凶きよう暴ぼうな厄やく竜りゆうだ。全ての機体が単一の意識で繫つながれ制せい御ぎよされ機能している。

『行け！　ホタルバシケイ！　行って君の義務を果たせ！』

　殺さつ到とうするザイをなぎ払はらいながらライノが叫さけんだ。言われるまでもない、乱れた包囲網もうに突とつ撃げきし彼方かなたの空を目指す。

　進路をふさぐザイを砲ほう撃げきし、体当たりをかわし、速度を上げていく。

　同行する味方機はもはや数えるほどになっていた。イギリス軍のＦ‐35Ｂやトーネードが辛かろうじて編隊を組んでいる。他国の機き影えいは少ない。小国の空軍に至っては飛行隊を示すマーカーごと消え失うせていた。

（イーグルは……まだ健在か）

　右う舷げん下方に山やま吹ぶき色の輝かがやきが見える。翼よつ下かのミサイルもまだ使い切っていない。十分な戦せん闘とう力を残している様子だ。

（このままいけば）

　敵司令部を制圧するにはいかにも心こころ許もとない戦力。だが知ち寄よりのオペレーションを遂すい行こうするには自分とグリペンだけでも〈球きゆう殻かく〉に到とう達たつできればいい。ザイのシステムに接続さえできればいい。勝算は十分残っているように思えた。

「グリペン、ターゲットの位置は」

　バックミラーの中で桃もも色いろ髪がみが揺ゆれた。

「０時の方向、43ノーティカルマイル、もうそろそろ見えてくるはず……だけど」

『なんだ、空が』

　訝いぶかしげな無線に顔を上げる。陽光が滲にじんでいた。まるでフィルターでもかかったように大気の色がくすんでいる。轟ごうと風の音が強くなり、気圧が低下した。直後昼夜が逆転する。質量を持った闇やみが視界のそこかしこで弾はじけ増ぞう殖しよくしていった。

　稲いな妻ずまが走った。

　そこで初めて雷らい雲うんの中に突とつ入にゆうしたと気づく。火花に照らされて複雑な雲の形状が露あらわになった。嵐あらしだ。砂さ漠ばくの只ただ中なかで積乱雲が発生している。

『計器が、レーダーが』

『落ち着け、編隊を崩くずすな』

『進路そのまま。全機、高度・速度を維い持じ』

　荒あらぶる風に翻ほん弄ろうされながら強きよう襲しゆう部隊は進んでいった。高層ビルほどもありそうな雷かみなりが天頂から降り注ぎ、漆しつ黒こくの闇やみに落ちていく。一歩間ま違ちがえば編隊ごと貫つらぬかれそうな勢いだ。大おお時し化けの海を小こ舟ぶねで漂ただよっている気分。大自然の猛もう威いを前にたかだか全長十数メートルの飛ひ翔しよう体など抗あらがうべくもない。恐きよう怖ふと焦しよう燥そうに耐たえつつ操縦桿かんを握にぎりしめる。ただ先導機の排はい気き炎えんだけを頼たよりに暗中の飛行を続けた。

　ディスプレイが目的地までの距きよ離りを告げてくる。あと十キロ、八キロ、七キロ。

　──。

　雲が千切れた。

　抜ぬけた？　いや違ちがう。四方にそそりたつ雲の壁かべがある。低気圧の目に出たのだ。視界が広がる。一つの町がまるごと吞のみこめそうな空間の中、雷いかづちが縦横に大気の壁かべを走っていた。そしてその中心にあるのは。

『噓うそ……だろう』

　天体を思わせる球体が鎮ちん座ざしていた。何層にも及およぶ外がい殻かくが複雑に稼か動どうし軋きしみ声を立てている。一体どれほどの大きさがあるのか。周囲を照らす稲いな光びかりが糸くずのように見える。あちこちから小山ほどの蒸気が噴ふき上がり、大気をゆらめかせていた。

「あれが……〈球きゆう殻かく〉？」

　絞しぼり出した声はからからに乾かわいていた。常識外れのスケール感に思考が麻ま痺ひしている。あんなもの、あんな代しろ物ものどうすればいいんだ？　防空設備？　指揮管制施し設せつ？　お笑いぐさだ。自分達たちの持つ武器を全て放ったところであの外装一つ焦こがすことはできないだろう。

　そして〈球きゆう殻かく〉はただの指揮管制施し設せつではなかった。この世のものならざるシステムと物理世界を結ぶゲート、つまり母ぼ艦かん機能を持っているわけで。

『ターゲットからザイが出現！　制空戦型、十、二十、三十……数え切れない！』

『退たい避ひ！　一いつ旦たん退たい避ひだ！』

　Ｆ‐35Ｂが反転し雲の中に逃にげこもうとする。だが間に合わない。追いすがる砲ほう火かとミサイルが機体をばらばらに打ち砕くだく。その黒こく煙えんさえもが殺さつ到とうするザイに覆おおい隠かくされた。暗雲の中にいくつもの爆ばく発はつが生まれていく。

『じょ、冗じよう談だんじゃないぞ。こんなの聞いてない、無茶苦茶だ』

　北きた浦うらの声は震ふるえていた。

『付き合ってられるか。作戦中止だ。撤てつ退たいする！』

　だがイーグルの進路は変わらなかった。まっすぐに〈球きゆう殻かく〉を目指して飛び続けている。

『おい、なんだ、コントロールがきかない。イーグル、どういうことだ!?』

　恐きよう慌こうを来きたした北きた浦うらに少女の声が答えた。

『北きた浦うら三さん尉いの命令は作戦の成功です。撤てつ退たいはありえません。戦せん闘とうを続行します』

『ふ、ふざけるな！　こんな状じよう況きようで戦せん闘とうなんて続けられるか！　おい、馬ば鹿かなことを考えるな。自殺する気か！』

『自殺、分かりません。Ｆ‐15ＤＪ‐ＡＮＭイーグルは命令を遂すい行こうします。敵を倒たおし作戦を成功させます。アイ・ハブ・コントロール』

　悲鳴は言葉にならなかった。

　Ｆ‐15ＤＪの機動が明らかに変わる。耐たいＧ限界を無視した鋭えい角かく的な旋せん回かいで敵の脇わき腹ばらを突つくと機関砲ほうを撃うち放った。炎ほのおと閃せん光こうが立て続けに生じる。イーグルは追いすがる敵をエアブレーキでやりすごし、その背中にミサイルを叩たたきこんだ。爆ばく発はつを見届けることなく再加速、ザイの密集地に向けて突つっこむ。胴どう体たい下からありったけのミサイルが放たれるのと四方からの攻こう撃げきが着ちやく弾だんするのはほぼ同時だった。

　山やま吹ぶき色の主しゆ翼よくが弾はじけ飛び、そこかしこから炎ほのおが噴ふき出す。装そう甲こうキャノピーが燃えていた。黒こく煙えんを引きつつイーグルは眼下の砂さ漠ばくに落下していく。地上付近でだめ押おしのように小爆ばく発はつが起こった。

「……っ」

　耐たえきれずに目を逸そらしていた。胸が苦しい。肺はい腑ふにナイフを何本もぶちこまれたような感覚。畜ちく生しよう。畜ちく生しようめ。

　だが感傷に浸ひたっている暇ひまはない。イーグルの放った攻こう撃げきが前方の敵てき陣じんに風穴を空けている。〈球きゆう殻かく〉への通路が開いていた。紛まごうことなき唯ゆい一いつ最終の突とつ入にゆう機会。

　深呼吸してラダーペダルを踏ふみこむ。操縦桿かんを押おしこみ緩かん降下態勢に入った。

「グリペン、プログラムの準備はいいか」

〈球きゆう殻かく〉に対する時間遡そ行こうのプログラム。タイムパラドックスを極限なくすため、時代だけでなく場所の操作も行うと聞いている。西せい暦れき千年代のゴビ砂さ漠ばくには遊牧民族の往来が多かったらしく、そこにザイを持ちこむわけにはいかない。結果遠く離はなれたタクラマカン砂さ漠ばくが転移場所に選ばれていた。現在は新しん疆きようウイグル自治区として知られているが、当時はゴビ砂さ漠ばくより人口も少なかったのだろうか。よく分からない。いずれにせよ千年近くの時間と場所を操作するプログラムが簡単なものでないことは理解できた。機体の制せい御ぎよはなるべくこちらで受け持ってやらねば。そう思って問いかけたのだが。

「……」

　振ふり向むくとグリペンが思い詰つめた顔になっていた。

「おい？」

　ガクンと衝しよう撃げきが走り操縦桿かんの手応えがなくなった。ラダーもスロットルレバーも同様。エンジン音が低くなり機速が明らかに落ちていく。

「なんだ、何してるんだよグリペン」

「ごめんなさい、慧けい」

　押おし殺ころした声が響ひびく。灰色の瞳ひとみに哀あい切せつな感情を滲にじませて。

「やっぱり、あなたは連れていけない」

「は？」

　一いつ瞬しゆん冗じよう談だんを言っているのかと思った。ここまで来て何をぬかしてるんだ。馬ば鹿かも休み休み言え、と思ったが。

「ここから先は私一人で行く」

　断固とした口調。

　心がすっと冷えた。どうしようもない恐きよう怖ふと悪お寒かんがこみ上げてくる。

「おい、おい待てよ。噓うそだろう」

「噓うそじゃない。ずっと考えていた。私はあなたに生き続けてほしい。精神だけの存在として時の迷めい路ろに閉じこもるより、生身の人間として新しい世界を作っていってほしい。それが、その希望だけが私を永遠に戦わせる力となる。だからお願い、慧けい。笑って私を送り出して。最後に一度だけ。あなたのことをずっと覚えていられるように」

「ふざけるな！」

　パニックにも似た思いが声を裏返らせた。ハーネスを引きちぎらんばかりの勢いで振ふり返る。

「おまえ、おまえ、約束しただろう！　一いつ緒しよに行くって。命の続く限り二人で戦うって。あれは噓うそか？　都合のいいところだけ俺おれを利用して、用が済んだらさようならってか？　冗じよう談だんじゃないぞ！」

「慧けい。私の大事な優やさしい人」

　グリペンはひどく穏おだやかな表情になっていた。能面のようだった顔が和やわらいでいる。口元に浮うかんでいるのは笑えみ？　光の錯さつ覚かくだろうか。彼女かのじよは眦まなじりを緩ゆるめた。

「覚えておいて。取り返しのつかないことなんて何もない。いつだって、どこでだってあなた達たちはやり直せる。過あやまちを償つぐなえる。だから諦あきらめないで。自分達たちの意思と可能性を疑わないで。そうすればきっと今回とは違ちがう結末が待っているはずだから」

「何を」

「歴史を作って、慧けい。ザイなんて必要とされない、誰だれも悲しむことのない未来を、あなた達たちの手で」

「グリペン！」

　彼女かのじよは最後にはっきりと笑った。優やさしくも悲しい、灰色の眼まな差ざしを向けて。
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「新たなノヴア……時代をエラ」




　叫さけび声ごえは激しい風に搔かき消された。キャノピーが開放される。突つき上げるような衝しよう撃げきと浮ふ遊ゆう感が同時に生じた。射出座席が嵐あらしの中に舞まう。見ている前で真しん紅くの単発機がスピードを上げた。そのまま迷うことなく〈球きゆう殻かく〉に吸いこまれていく。

　眩まばゆい光が生じた。

　ガラス細工の機き影えいが、巨きよ大だいな球状の構造物が、真しん紅くの翼つばさがあまねく閃せん光こうに溶とけていく。輪りん郭かくを失っていく。全てが朧おぼろになっていく中で蛍ほたる橋ばし慧けいは頰ほおに熱い物が伝うのを感じた。

　これからどうなるのか、ザイの消しよう滅めつした世界がどうなっていくのか。

　分からない。何も考えられない。頭は真っ白に塗ぬり潰つぶされ、ただ行き場のない悲しみのみが渦うず巻まいている。

　だが、たった一つだけ断言できることがあった。

　自分は今、かけがえのない存在を失ったのだ。
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アンフィジカル・レイヤー　Ｄ２・５Ｅ

静止点






　そういうことだったのか、と鳴なる谷たに慧けいは言った。

　うん、そういうことだった、とグリペンが答えた。

　眼下でもう何度目かになる再現劇が映し出されている。いずれも結末は同じ。だが細部は少しずつ異なっている。ある時の自分はベルクトを救い出し、ともに独どく飛ひの一員として戦っていた。またある時の自分はライノ撃げき墜ついの任を帯び中国上空で激戦を繰くり広げていた。パラレルワールドのような風景が次から次に投とう影えいされていく。

「どのくらい、これを繰くり返したんだ？」

　ラファールもろとも爆ばく沈ちんする空母を見つつ訊たずねる。必死の形相でティルトローターから乗り出す自分をファントムが懸けん命めいに引き留めていた。

「二十回までは数えた」

　桃もも色いろ髪がみが揺ゆれる。細い首が静かに傾かたむいた。

「ただ物理世界における私の記き憶おくは曖あい昧まいだから正確な数字ではない。多分その二倍は時間遡そ行こうを繰くり返している。あなた達たちが次の歴史を紡つむいでいけるように、ザイを過去へと送り返し続けている」

　握にぎりしめた拳こぶしが痛みを訴うつたえる。だが激情をぶちまけるのはまだ早い。自分には訊きくべきことがある。

「ザイって一体なんなんだ？」

　根本的な質問。

「歴史改変のためのシステム」

「それは分かった。どこの誰だれが、なんのためにそんなものを作り出したんだ？」

「人間。遠い未来のあなた達たち人類」

　予期せぬ答えに立ちすくむ。息を吞のむ自分にグリペンはポンチョブラウスの裾すそを揺ゆらしてみせた。真っ黒な夜空の中を歩いていく。サンダルの音がタン、タンと響ひびいた。

「千年以上先、人類は全ての資源とエネルギーを使いつくし絶ぜつ滅めつの危機に瀕ひんしていた。……と言っても十年や二十年で環かん境きようが激変したわけではない。何百年も何十世代もかけた選せん択たくの果て。当たり前の日常を当たり前のように続けた末の結末」

　眼下に荒こう野やが広がる。赤茶けた砂の大地。植物一つ生えていない死の平原。

「解決のチャンスは何度かあった。全ての資源を投入し他天体の開かい拓たくを目指す。あるいは地上にしがみつきつつも再生サイクルの許す範はん囲いで消費を制限する。でもどちらもうまくいかなかった。宇宙開発は費用分担の問題で、消費制限は必ず誰だれかが抜ぬけ道みちを見つけだして頓とん挫ざした。平等性に対する不満、先せん行こう者利益へのやっかみ、異なる政体・人種への不信。全員が全員で足を引っ張り合い結局元の木もく阿あ弥みに戻もどる。そんなことが何回も何十回も何百回も繰くり返されて……結局、全てが手て遅おくれになった」

「手て遅おくれ」

「星の海を目指す資源もなくなり、最低限の文明を養うだけの再生サイクルも破は壊かいされた。人類は地上に縛しばりつけられたまま緩かん慢まんな死を受け入れるしかなくなった」

「……」

「でも、あなた達たちは諦あきらめなかった」

　荒こう野やが分解し光の粒つぶになる。蛍ほたるを思わせる光こう芒ぼうが空へと昇のぼっていった。

「石油がなくなっても、石炭がなくなっても、まだ燃やす物があると気づいたから」

「なんだよ、それ」

「人間自身」

　ぞくりと背筋が寒くなる。あまりにも異常な単語に思考が停止した。

「人間を……燃やす？」

「正確には人間という存在を構成する〈本質〉、アンフィジカルレイヤーを下った先にある実像」

　光の粒つぶが輝かがやきを増した。グリペンの掌てのひらに舞まい降おり、彼女かのじよの顔を照らす。

「〈本質〉の海からエネルギーを汲くみ上げ利用する。本来アクセスできないはずの〈実体〉に〈影かげ〉であるあなた達たちが手を伸のばし引き上げた。これが〈叡えい子し〉理論。あなた達たち人類が成しとげた最後の技術的飛ひ躍やく」

「……悪い。もう少し分かりやすく説明してくれ。それは何かの喩たとえなのか？」

「喩たとえではない。ただ、今のあなた達たちでは認識できない世界の話なだけ。よく分からないのであればこう言い換かえる。千年後の人間は物質のみならず意味や概がい念ねんさえも燃料としてくべられるようになったと」

「そんな……」

　出で鱈たら目めな。

「驚おどろくような話ではない。既すでにあなた方はその理論を仮説として打ち立てている。洞どう窟くつの比ひ喩ゆ、影かげ絵えの寓ぐう話わとして」

　夜空に炎ほのおが立ち上る。真っ赤な灯ひに照らされてグリペンの影かげが大きく伸のびた。

「洞どう窟くつの中で縛しばりつけられた囚しゆう人じんは影かげ絵えしか見ることができない。そして生まれてからずっと自由を奪うばわれているため、その影かげ絵えを本物だと思いこんでいる。でも本質は逆。戒いましめを解き振ふり返ることで真実の私を見つけられる。千年後の人類がやったのはまさにそういうこと」

「待てよ、ちょっと待て」

　頭がくらくらしてくる。額を押おさえて喘あえぎ声を漏もらす。

「自分の〈本質〉を見つけた。それはいい。でもそいつをつかまえて燃やしちまったらどうなるんだ？　影かげ絵えの俺おれ達たちは、物質世界の人間は」

「消しよう滅めつする。存在した証あかしごと消し尽つくされる」

　！

「そうしなければ……誰だれも生き残れなかったから」

　炎ほのおが消えた。うつむくグリペンの顔に複雑な陰いん影えいが生じた。

「今日を生いき抜ぬき、明日をやり過ごすため、たくさんの人ひと達たちが消えていった。そして親しい友人や肉親を失い続けた末に人間達たちは思った。なんでこんなことになってしまったのだろうって」

「なんでって」

　好き勝手やり続けたからだろう。何度も引き返すチャンスはあったのに乱開発をやめなかった。地球を損そこない続けたから。

　怪け訝げんな表情に、グリペンはうなずいてみせた。

「そう、彼かれらは反省した。心から悔くいてもう一度やり直そうとした。今度こそ失敗しない。文明の発達にこだわらず、あるだけの資源・環かん境きようで満足しようと。でも、それは彼かれらだけが決心しても意味のない話。もっと前、地球が壊こわれる前の人類が意識しないと」

「もっと前？」

　つぶやいた瞬しゆん間かん、頭の中で何かが音を立てて繫つながる。

「そうか、だから歴史改変か。ザイというシステムを時間遡そ行こうさせて過去の人間を変えようと」

「うん」と首しゆ肯こうされた。

「〈叡えい子し〉というエネルギーが通常の物理法則から自由なことも幸いした。無限に加速しても質量が変わらず結果として時間の流れを反転できる。実体を伴ともなうのは困難でも〈叡えい子し〉によるプログラムだけなら過去に遡さかのぼれる。そうして何百万もの〈本質〉が新たに消費され、システムとして過去に解き放たれた。人類救済の切り札、最後の希望として」

「希望だと」

「死にかけた地球と生態系を救うための福ふく音いん」

　福ふく音いん。

　ザイが。あの災さい厄やくが。

「ふ、ふざけるなっ」

　忍にん耐たいが決けつ壊かいした。押おしこめていた激情が奔ほん流りゆうの如ごとく湧わき出す。

「そんな、そんなことのために俺おれ達たちは殺されたのか！　さんざん好き放題やった連中が、まだ生き続けるために過去の人間を死なせて回ってるのか。俺おれの母親も、常じよう熟じゆくの人達たちも、そんな奴やつらのために！」

「でも何もしなければ人類は滅めつ亡ぼうする」

「知ったことか！」

　怒いかりが溶よう岩がんのように煮にえたぎっていた。

「勝手に滅めつ亡ぼうすればいい。何を被ひ害がい者ぶってるんだ。ただの自じ業ごう自じ得とくだろう。おまえもおまえだ。そんな身勝手な裏事情を知らされて、挙げ句にその後始末で無限のループにぶちこまれて、何を素す直なおに従ってるんだ。納なつ得とくいかないと思わないのか。いい加減にしろと怒おこらないのか!?」

「私は人間を……信じているから」

　静かな声が怒いかりを冷ます。彼女かのじよは長い睫まつ毛げを伏ふせた。

「私はＪＡＳ39の〈本質〉、ザイのコアによって汲くみ上げられた戦いくさ鳥どりの魂アニマ。人のために飛び人のために戦うのが使命。知ち寄よりにもそうプログラムされた。でもそれだけでは多分戦い続けられなかった。私がここまで来られたのは慧けい、あなたとの思い出があったから。ほかでもないあなたが〈人〉という種だったから」

　愕がく然ぜんとする。衝しよう撃げき的な告白に心が揺ゆさぶられる。

「慧けいが人間の可能性を示してくれたから私は未来を託たくせた。ザイという警告を乗り越こえて世界を変えていけると信じられた。だから何回でも何十回でも、何百回でも私はこの迷めい宮きゆうを巡めぐり続ける。あなたに次の時間を与あたえるため、次の次の時代を見てもらうため」

「俺おれのためだっていうのか」

　グリペンはうなずいた。

「そのために何回も出会って別れてを繰くり返しているのか」

　今度返ってきたのは否定だった。細い首が橫に振ふられる。

「私は、私だけはずっとあなたと一いつ緒しよにいる。他のアニマ達たちが全て忘れ去ってもＪＡＳ39は鳴なる谷たに慧けいを記き憶おくし続ける。時間の前後も場所の変化も些さ細さいな問題。大切なのはこの二十一世紀の初頭において私があなたとともにあること。必要な情報を提示し、最後の最後に正しい選せん択たくをしてもらうこと」

「正しい選せん択たく」

　どことも知れぬ空間で何度となく告げられた言葉。心の奥おくをのぞきこむような視線とともに放たれた単語。

「私を〈球きゆう殻かく〉の中ちゆう枢すうに伴ともない、時間遡そ行こうのプログラムを発動させる」

「それは……！」

　もう一度彼女かのじよを地じ獄ごくに突つき落とせというのか。今のような光景を見せられて、なお無限の輪りん廻ねに送り出せというのか。

　いや、だが衝しよう撃げきは別にあった。

　彼女かのじよはもう二十回以上この戦いを繰くり返していると言った。つまり今までの自分は、鳴なる谷たに慧けいという人間は「正しい選せん択たく」を行ったのだ。全てを知りながら少女の手を離はなした。闇やみの中に取り残した。

　馬ば鹿かな。

　そんな選せん択たく、そんな割り切り、できるわけがない。してよいはずがない。

「俺おれは」

　喘あえぎ声を上げた瞬しゆん間かん、世界が揺ゆれた。夜闇やみが崩くずれ山やま吹ぶき色の光が浮うかび上がってくる。夜明けのような煌きらめきが輪りん郭かくを滲にじませた。

　グリペンは光を見下ろした。

「ここはイーグルの記き憶おくの中、私と今の彼女かのじよ、過去の彼女かのじよの〈本質〉が混ざり合う場所。私達たちが入ってきたことで彼女かのじよは眠ねむりから目覚める。あなたは知るべきことを知り、イーグルは戦線に復帰し、そしてまた私達たちはザイとの決戦に赴おもむく」

「待てよ、ちょっと待て、グリペン」

　アンフィジカルレイヤーが崩ほう壊かいしていく。あたかも気き泡ほうが弾はじけたように細かな粒つぶが物質世界に立ち上っていく。背景だけではない。自分とグリペンもともに色しき彩さいを失いつつあった。

　桃もも色いろ髪がみが揺ゆれる。澄すんだ灰色の眼まな差ざしだけが鮮あざやかな彩いろどりを保っている。吹ふき荒あれる光の嵐あらしの中、グリペンは静かに飴あめ細工のような唇くちびるを開けた。

「全てのピースは揃そろった。正しい選せん択たくを、慧けい」




　　　　　　　　　　＊




　目覚めると薄うす汚よごれた天てん井じようが見えた。

　周囲が騒そう々ぞうしい。激しい怒ど鳴なり声と靴くつ音おとが響ひびいてくる。顔を倒たおした瞬しゆん間かん、激痛が走った。喉のどが焼けるように熱い。こみ上げる咳せきが身体からだをのけぞらせる。

「慧けいさん!?　慧けいさん、大だい丈じよう夫ぶですか！」

　緑みどり髪がみの少女がのぞきこんでくる。細い眉まゆをひそめ必死の形相だ。唇くちびるを震ふるわせてこちらに覆おおいかぶさるような姿勢になっている。

　ファントム？

「こ、こ、は」

　声がおかしい。しゃがれた音が切れ切れにしか出てこない。顔を動かした瞬しゆん間かん、再度激痛に襲おそわれた。ファントムが頭を振ふる。

「動かないでください！　呼吸が止まってたんですよ、脳波も！」

　なんだ。状じよう況きようがさっぱり分からない。一体自分はどこにいるんだ。どうして横になっているんだ。

　確かハンボグドの臨時空港でイーグルが倒たおれて、グリペンが妙みようなことを言い出して、焼やけ焦こげたＦ‐15ＤＪに乗りこんで──

「おい、鳴なる谷たに君が起きたのか。意識は、脈は？」

　ファントムの背後から白衣の巨きよ体たいが現れる。ぼさぼさの髪かみと肥満した顔立ちは八や代しろ通どおりのものだ。眼鏡の奥おくの目が吊つり上がっている。

「まったく、何がどうなってるんだ。イーグルのＥＧＧが膨ふくれ上がってグリペンのＥＧＧに同調したと思ったら今度は君が心停止だ。電磁波で脳を焼かれたのかと思ったぞ。本当に生きてるか？　自分の名前、言えるか？」

「お父様！　負担をかけないでください。今目が覚めたばかりなんですよ。とにかく安静にしてもらって」

　騒そう々ぞうしいやりとりを耳にしながら手を脇わきにつく。軋きしむ筋肉を戦慄わななかせつつ上体を起こした。「慧けいさん!?」と制止されるも構っていられない。混こん濁だくした記き憶おくが心をざわめかせる。信じられない、信じたくない。あんなものが真実だなんて、自分達たちの戦いの真相だなんて。

　視線の高さが上がるにつれ周囲の状じよう況きようが明らかになった。

　だだっ広いハンガー、その壁かべ際ぎわに寝ねかしつけられている。救急用のストレッチャーだろう。華きや奢しやな金属の骨組みが身体からだを支えていた。右手には焼け焦こげたＦ‐15Ｊが見える。いや、正確にはＦ‐15ＤＪか。インプリンティングという名の悪夢に囚とらわれた少女の翼つばさ。

　奇き妙みような既き視し感かんにとらわれつつ、それでもまだ理性は救いを求める。誰だれか否定してくれ。あんな恐おそろしい、救いのない世界はまやかしだと。白昼夢にすぎないと。

　だが視線を反対方向に巡めぐらせた瞬しゆん間かん、絶望にとらわれた。もう一基のストレッチャーに桃もも色いろ髪がみの少女が腰こしかけている。スタッフの検査を受けながら静かにこちらを見つめていた。

　その諦てい観かんにも似た眼まな差ざしを見て希望が打ち砕くだかれる。夢じゃない。瞳ひとみの只ただ中なかにある感情は確かに先ほどまでの光景と地続きだった。

「全部、本当なのか」

　絞しぼり出した声はかすれていた。心の痛みを感じながら再確認する。

「どうしようもないのかよ」

「うん」とグリペンはうなずいた。気き後おくれした、やや弱々しげな様子で。

「ごめんなさい」

「なんだ？　何を喋しやべってる、君ら」

　八や代しろ通どおりは混乱した様子だった。自分とグリペンの間で視線を走らせている。ファントムも同様にわけが分かっていない面おも持もちだった。

　嘆たん息そくが漏もれた。

　怒ど声せいも悲鳴ももはや湧わき上がってこない。感情が麻ま痺ひしている。ただただ行き場のない悲しみだけが心を満たしていた。

（正しい選せん択たく、か）

　天てん井じようを仰あおぐ。天窓から漏もれ入る夕ゆう陽ひは憎にくたらしいほど眩まばゆく鮮あざやかだった。まるで今から始まる桃もも色いろ髪がみの少女の葬そう送そう、その送り火のように。

　しばらく沈ちん黙もくした後、視線を落とす。怪け訝げんそうな八や代しろ通どおりやファントムを眺ながめながら。

「決めたよ」

　グリペンにも聞こえるように、はっきりとつぶやく。

「俺おれは世界を……救わない」







　あとがき




　去る五月十八日、グリペンの発展型であるＥ型がＳＡＡＢ社よりお披ひ露ろ目めされました。

　これは航続力・武器搭とう載さい量の増大に加え最新のアビオニクスに対応したモデルで、既すでにブラジル空軍での採用が決まっています。スペック自体は事前に情報が出ていたので特にサプライズはありませんでしたが、プロジェクションマッピングを多用したロールアウト式典は大がかりでかなりインパクトがありました。YouTubeでも公式画像が上がっているので是ぜ非ひご覧ください。

　さて、このＥ型、性能向上と引き替かえにサイズが一回り大きくなっています。全長15・２メートルの機体はＦ‐16を超こえラファールと同サイズになってしまいました。もともとグリペンはコンパクトなマルチロール機を目指していたので、ＳＡＡＢ内でもなんらかの方針変更があったと見てしかるべきでしょう。

　考えてみればＦ／Ａ‐18ホーネットもＦ‐16ファイティングファルコンも、元々は軽戦せん闘とう機として設計されながら、いつの間にかかなりマッシブな形状になっています。結局、時代の変化や用兵の要求に応えるにはある程度、余よ剰じようスペース（拡張性）が必要ということでしょう。無む駄だを排はいした設計は確かに魅み力りよく的ですが、わずかな要件変更で全体の再設計が生じます。果たして次のＧ型／Ｈ型グリペンを作るとして現状の機体構造を流用できるのか、あるいは更さらなる大型化が必要になるのか、なかなか気になるところではあります。

　ちなみに僕ぼくもどちらかと言えば無む駄だは嫌きらいなタイプでして、不要な書類やパッケージがあるとすぐに捨ててしまいます。家具を減らして、固定費を削さく減げんして、とにかく身辺はすっきりさせたい質たちなのですが、こないだパソコンの修理をしようとしてはたと気づきました。

　保証書捨ててる。

　皆みな様さまも無む駄だの省きすぎには気をつけましょう。




　最後になりますが、前作に引き続き美び麗れいなイラストで本を彩いろどってくださったイラストの遠とお坂さかあさぎ様、ポルトガル語の翻ほん訳やくにご協力いただいた株式会社ロゼッタ様、中国語の翻ほん訳やくにご協力いただいた株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ・付ふ瀟しよう様、度重なる改かい稿こうに根気よくお付き合いくださった編集の湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。





二〇一六年七月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。２００７年『葉桜が来た夏』で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞。ＮＷＯＢＨＭ以来のＨＲ／ＨＭファンで最近のヘビーローテーションはＤＧＭのAnimal。そのＤＧＭは11月に来日するようで同時公演がなんとElvenking！　行かねば！
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イラスト／遠とお坂さかあさぎ

食欲の秋です！　色々と食べ物が美味しい時期ですね！

栗が凄く食べたいです！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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